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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　うだるような蒸むし暑さに、透とおるの神しん経けいは参ってしまいそうだった。身体からだの内側から何かが溶とけて滲にじみ出てくるような不ふ快かい感。べとつく汗あせとともに、嫌けん悪お感が胃いの底からせり上がってくる。

　ありえない風景、そしてありえない出来事。決して起きるはずのない、起きてはならない状じよう況きように、意い識しきがショートしてしまったのか、透は咄とつ嗟さに反はん応のう出来ないでいた。

……なぜ？……どうして？

　妹のように思っている、まだ表ひよう情じようにあどけなさの残る少女が、銀色に鈍にぶく光るナイフを構かまえて立っていた。以前、超ちよう高こう層そうビルの最上階で操あやつられていたときのような虚うつろな視し線せんはしていない。理り性せいを保たもった強い光を湛たたえたまま、もう一人の女子生徒を見み据すえていた。

　猫ねこのようにしなやかな動きで、前ぜん傾けい姿し勢せいのまま様子を窺うかがっている髪かみの長い女子生徒。色しき素その薄うすいその髪は、風に揺ゆられて静かに舞まっている。悲しんでいるような、困こまっているような、そんな深い色をした瞳ひとみで、女子生徒は少女を見つめていた。

　どちらも大切な存そん在ざいだった。命を懸かけてもいいとさえ思えるかけがえのない存在──。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。止めに入ろうにも、なぜか透の身体は麻ま痺ひしたように動かない。

「ごめんね、響ひびきちゃん。こうするしかないの」

　少女の表情は思いつめたように強こわ張ばっており、声は弱々しく泣いていた。魂たましいが引き裂さかれそうなほどに悲ひ痛つうな叫さけび──。

「薫かおる……」

　勝気そうな女子生徒は眉まゆを苦しげに歪ゆがませて、張り詰つめていた力を抜ぬくと、前傾姿勢をやめてゆっくりと身体を起こした。

　だけど少女の方はナイフを胸むねの前に構えたまま、攻こう撃げきの姿勢を崩くずさない。

　髪の長い女子生徒は両手を広げると、まるで飛び込こんできなさいとでも言うように頷うなずいた。

「やめろっ!!」

　透は女子生徒が何をするつもりなのか理り解かいしてしまった。いや違ちがう。彼女は何もしない。たとえその身に何が迫せまってこようとも──。

　優やさしく促うながされるように、少女は女子生徒に向かって駆かけ出した。

「響っ、逃にげてくれっ!!」

　少女は両手で握にぎり締しめたナイフを真まっ直すぐ構えたまま、体当たりをするように女子生徒にぶつかった。銀色の刃はが女子生徒の薄い胸むねに吸すい込まれていくのが、やけにはっきりと見えた。一ミリ一ミリ致ち命めい的な箇か所しよにめり込んでいく様子が、網もう膜まくに焼きつけられる。

「うわああああぁぁぁっ!!」

　透は滅め茶ちや苦く茶ちやに身体を暴あばれさせたが、どうしてもその場から動かない。

「かお……る……」

「ごめん、ごめんね、響ちゃん……」

　少女は泣きながら更さらにナイフを女子生徒の胸に押おし込んだ。切っ先が背せ中なかから突つき抜けるのではないかと思うくらい、深く深く抉えぐった。

　女子生徒は両手を少女の顔に添そえると、そっと両りよう頰ほおを撫なでた。そして親指でその涙なみだを拭ぬぐった。

「か……お……る……」

　女子生徒の両手がそのまま下へと動き、少女の首にかけられる。上から体重をかけるようにして、頸けい動どう脈みやくをじっくりと絞しめ上げ始めた。少女の顔面がどす黒く変色していく。

　ありえない風景、そしてありえない出来事──。

　透は発はつ狂きようでもしたかのように絶ぜつ叫きようしながら、ぐるりと意識が暗転したのを感じた。
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「うわあああぁぁっっ!!」

　びくんと全身を震ふるわせると、透とおるは覆おおい被かぶさっていた机つくえから凄すごい勢いきおいで跳はね起きた。反動で椅い子すと机がガタガタと音を立ててしまい、教室内から一いつ斉せいに注目を浴びた。前や横に座すわっている生徒が、一体何事だと非ひ難なんの目を向けて軽く透を睨にらんでいる。

「何をやってるっ」

　試験監かん督とくで教きよう卓たくに座すわっていた担たん任にんの岡おか本もとが、野太い地声で怒ど鳴なった。

「はぁ、はぁ、はぁっ」

　透は荒あらい呼こ吸きゆうもそのままに、しばらく状じよう況きようが飲み込めずにこめかみを強く押さえた。吐はき気がしそうなほどに鋭するどい痛みが側頭部を貫つらぬいていく。

　しばらくそうやってギリギリとねじ込まれる痛みを我が慢まんし、呼吸を落ち着かせていると、ようやく事じ態たいが飲み込めた。
















……夢ゆめ……か？

　何かとてつもなく嫌いやな内ない容ようだったことだけは、ざらりとした感かん触しよくとして脳のう裏りに残っていた。だが激はげしい痛みに気を取られているうちに、あっさり夢の大部分は忘わすれてしまっていた。

　シャーペンのカリカリと擦こすれる音だけが、密みつ度どの濃こい空間内を満たしている。今は一学期期末考こう査さの真っ最中だった。透は思ったよりも早くに世界史の答案が出来上がったので、机に突っ伏ぷして昼ひる寝ねをしていたのだ。

　期末テストとはいえ、学校推すい薦せんを受けるつもりのない透にとっては、いくら高得点を取ろうとも大学受験に直ちよく接せつ役に立つわけではない。見直しをしたところで、多少のケアレスミスが減へるだけだ。それよりは一夜漬づけで疲つかれた頭を休めるために、さっさと昼寝を決め込んだ方がいいと判はん断だんしたのだった。

　だがその代わりに悪あく夢むに魘うなされて飛び起きたのでは意味がない。まだこめかみの奥おくが鈍にぶく痛んでいる。全身に汗あせをびっしょりと搔かいているにもかかわらず、両りよう腕うでに鳥とり肌はだが立って僅わずかに指先が震えているほどだった。

「霧きり元もと、大だい丈じよう夫ぶか？　顔色が悪いぞ」

　心配した担任の岡本が、窓まど際ぎわの透の席まで寄よってきて小声で言った。

「大丈夫。寝ね惚ぼけてただけです」

「アホっ」

　試験中に寝る奴やつがあるかと岡本は目を剝むいたが、表情ほどには怒おこっていない。しょうがないなと呆あきれてみせると、教卓に戻もどっていった。

　再ふたたび元の状態を取り戻した教室は、何事もなかったように時間が流れていく。

　七月の第二週、今日も容よう赦しやなく太陽がギラギラと照りつけ、この教室を蒸むし風ぶ呂ろに変えていた。透は下した敷じきで顔を扇あおぎながら、黒板の向こうを見上げた。視し界かいはすうっと壁かべを通り越こして、輝かがやく青空が目に飛び込んできた。巨きよ大だいな入道雲が地平線の向こうから天高く聳そびえ立っている。梅つ雨ゆ明あけ宣せん言げんはまだだったが、もう夏はすぐそこまで来ていた。

　全校一斉に試験が行われているので、隣となりの校こう舎しやでは響ひびきもテストを受けている。窓の外には中庭を挟はさんで南校舎が、熱せられた空気の中で揺ゆらめいていた。

　岡本が目を光らせているので、もう一度寝るわけにもいかない。響の様子でも窺うかがおうと三年の教室の中にまで目を向けると、響はシャーペンを持つ手を止めたまま、じっと透の方に顔を向けていた。その響の左手の指先がトントンと動いていた。二人で決めておいた簡かん単たんな合図だった。透に何かメッセージがあるときは「指先で二回リズムを取る」というのが最近の決め事。

「どうした？」

　透は教室内の誰だれにも聞こえないような小声で尋たずねた。息だけが掠かすれるように漏もれていく。だけど響には確かく実じつに伝わっている。響の能のう力りよくはどんな音も聞き逃のがさない驚きよう異い的な聴ちよう力りよくだ。学校の敷しき地ち内での出来事は、細大漏らさず全すべて把は握あくされていると思って間ま違ちがいない。

（何かあった？）

　そう響の唇くちびるが動いたような気がした。はっきりと読み取ったわけではない。

　続けて響は小さなメモ用紙を透の方に向けて見せた。流れるような綺き麗れいな字で「テスト中に昼寝なんていい度ど胸きようしてるわね（呆あほ）」と書かれていた。くすくすと楽しそうに笑っている。どうやら響も試験を終えて暇ひまだったらしい。

「お前こそ、テスト中にそんなもの書いてて余よ裕ゆうだな」

　響は透の返事を予想していたのか、ニヤリと笑うとすかさず次のメモを掲かかげた。

『こんなテスト、私の頭脳にかかればちょろいもんよ』

「ウソつけっ」

　透が突つっ込みを入れると、響は口元を押さえて肩かたを震わせながら新たなメモを取り上げた。

『ウソじゃないよ～ん』

　響は必死に笑いを堪こらえている。まだ数すう枚まいのメモ用紙が机の上に置かれていたので、幾いくつかのパターンを考えておいたのだろう。台詞せりふを読まれるというのは、結けつ構こう腹はらが立つものだった。

「…………」

　文もん句くを言おうにも、また読まれていると思うとありきたりなことは言えず、次の言葉が出てこない。

　透が黙だまりこくって返事をしないので、響は勝ち誇ほこったような顔で胸むねをそらした。薄うすい胸が僅かに強調される。

『それより、薫かおるから聞いた？』

　このメモも既すでに用意してあったようで、響は何かを書く素そ振ぶりもなく新たなメモを掲げた。

「何を？」

　透の返事を聞くと、今度はメモに何やら書き始めた。

『放課後に天文部の部室に集まって、だって』

　今春、透たちの通う国こく流りゆう高校に入学した薫は、当初どこかの運動部に入部するつもりでいたようだが、五月中ちゆう旬じゆんの仮かり入部期き限げんが切れる直前に、しばらく前に起きた養よう護ご施し設せつに絡からむ事じ件けんで左手首付近を亀き裂れつ骨こつ折せつしてしまい、運動部に入部するのは断だん念ねんしたようだった。怪け我がの後こう遺い症しようはなかったのだが、運動部に入部してもしばらくは何も出来ないというのでは、モチベーションが上がらなかったのだろう。結局、仲良くなったクラスメイトに誘さそわれるまま天文部に入部して、今は結けつ構こう楽しくやっているようだ。

「何の話か聞いてるか？」

　響は首を振った。透は足元を見下ろして薫の姿すがたを捜さがした。透のいる教室は北校舎三階の一番西側の教室だ。薫の教室はその真下の一階部分にある。

　真上から見下ろす形なので、生徒の頭しか見えないのだが、両肩にはねている三つ編あみにしたお下げは、すぐに目に留とまった。薫は現げん国こくのテストを受けているらしく、外見に似に合あわず豪ごう快かいな字体を書いているのがどこか微ほほ笑えましい。

　テスト期間中のため昼休みに学食で会うこともなかったから、土日を挟はさんだこの五日間というもの、薫の声すら聞いていなかった。その間、薫とは携けい帯たいメールのやり取りがあっただけだ。

「しっかし、暑いな。天文部の部室ってエアコンあったっけ？」

　首くび筋すじを伝う汗をシャツの襟えりで拭ぬぐうと、襟元からシャツの中に下敷きで風を扇ぎ入れた。響は知らないわよとばかりに小さく肩を竦すくめた。

　透は鼻を鳴らして時計を見たが、終しゆう了りようまでまだ五分以上あった。窓から入ってきた風がカーテンを大きく揺らして、一いつ瞬しゆんだけ机つくえの上に焼けるような陽ひ射ざしが差し込こんだ。

　透は暑いのは苦手だった。一年のうちで夏が一番嫌きらいな季節だ。寒さは着込めば凌しのげるが、暑いのは脱ぬいでも暑い。

『だらしがないわね』

　響がメモをひらひらとはためかせながら、ばーかと薄い唇を動かした。

「うるせえよ。それよりその問六、他ほかの奴やつらと答え違ってるぞ。間違ってんじゃないのか？」

　響は目を丸くして慌あわてて答案を覗のぞき込んだ。そして問題用紙と見み比くらべながらもう一度問題を解とき始める。

　もちろん口からでまかせだ。後が怖こわいが、先ほどの仕返しとしては妥だ当とうなところだ。せいぜい頭を悩なやませてくれればいい。

「おいっ霧元、さっきから何ぶつぶつ言ってる。きょろきょろするな」

　いつの間に忍しのび寄よってきたのか、岡本が透の脇わきに立って肩を小突きながら、テストに集中するように言った。

　透は答案の見直しをする振りをしながら、先ほど見ていた夢ゆめのことを考えた。内ない容ようはほとんど忘わすれてしまったが、最後のシーンだけは強きよう烈れつに印象に残っている。胸にめり込むナイフ、そして細い首に食い込む両手。あの場面を思い出すたびに、身体からだの奥おくから小こ刻きざみな震ふるえが湧わき出しそうになる。

　透はもう一度こめかみに手をやって、上から強くぐりぐりと押さえた。夢から目覚めたときの痛いたみはもう消えていたが、今度は透とう視しのせいで側頭部が鈍にぶく疼うずき始めていた。

　ありえない、あってはならない風景、そして出来事──。

　今の平和な毎日が一時的なものでしかないことは十分わかっている。だが気を緩ゆるめていたのも事実だ。もしかしたらこの夢は、そんな透の潜せん在ざい意い識しきが生み出した、何らかの警けい告こくなのかもしれない。終わりというものは突とつ然ぜんにやってくるものなのだ。
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　透は椎しい名な総そう一いち郎ろうと連れ立って地学準じゆん備び室しつに向かった。総一郎とはクラスで一番仲がいい。実はこの生徒もエクスプローラーのエクサー・メンバーの一人で、かなりの情じよう報ほう網もうを持つ男なのだが、人ひと懐なつっこい外見からは全くそうは見えない。

　エクスプローラーとは、探さがしもののやり取りを仲ちゆう介かいする非ひ合ごう法ほうブローカーサイトのことだ。取引に制せい限げんはなく、人から物まで、それこそ賞金首や法に触ふれるようなものまで何でも扱あつかう。

　透と響は捜そう索さくを担たん当とうするエクサー・メンバーの中でも、最上のＳ級にランクされる凄すご腕うでとして名が通っている。総一郎はメンバーになったばかりの新人なのでランクは低い。

　総一郎は薄茶色のカーゴパンツにプリント柄がらのタンクトップ姿で、眠ねむそうに両目をこすりながら歩いている。総一郎も薫に呼び出されたそうだ。

「二日続けて徹てつ夜やはさすがにきついなあ」

「三時間だけでも寝ねとけば楽なのに」

「親おや父じにも成せい績せきが送られるからな。お袋ふくろの立場もあるし仕方ねえよ」

　関東でも指折りの暴ぼう力りよく団だん組そ織しきの一つ、扇せん総そう会かい会長の妾しよう腹ふくという微び妙みような立場にあって、更さらに総一郎の母親が本ほん妻さいと何か因いん縁ねんがあるらしく、息子むすことしてもあまり馬ば鹿かなことは出来ないらしい。




　地学準備室は、更に地じ獄ごくの蒸むし暑さだった。窓まどには分ぶ厚あつい暗あん幕まくがかけられて閉しめ切られているため、空気の循じゆん環かんがなく室温は上じよう昇しようする一方だった。さすがに中に入る気にはなれず、透も総一郎も廊ろう下かに座すわり込んで壁かべに寄よりかかった。廊下の窓から気持ちのよい風が舞まい込んでくる。

　総一郎ほどではないが、透も寝不足なのは同じだった。目を閉とじて頭の中を空っぽにすると、ゆっくりと深しん呼こ吸きゆうをした。気を抜ぬくとそのまま眠りに落ちてしまいそうになる。

──ベシッ!!

「ぐぉおおぉっ」

　いきなり額ひたいに激げき痛つうが走った。額を押おさえながら、苦く悶もんの叫さけびが喉のどの奥から漏もれ出てくる。目の端はしに溜たまった涙なみだを拭いながら何事かと顔を上げると、響が怒おこった顔で見下ろしていた。

　白黒のボーダースキッパーと、背せ中なかまである栗くり色いろの長い髪かみが上う手まくマッチしていて鮮あざやかに浮うき立っている。ロールアップジーンズからは白い素す足あしが覗いており、スリッパ履ばきの足の爪つめには綺き麗れいにピンク色のマニキュアが塗ぬられていた。

「なんつうデコピンだよ。見てる方まで痛くなりそうだ。おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　総一郎が気の毒そうにしながら透の肩かたを揺ゆすった。

　見てたのなら止とめろよと喉まで出かかったが、響を心底恐おそれている総一郎が、透にそんなことを教えるはずがない。

「お前、また何かやったのか？」

「あんた、あたしを騙だますなんていい度ど胸きようじゃないの」

　試験時間中に解かい答とうが間ま違ちがってるとでまかせを言った件けんだろう。

「騙される方が悪いんだよ、馬ば鹿かが」

「ああら、もう一発食らいたいの？」

　傲ごう然ぜんと見下ろす響が異い様ように憎にくたらしくなる。足あし払ばらいでも仕し掛かけてやろうかと思ったが、この体たい勢せいではどう考えてもよけられる。

「……やめとけって」

　無む駄だな抵てい抗こうはするなと総一郎が透を宥なだめた。

　やり場のない怒いかりを持て余あまして、透はつい総一郎のにやけ顔に八つ当たりしたくなった。

「薫ちゃん来たみたいだな」

　総一郎が廊下の先に顎あごをしゃくってみせた。

　薫は女子生徒と一いつ緒しよに地学準備室までやってきた。膝ひざ丈たけの茶色のプリーツスカートに、ノースリーブの白いフリルブラウスが、薫の小柄な体たい格かくに似に合あっていた。

　隣となりを歩く女子生徒の名前は覚えていないが、確たしか薫のクラスメイトで、同じ天文部員だったはずだ。何度か一緒にいるのを見たことがある。よく笑う快かい活かつな生徒で、薫と性せい格かくが合うのだろう。薫もその女子生徒と一緒に笑っているイメージが残っている。

　透は目を細めながら薫を眺ながめていると、その背はい後ごに目が留とまった。

「ん？」

　薫たちの後ろを、なぜかでっぷりと太った猫ねこが歩いていた。性しよう悪わるそうな面つら構がまえの白黒のブチ猫が、のっしのっしと尻しりを振ふりながらこっちに向かっている。思わず響を見上げて、どういうことか目で問い質ただした。

「私もよくわからないのよ。でもあいつ朝からいたわよ。薫と一緒に来たみたいね」

「あっれー、桃ももちんじゃないか」

　総一郎も気がついたみたいで、嬉うれしそうに声を上げた。なぜか総一郎は桃と気が合うらしく、桃と総一郎がやりあっている場面は見たことがない。

「透さん、椎名さん、ごめんなさい、呼び出したりしちゃって」

「ああ、別にいいよ。どうせ今日は帰っても寝るだけだし」

　透は軽く手を振って答えた。

「霧元先せん輩ぱい、椎名先輩、水みな瀬せ先輩、こんにちはー」

「美み幸ゆきちゃん、久ひさし振りだねー、元気してた？」

　総一郎が名前を言ってくれたので助かった。確かそんな名前だったはずだ。

「それより、何でお前がここにいるんだよ」

　透は桃の首根っこを摑つかもうと手を伸のばした。

（最近運動不足だったからな。たまには薫の護ご衛えいも兼かねて、出歩くのもいいだろう）

　桃は透の手から逃のがれるようにしれっとそっぽを向きながら、地学準備室の前まで歩いていった。桃が言葉を理解する猫だと知らない美幸の目には、透がデブ猫に無む視しされたと映うつっているだろう。美幸はくすくすと笑っている。

「あのな、去年の暮くれに出されたお前の依い頼らいは、まだ有ゆう効こうなんだよ。フラフラ出歩いて、他ほかのエクサーに見つかったら、また面めん倒どうなことになるだろうがっ」

　透は足を伸ばして桃の脇わき腹ばらを蹴けっ飛ばそうとしたが、今度も上手く逃にげられてしまった。無性に腹が立つ。寝ね不ぶ足そくに加えて、先ほどのデコピンのせいもあって、どうにも機き嫌げんが悪かった。気がつくと眉み間けんに皺しわが寄っている。暑さだ。全すべてこの暑さが悪いのだ。

「もうっ、透さん、桃ちゃんをいじめないで」

　薫が困こまったというように頰ほおを膨ふくらませると、透を小さく睨にらんだ。

「あの依頼って、まだ生きてたの？　変ね、スポンサーは誰になってるんだろ？」

　響が小首を傾かしげて桃を繁しげ々しげと眺めた。

　菱ひし川かわインダストリーの会長は死んだ。宿しゆく敵てきとも言える霧生きりゆうも今は行方ゆくえ不明だ。薫が監かん禁きんされていたあの研究所は買ばい収しゆうされて、今では真っ当な製せい薬やく会社の研究施し設せつとなっている。考えてみたら響の言う通り少々腑ふに落ちない。

（私は知らんよ）

　周囲から見つめられた桃が、自分のことなのに興きよう味みなさそうに答えた。

「まあ、いいわ。それで薫、用っていうのは何なの？」

「ええと、天文部の合宿のことなんだけど、実は人数が集まらなくて困ってるの。三年生の人は予よ備び校こうが忙いそがしいから無理だって言われて……。宿は人数が集まらないと高くなるし、機材を運ぶ人もいなくて……」

「つまり、それに俺おれたちも参加して欲ほしいってことか？」

　荷物持ちとして働く人手が欲しいということなのだろう。薫は垂たれ気味の眉まゆをいっそう下げて、覗のぞき込むように透の様子を窺うかがっている。薫の隣にいる美幸は、機嫌の悪そうな透に遠えん慮りよしてか、申し訳わけなさそうにしていた。

「八月十二、十三日なんですけど……」

「十二日？」

　一いつ瞬しゆん、何とも言えない思いが透の胸むねの内に湧わき起こったが、すぐに搔かき消えた。

「ちょうどその頃ころに毎年ペルセウス座ざ流星群ぐんが極大夜を迎むかえるんです。一時間に何十個こって見えるんですよ」

　美幸が流星群の綺き麗れいさを滔とう々とうと語り始めた。

「へえ、流れ星かあ」

　響がちょっと興味を惹ひかれたというように呟つぶやくと、すかさず薫が、お願い事をいっぱい用意しとかないとね、などと言って煽あおり始める。少々わざとらし過すぎてあまり成功しているとは言えないが、必死に響を乗せようとしている薫を見ていたら、それに乗るのも別にいいかなという気になってきた。

「どこでやるんだ？　学校？」

「軽かる井い沢ざわですよ」

　透が問うと、薫が嬉しそうに即そく答とうした。

「へえ、本格的だな。でもあそこなら涼すずしいよな」

「夜は寒いくらいだそうです。長なが袖そでの上着がないと辛つらいって由ゆ美み子こ先生が言ってました」

　美幸が天文部の臨りん時じ顧こ問もんの教きよう師しから聞いたという話をしてくれた。

「私がどうかした？」

「あっ、由美子先生」

　タイミングよく薫たちの背後から若わかい女性が現あらわれた。薫たちから話を聞いていたのか、一いち応おう責せき任にん者しやとして合宿勧かん誘ゆうの様子を見にきたらしい。

　佐さ々さ木き由美子はパリッとしたダークグレーのスーツに身を包み、立ち居振る舞まいに隙すきがない。髪かみはセミロングだが、動きやすいように控ひかえめなリボンで一ひと纏まとめにしている。

　透にとっては初めて見る顔だった。今年四月からこの学校で勤きん務むしているそうだが、全校集会などでもその姿すがたを目にした記き憶おくはないので、もしかしたら非ひ常じよう勤きん講こう師しなのかもしれない。その若々しい容よう貌ぼうはまだ学生と言われても全く違い和わ感はない。

「ええと、君たちが合宿に参加してくれる子たち？」

「まだ決めたわけじゃないけど……」

「行きます。俺、絶ぜつ対たい行きますよっ」

　総一郎が透を押おしのけて手を上げた。嬉しそうに鼻の下が伸びているということは、そういうことなのだろう。響が胡う散さん臭くさそうに総一郎を見ていたが、特に何も言い出したりはしない。

「もし来てくれるなら早めに連れん絡らくお願いね。現げん地ちへの移い動どう方法を考えないといけないし」

　電車の切きつ符ぷを買うにしても、学校の予算を使う以上、色々手続きが必要なのだそうだ。

「じゃあ、また後でね」

　由美子はしばらくの間、薫たちと雑ざつ談だんを交かわすと、用事があるからと職しよく員いん室しつに戻もどっていった。

「……嬉しそうじゃない」

　響が、総一郎だけでなく透をもジト目で見み据すえている。

「あんな先生いたんだな。全然知らなかったよ」

「は？　お前何言ってんの？　由美子先生のこと知らないのか？　すっげえ美人だって、みんな話してたろうが」

　そういえば、クラスの男子生徒がそういうことを言っていたような気がしないでもない。

「あーあ、やっぱお前、目がマヒしてんだよ。くそっ、何かムカつくな」

　そう言いながら、総一郎は響と薫にチラッと目を走らせた。

　クラスの他の男子生徒からもよく似にた反はん応のうをされることはあるが、そんなにいいものではないというのが総一郎にはわかっていない。半同どう棲せいといっても、実じつ際さいは召めし使つかいと変わらないのだ。うちのお姫ひめ様さまは、たいそう人使いが荒あらいうえに、恐おそろしく凶きよう暴ぼうなのだ。実じつ態たいがわかれば裸足はだしで逃にげ出す者ばかりだろう。

「えーと、それから透さんと響ちゃんに、もう一つお願いがあるんだけど……」

　十二時を回り、暑さも耐たえられないほどになってきた。そろそろ帰ろうと透が立ち上がったところで、薫がおずおずと切り出した。上うわ目め遣づかいで言いにくそうに言葉を選んでいる。

「なあに？」

　響が怪け訝げんそうに先を促うながした。

　薫は桃をチラッと見て小さく頷うなずいた。桃が薫に何かを伝えたようだが、透には何も聞こえなかった。響も透と同じだったようで、不ふ審しんそうに桃を見ている。

　何だか嫌いやな予感がした。こういうときの悪い予感というのは、外れた例ためしがない。

「実は……この前、怪け我がが治った後に申し込みして、私もエクサーになったの」

　響が渋しぶい表ひよう情じようになって透を見た。透も同じように顰しかめ面つらになっているはずだ。

「それで合宿の費用もあるし、欲ほしいものもあるから仕事を請うけてみようかなって」

「ダメっ」

「だめだ」

　透と響の声が綺麗に重なった。

「え───」

　透と響がろくに話も聞かずに即そく座ざに反対したので、薫は口を尖とがらせて膨ふくれた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと安全なの選ぶから。それに桃ちゃんも協力してくれるって言うし」

　透たちに何の相談もなく、いきなり申しん請せいしているとは思わなかったが、先ほどの桃の不自然な様子からすると、どうやら桃が後ろでけしかけていたに違ちがいない。

「お前、何やってんだよ。薫ちゃんを護ご衛えいするために、一いつ緒しよにいるんだろうが。逆ぎやくに危き険けんな目に遭あわせてどうするんだよ。しかもお前が表に出たら危険度はもっと増ますだろっ!!」

　思わず透は桃に怒ど鳴なっていた。猫ねこに向かってムキになっている透に、美幸は呆あつ気けに取られたように驚おどろいている。

（心配なのはわかるが、いつまでも薫を子ども扱あつかいするのは不当ではないかね。こう見えても薫はしっかりしている。むしろすぐに無む茶ちやをやるお前たちよりはよほど安心だよ）

「よほど安心って……、あんたが私たちの心配なんてしたことないでしょっ」

（心外だな。薫の悲しむ様は見たくないから、お前たちの心配もしてやっていたのに）

「何よ、その言い草はっ」

　響がずれたところに文もん句くをつけたせいで話がそれていく。だが反はん論ろんしようにも、桃の言っていることは、実のところ間違ってはいない。

　それに頭ごなしに反対し続けると、薫が反発して突つっ走らないとも限かぎらない。普ふ段だんは聞き分けもよく気き性しようも穏おだやかな薫だが、ときどき響以上に強ごう引いんに事を進めようとするところがある。あまり強きよう硬こうに反対し続けると、薫を意固地にさせてしまうだけだとわかっているので、透もそれ以上説得の言葉が出てこない。

……くそっ

　ただでさえ暑さで参っているのに、これ以上面めん倒どうなことは考えたくなかった。桃の性悪そうな面つら構がまえを見ていると、急速に不ふ快かい指数が上がっていく。こめかみから頰ほおを伝った汗あせが、顎あごで一いつ旦たん止まってぽたりと床ゆかに滴したたり落ちた。

　透は、このデブ猫を窓まどから放ほうり投げたら、どれくらい気分がスカッとするだろうかと思った。一いつ瞬しゆんその誘ゆう惑わくに囚とらわれそうになる。なぜか残ざん忍にんな気持ちが湧わいてきて、ゆらりと視し界かいが揺ゆれる。こめかみの奥おくが鈍にぶく痛いたんだ。

「まあまあ、落ち着けって。なっ」

　にこやかに笑った総一郎が透の肩かたを強く揺さぶると、みんなの間に割わって入った。

「俺は桃ちんの言うことも、もっともだと思うぜ。エクスプローラーの仕事は、ちゃんと安全そうな案あん件けんを選べば危険はほとんどない。その代わり実入りも少ないけどな」

　総一郎は、薫がエクサーになることについて反対ではないようだ。

「みなさん、凄すごいですね。まるでこの猫の気持ちがわかるみたいに話してるけど……、まさかねえ、ははは」

　美幸が引きつったような乾かわいた笑いで、場の空気を取り繕つくろうように言った。桃は暢のん気きに欠伸あくびをして、背せ筋すじを伸のばしている。

「ちなみに何の仕事を請けるつもりなの？」

　響が薫に聞いた。それを聞いたということは、響は渋しぶ々しぶながら、薫がエクサーになることは認みとめざるを得ないと判はん断だんしたということだった。薫が嬉うれしそうに案件の説明を始めた。

「迷まい子ごになったペットを捜さがす仕事なの」

「迷子のペット？　金きん額がくはいくら？」

「ええと、三万円だったかな」

「それは…………」

　そう言ったきり、響は絶ぜつ句くしている。

……確たしかに安全かもしれない

　さすがにその案件を危険だとは、響も言えないだろう。透も響も最近では非ひ合ごう法ほうで高こう額がくな案件ばかりを狙ねらって請け負っていたから、エクサー稼か業ぎようは危険というイメージが強かったが、本来エクスプローラーに出されている案件というのは、こういう他た愛あいもない探さがし物が大半なのだ。

「依い頼らい者しやにはこれから会うつもりだけど、エクスプローラーの危険判定では最低ランクです」

「そりゃそうだろうな」

　それに薫の能のう力りよくを考えたら、これはうってつけの仕事だった。これ以上反対する理由が見当たらない。それに透や響は薫の保ほ護ご者しやではないのだから、薫の行動を一方的に制せい限げんする権けん利りもない。親離ばなれしていく子を心配する親の気持ちとは、こういうものを指すのだろうか。

「仕方ないかな」

「……仕方ないわね」

「やったあっ」

　薫は飛び上がって喜んでいる。美幸は事じ情じようがわかっていないながらも、薫が喜んでいるので、一緒に嬉しそうに笑っていた。

「だけど薫ちゃん、これだけは覚えといてくれ。この仕事はきれい事だけでは済すまないこともあるんだ。見たくないことや聞きたくないこと、知りたくないことにも触ふれなくちゃならないときがある。単たん純じゆんに人助けをするというような仕事だけじゃない。それはもう目を覆おおいたくなるようなことだってある。その覚かく悟ごだけは持っていないと辛つらいよ」

　響が同意するように静かに頷うなずいた。

　薫にはそんな経けい験けんをさせたくないというのは、やはり過か保護なのだろうか。

「最初のうちはまめに連れん絡らくを入れなさい。危あぶないと思ったらすぐに手を引くこと。前にも言ったけど、何を置いても自分だけは生き残る。これがエクサーの鉄てつ則そくだから。わかった？」

「ありがとう、響ちゃん、透さん。椎名さんも」

「困こまったことがあったら、相談してよ。出来る限かぎりのアドバイスは送るからさ」

　総一郎が先せん輩ぱいエクサーとして応おう援えんするよと薫を励はげました。

「はいっ!!」

　力強く頷く薫を見ていると、透はこれでよかったのかなという気にさせられた。当分は敵てきが襲おそってくる気配もないし、しばらくしたら夏休みだ。小こ遣づかい稼かせぎとしては怪あやしげな仕事だが、下手に悪い遊びを覚えるよりはよほどいいかもしれない。

　透はすっかり心配性な兄あに貴きの気分で、眩まぶしそうに薫の姿すがたに目を細めた。
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　駅のホームで薫たちを見送った後、透たちはマンションに帰った。今朝部屋を出るときにエアコンのタイマーを設せつ定ていしておいたので、室内は快かい適てきな温度に保たもたれていた。

「ひゃー、極ごく楽らくだなー」

　なぜか一いつ緒しよについてきた総一郎が、透のベッドにどっかりと座すわり込んで一息ついた。桃は総一郎の膝ひざの上に飛び乗って丸くなった。

「お前、家帰って寝ねるんじゃなかったのかよ」

「いやさ、よく考えたら、お袋ふくろに捕つかまったら寝てるどころの話じゃねえし、こっちで寝た方が快適だと思ってさ」

「俺も寝るつもりだったんだよ。ったく」

「じゃあ一緒に寝るか？」

「うげっ、気色悪いこというなよ」

「ぶはははははっ。当たり前だっつの。俺だって勘かん弁べんしてくれ」

　透が本気で嫌いやそうに顔を顰しかめると、総一郎は声を上げて爆ばく笑しようした。

「ったく、お前の相手してると疲つかれる」

　透は総一郎を蹴け飛とばすと、ＰＣとテレビのスイッチを入れた。

　桃は薫たちについていくと言っていたのだが、それはみんなの反対にあって諦あきらめたようだ。桃に未いまだに賞金が懸かかっているのは事実だし、薫を危険な目に遭あわせたくないなら、桃はなるべく家でじっとしている方がいいということも自覚しているはずだ。せっかく他の動物を操あやつることが出来るのだから、護ご衛えいはそいつらに命じて任まかせておけばいい。

「ところで水瀬先輩は何してるんだ？」

　総一郎が壁かべを指差して、隣となりの部屋に消えた響について聞いた。

「シャワー浴びてるんじゃないか？」

「マジか？」

　総一郎の目がキラリと光った。総一郎は透に手て招まねきすると、地じ獄ごく耳の響に聞かれないように、携けい帯たいを取り出して素す早ばやく文字を打った。

『どんな様子だ？　細かく教えろ』

　ぷくりと総一郎の鼻の穴あなが膨ふくらんでいる。透は苦く笑しようを堪こらえながら首を振ふった。

「電気消してるから見えねえよ」

「わっ、馬ば鹿かっ」

　総一郎は慌あわてて透の口を塞ふさぎにかかったがもう遅おそい。総一郎は恨うらめしそうに透を睨にらみつけた。響の仕返しが怖こわいようで、おろおろと落ち着きをなくしている。

「それより俺もシャワー浴びるけど、勝手にベッドで寝るんじゃないぞ」

　透はユニットバスで服を脱ぬぐと、温ぬるめのお湯でさっと汗あせを流した。顔面にじっとシャワーのお湯を当ててていると、身体からだの中に溜たまったイライラがすうっと抜ぬけていくようだ。最近妙みように苛いら立だたしい気分になることが多い。暑さだけのせいとは言えないことも自分ではわかっている。

　それは、透とう視しという能のう力りよくを使うことに対して、身体がその負ふ担たんに耐たえ切れなくなっているのではないかという不安だった。以前から能力を駆く使しし過すぎると、激はげしい頭ず痛つうがしたのだが、最近はその頻ひん度どが高くなってきている気がする。

　もし今、この能力が使えなくなったとしたら、透はどうやって生きていけばいいのか、きっと途と方ほうに暮くれてしまうだろう。収しゆう入にゆう源げんはエクスプローラーしかないのだ。透視能力なしで仕事をこなすのはやはり難むずかしい。それくらいこの能力に頼たよったやり方を今までしてきたからだ。

　ふと、響はこんな不安に陥おちいったことはないのだろうかと疑ぎ問もんに思った。響はまだシャワーを浴びているようで、暗くら闇やみのユニットバスから出てこない。途と端たんに側頭部がちりちりと疼うずき出す。いや、響のことだから、たとえどんな状じよう況きように放ほうり込こまれたとしても、逞たくましく独どく力りよくで生き抜いていけるだろう。

……あんたは考え過ぎなのよっ……か

　しばらく前に響に言われた言葉を唐とう突とつに思い出した。最悪の事態を考えて、今から一人で怯おびえているというのも、考えてみれば滑こつ稽けいな話だ。響が知ったらお腹なかを抱かかえて笑い飛ばすだろう。

　透はバスタオルで水分を拭ふき取ると、下着を身に着けてユニットバスを出た。冷れい蔵ぞう庫こから緑茶のペットボトルを取り出すと、そのまま口をつけてラッパ飲みした。汗を流してさっぱりした身体に、冷たいお茶が心ここ地ちよく沁しみ渡わたっていく。

「そういやお前さ、エクサーランクが上がったって言ってなかったか？」

　透は総一郎のために緑茶をコップに注ぎ入れながら聞いた。だが背はい後ごからは返事がない。テレビから流れる音だけが無む機き質しつに響ひびいている。

　眠ねむってしまったのかなと思いながら部屋に戻もどると、総一郎は神しん妙みような面おも持もちでテレビを見つめていた。桃もじっと画面を凝ぎよう視ししている。

「どうした？」

「……ん？　ああ、さんきゅ」

　総一郎はグラスを受け取ると、テレビに顎あごをしゃくった。桃は画面から眼めを離はなさない。

「これがどうかしたか？」

　平日の昼下がりにろくな番組は流れていない。下らないゴシップを嬉うれしそうに追いかけているワイドショーばかりだ。番組内では、したり顔のコメンテーターが、何かの事じ件けんについて警けい察さつの対たい応おうを無む責せき任にんに批ひ判はんしている。いつものことだが、言うだけなら簡かん単たんだ。

　画面右上のテロップに『閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいで一体何が!?　白昼の誘ゆう拐かい劇げき　ワンちゃんはいずこ!?』と表ひよう示じされていた。

「何だこれ？　ペットの誘拐？」

「どっかの有名人のペットが誘拐されたらしい。身みの代しろ金きんは大したことないんだけど、もう払はらっちゃった後だってさ」

「へえ。上う手まいこと考えた奴やつもいるもんだな」

　人ひと質じちに顔を覚えられる心配もないし、外の小屋で飼われていたなら誘拐だってしやすいだろう。使い捨ての架か空くう口こう座ざに振り込ませて、すぐにコンビニで引き出せば足もつきにくい。金きん額がくが小さいなら、警察に届とどけずに払ってしまおうと考える金持ちは多いかもしれない。

「ペットって器物扱あつかいになるから、たとえ誘拐しても窃せつ盗とうにしかならないよな。後は脅きよう迫はくが追加されるくらいか。万一捕つかまっても、子どもを誘拐するよりはずっと刑けいは軽いし……」

　銀行強ごう盗とうをやらかしたり、カラープリンターで偽にせ札さつを作ったりするよりは、得られる利り益えきに対して断だん然ぜんリスクが小さい。

「もしかしたらこれ、振り込め詐さ欺ぎみたいに流は行やるかもな」

　こういう事件は必ず模も倣ほう犯はんが出てくる。そしてより洗せん練れんされた形に進化していく。

「実は最近ペットがいなくなったって話、いくつか聞いててさ。昨日も一人、俺おれに相談に来た奴やつがいて、まあ、そいつにはエクスプローラーを紹しよう介かいしといたんだけど」

「それって……」

　薫のことが頭に浮うかんだ。ペットの誘拐とペットの迷まい子ごという違ちがいはあるが、何やら引っかかるものがある。

「薫ちゃんは関係ねえぞ。俺もまさかと思って聞いてみたんだけど、依い頼らい人は違う名前の奴だったから」

「それを聞いて安心したわ」

　窓まどを開けて響が入ってきた。髪かみはまだ濡ぬれたままで、ほんのりと顔が上気している。響はバスタオルで髪を拭きながら透のベッドに座すわった。

「あの子ってホントにこういうときの運って悪いからね。何でかしらないけど、いっつもおかしなことに巻まき込こまれちゃうのよね」

　響の言葉に透もしみじみと頷うなずいた。

「そんなに心配なら、一いつ緒しよについていけばよかったじゃないですか」

「だって薫がついてこないでって言うんだもん。仕方ないじゃない」

　本当は総一郎の言う通り、付き添そった方が安心出来たのだが、薫が絶ぜつ対たいに来ないでと透と響に言ったのだ。確たしかに保ほ護ご者しや同どう伴はんで仕事を請うけるエクサーなどいやしない。

「とか何とか言って、本当は暑いから早く帰りたかっただけなんじゃないですか？　だって霧元も先せん輩ぱいも、金きん額がくが三万円って聞いた瞬しゆん間かんに思いっきり気を抜ぬいたの、すぐわかりましたよ」

「それはまあ、否ひ定ていしないけどね」

　響は苦く笑しようを返しながら左耳の後ろをポリポリと搔かいた。

　響が髪をかき上げた瞬間に、濡れたうなじの隙すき間まから微かすかに傷きず跡あとが見えた。二か月ほど前に起きた養よう護ご施し設せつに絡からむ事件で、大おお怪け我がをしたときの傷跡だ。響らしい迂う闊かつな怪我の仕方だったが、それでも文字通り一歩間違えば、取り返しがつかなくなる状況だった。あのとき透が抱いだいた焦しよう燥そう感かんは、思い出すだけでも胸むねが苦しくなる。

　あの騒そう動どうのときは薫も酷ひどい怪我をして、先日やっと左ひだり腕うでのギプスが取れたばかりだった。薫のことだからそう無む茶ちやなことはしないとは思うが、何かのきっかけで暴ぼう走そうしないとも限かぎらない。今いま頃ごろちゃんとクライアントと打ち合わせが出来ているだろうかと心配になった。

　さっきは反対したが、やっぱり桃と一緒に行かせた方がよかったのではないかという思いが頭に浮かんだ。

「……あれ？　そういや桃の奴はどこに行った？」

「さっき私が部屋に入るときに入れ違いで出ていったわよ」

　透はざっとマンションの周囲を捜さがしてみたが、桃の姿すがたは見当たらない。

「しょうがねえなあ、あのデブ猫ねこめ」

　あれほど勝手に出歩くなと言っておいたのにと、透はぶつぶつ文もん句くを言った。だがそのうち戻もどってくるだろうと思い、すぐに桃のことは意い識しきから消えた。
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　薫と美幸は天体観かん測そく合宿で必要な品の買い出しのため、天文部の臨りん時じ顧こ問もんである由美子と再ふたたび合流して新しん宿じゆくまで出てきた。透たちとは駅のホームで別れたのだが、その頃には透も響も機き嫌げんは直っており、何とか一安心といったところだった。

　東急ハンズや天体望遠鏡の専せん門もん店などを回って、買い出しは順調に進んだ。首しゆ尾びよく目的のものを揃そろえると、由美子は用事があるからと先に帰っていった。

　薫は美幸に付き合ってもらい、もう一度ハンズに戻って、目をつけていた品を見て回った。

「これなんかいいんじゃない？　霧元先輩こういうの好きそう」

　美幸が精せい巧こうに作られた玩がん具ぐを動かして遊んでいる。確かにこういうカラクリ玩具は好きかもしれない。パソコンを自分で組み立てて作ってしまうくらいなので、もともとこういう工作物が好きなのだと思う。薫はとりあえずそれもキープしておいて、他の品も見て回った。

　透に単車の免めん許きよ証しようを見せてもらったのはつい先日のことだ。そのときに確かく認にんした日付は、ちょうど天文合宿の初日と同じだった。それで、何かプレゼントをしようと思いついたのだ。

　ただ透は自分の誕たん生じよう日びについてあまり話したがらず、最初はそれが不思議だったのだが、響に言われてようやく理り解かいした。透も響も自分の本当の誕生日を知らない。正確に言えば、薫の三月二十六日という自分の誕生日も正しいはずはないのだが、物心ついたときにはこの日に定まっていたので、特に違い和わ感はない。

　だけど透と響は、自分に与あたえられた書類上の誕生日が、ニセモノであることを知っている。そして透は何度も養護施設を脱だつ走そうするなどの問題児だったそうで、ろくに祝ってもらったこともないのではないかと響は言っていた。夏休み中なら学校で祝ってもらったこともないはずだ。

　多分、響の想そう像ぞうは合っているのだと思う。自分の誕生日にいい思い出のない人生ってどんなものだろうかと考えて、薫はとても悲しくなった。透の持つ深い闇やみを垣かい間ま見た気がした。

　薫は、透がときおり見せる、決断に至いたるまでの酷く淡たん白ぱくな瞬間が気になっていた。それはいいように言えば、感かん情じように左右されない類たぐい稀まれなる判はん断だん力りよくとなるし、悪いように言えば、感情を無む視しした冷れい酷こくさということにもなる。

　透の中には、苛か酷こくとも言えるほどに削そぎ落とされてしまった何かがある。多分そうやって切り捨すてなければ、生きていけないような状じよう況きように置かれていたのだと思う。そう思うと、薫が迂闊にその部分に触ふれてしまっていいのかわからなくなる。

　響は養護施設の園長が、頑かたくなだった自分の心を解ほどいてくれたと言っていた。だからこそ響は、あそこまで養護施設に対して拘こだわりを見せたのだし、必死に大切なものを守ろうとした。

　だけど透にはそういう拘りは見当たらない。いつだったか学食で話していたときに、透にそのことを指し摘てきしたことがあったが、薫は自分が傲ごう慢まんだったのではないかと悔くやんだ。これまで幸せに生きてきた分だけ、自分の無む神しん経けいさに鈍どん感かんだったのではないだろうか。透は大切なものがないのではない。捨ててきたのだ。

　今日も地学準じゆん備び室しつの前で話しているときに、恐きよう怖ふで身体からだが竦すくみそうになるほどに、透の意い識しきが負の感情に包まれた瞬間があった。何を考えていたのかまではわからない。出会った当初と比くらべれば最近は随ずい分ぶんと丸くなってきたと響は言っていたが、底の知れない大きな溝みぞが、今でも透の周囲を取り巻まいているのは確かだった。いざとなったとき、他人の命だけでなく自分の命さえも簡かん単たんに切り捨ててしまいそうな危あやうさを感じるときがある。それが心配だった。




　夕方、薫は美幸と別れて、スクウェアガーデンから甲こう州しゆう街かい道どうを渡わたってアルタ口に向かった。依い頼らい人にんと待ち合わせしている喫きつ茶さ店は、店の表側が全面ガラス張ばりになっていて、外から見通せるようになっている。薫はそのビルの向かい側の歩道から、それとなく店内の様子を探さぐった。

　依頼人は女じよ性せいで、目印としてサングラスをかけているとメールにはあった。薫の特とく徴ちようは相手には伝えていない。桃がそうした方がいいと言ったからだ。待ち合わせ場所をここにしたのも、事前に危き険けんな相手か確かめてからにした方がいいと思ったからだ。

　店の一番手前の目立つ席に、サングラスをかけた女性が誰だれかと携けい帯たいで話しながら座すわっていた。あれが依頼人だろうか。周囲には薫に向けられた悪意は感じないし、変な待ち伏ぶせもない。やはり安全な案あん件けんと考えていいと思う。そう判はん断だんして、喫茶店に向かおうとして足が止まった。

「あれ……？」

　女性の服ふく装そうに見覚えがあったのだ。パリッとしたグレーのスーツ。目は大きなサングラスで隠かくされているが、髪かみ型がたといい、つい先ほどまで見ていた輪りん郭かくと酷こく似じしていた。ちょっとした混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいる。

　どうしようか判断に迷まよっていると、突とつ然ぜん背はい後ごから肩かたを叩たたかれた。

「ひゃっ!!」

　文字通り飛び上がる勢いきおいで反転すると、慌あわてて背後の人物から距きよ離りを取った。

　薫の肩を叩いたのは、二十代後半といった感じの人のよさそうな青年だった。敵てき意いは感じない。だけどどこかで見た覚えがある顔だった。

「君がカヲルくんかい？　いやカヲルさん、かな。ごめん、驚おどろかせちゃったかな？」

　薫はぎこちなく頷うなずいた。青年は携帯で誰かと話をしながら、申し訳わけなさそうに頭を搔かいた。

　薫が依頼人の様子を探るためにガラス張りの喫茶店を指定したように、依頼人もやってくるエクサーの様子を探るために、もう一人別の場所に待機させて様子を窺うかがっていたのだ。もちろん依頼に使われた名前は偽ぎ名めいだった。

「こんなに若わかいとは思わなかったよ。うん、今見つけたところだよ」

　後半は電話の相手に言っているようだ。

「ああ、君から見て右手の方。こっちこっち」

　青年は喫茶店の中にいる女性に向かって手を振ふった。薫たちに気がついた中の女性は、青年に手を振り返して、そのまま固まった。女性の口が狼ろう狽ばいしたように素す早ばやく動いた。

「えっ、うちの生徒？　ほんとに？」

　薫も同じように困こまったなと苦く笑しようを返しながら、佐々木由美子に手を振った。目の前の青年は、確たしか透と総一郎の担たん任にんの岡本先生だった。
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　岡本の乗用車で由美子の家に向かう途と中ちゆうに、依頼内ない容ようについてあらかた説明を受けた。

　一昨日の朝、由美子が朝ちよう刊かんを取りに行くと、玄げん関かん先で飼っていたはずの小型の柴しば犬けんがいなくなっていたそうだ。首輪が外れてしまったのではないかと思ったそうだが、リードだけが残されており、首輪は見当たらない。

　何かの偶ぐう然ぜんで逃にげ出したか、誰かの悪戯いたずらでリードが外されたのではないかと考えたようで、その時点ではしばらくすれば戻もどってくるだろうと軽く考えていたそうだ。

　だけど翌よく朝あさになっても戻ってこない。それで心配になった由美子は、どうしたらいいか岡本に相談してみたとのことだった。なぜ岡本なのかという質しつ問もんは野や暮ぼなので敢あえてしない。

　顧こ問もんをしている部の買い出しに付き合う名目があったとはいえ、早めに学校を抜ぬけ出してプライベートな相談事のために同どう僚りようと校外で会っていたのだ。二人がそういう関係なのだと薫が邪じや推すいしても仕方のない状況で、二人は実じつ際さいにそういう関係なのだろう。由美子は助手席でずっと黙だまっていた。困っているのが全身から感じられて、却かえって薫の方が居い心地ごこちが悪かった。

　岡本はただ闇やみ雲くもに捜さがしても見つからないと考えて、事じ情じよう通で有名なクラスの教え子に何かいい案はないか尋たずねてみたところ、エクスプローラーというサイトがあることを教えられた。

　そして早さつ速そく依頼を出したところを、薫と桃が乗ってきたということだった。凄すごい偶ぐう然ぜんのように思えるが、考えてみるとそれほどではない。岡本が総一郎に話を持っていった時点で、結けつ構こうな確かく率りつで遭そう遇ぐうするようになっていた。成功報ほう酬しゆうのみの格かく安やすの案件など、新人以外に誰も請うけようとはしないのだと思う。

「でもどうやって捜すつもりだい？　学校さぼって捜すわけにもいかないだろ？」

　本当に薫なんかに見つけ出せるのかと岡本は疑うたがっている。もちろんそう思うのは無理もない。

「えっと、今日中に見つかればいいんですよね？」

「大した自信だね。それともこういうのには慣なれてるのかい？」

「そういうわけじゃ……、ううん、私に任まかせて下さい。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　薫は胸むねを張って頷いた。

　響が言っていた。仕事を請けるときの鉄てつ則そくとして、依頼人を不安にさせるようなことは絶ぜつ対たいに言ってはいけないらしい。今日が初めてだとか、まだ新人だとか、出来るかどうかわからないとか、そういうことは足元を見られるから言ってはいけないのだそうだ。仮かりにも依頼を請けてお金を貰もらう以上、プロに徹てつしなさいというのが、別れ際ぎわの響のアドバイスだった。

「だけどなあ、請うけ負おい人にんが高校生というのも想定外だけど、まさかうちの学校の生徒だとは思わなかったよ。アルバイトすることには反対しないけど、こういうのはあまり感心しないなあ」

　岡本は真まっ直すぐ前を見み据すえて顔を顰しかめている。

　車は幹かん線せん道路を外れて住じゆう宅たく街がいに入っていき、由美子の家から少し離はなれたところに路ろ駐ちゆうした。閑かん静せいな住宅街で、同じような感じの一戸建ての家が建ち並ならんでいる。

　玄げん関かん先にあるという問題の犬小屋に近づくにつれて、薫は緊きん張ちよう感かんが増ましてくるのが自分でもわかった。

「ここで飼っていたんだけど……」

　由美子が不安そうに薫と犬小屋を交こう互ごに見つめた。

　胸の奥おくがムカムカするような嫌いやな臭におい。明らかに何らかの悪意を持った人間が、この周囲をうろついていた痕こん跡せきが嗅かぎ取れた。その数は二つ。犯はん人にんは二人組みということか。

　その悪意には、どこか楽しんでいるような邪じや悪あくさも含ふくまれていた。子どもが小動物を甚いた振ぶっているかのような無邪気な残ざん酷こくさといった感じだろうか。由美子が飼っていたという犬の、苦く悶もんの悲鳴が聞こえるようだった。

　薫があまりに険けわしい顔で犬小屋をじっと見つめているので、岡本も由美子も声を挟はさめないようでそのまま様子を見守っている。

　三日前の夜から二日前の朝にかけて、ここで柴犬に何かがあったと考えるのが妥だ当とうだった。自力で逃げ出したのではないし、ただの悪戯にしては残されている悪意が強きよう烈れつ過すぎる。

「どう？」

　岡本が由美子の肩かたを支ささえながら聞いた。薫は眉まゆ根ねを寄よせてどう返事をしたらいいか答えに窮きゆうした。まだ確かく実じつではないが、柴犬が無事とはとても思えなかった。

　二日経たっているというのに、今でもこの周囲には邪悪な意思が色濃こく残されている。その中でも特に門柱の横の植え込こみの陰かげから、一段だんと濃い臭いが漂ただよっているのに薫は気がついた。この臭いを発していた者がそこに隠かくれていたのかもしれない。

　確かめてみると、そこには土に塗まみれた茶ちや封ぶう筒とうが落ちていた。その周辺だけ空気の密みつ度どが違ちがう。薫は指し紋もんがつかないように、なるべく端はしの方を摘つまんで拾い上げた。

　怪け訝げんそうな顔でそれを受け取った由美子は、中に入っていたコピー用紙に目を走らせると、みるみる顔面から血の気を失わせていった。

『今日の夕方六時までに五十万円を下記の口こう座ざに振込んで下さい。

　振込み確かく認にん後ご、犬を解かい放ほうします。

　振込みがなされない場合は、考えられるもっとも残ざん虐ぎやくな方法で殺します。

　警けい察さつには知らせないで下さい。


キルト』



　絶望的だった。この脅きよう迫はく文は元々はポストに入れられていたか、玄関に差し挟まれていたはずだ。それが風にでも吹ふかれたのか、何かの拍ひよう子しでこんなところに紛まぎれ落ちてしまったのだろう。封筒の汚よごれ具合からすると、脅迫文にある今日の夕方というのは、二日前の夕方のことだ。とっくに期き限げんは過ぎている。口座番号以外に連れん絡らくが取れるようなものは何も書かれていない。

　由美子の目にあっという間に涙なみだが溜たまって、そのままこぼれ落ちた。

「深み芳よしさん助けて、お願い。あの子きっと生きてるから、お願いっ」

　由美子の悲ひ痛つうな叫さけびに薫の胸が締しめつけられる。何とかしてあげたいが、もう手て遅おくれではないかという思いが頭を掠かすめる。

　だけど薫がやらなければならないのは、慰なぐさめることではない。柴しば犬けんを見つけ出すことだ。その先に最悪の結果が待っていようとも、依い頼らいを請けた者としてそこまで導みちびかなくてはならない。

　薫は表まで出て、臭いの流れを確たしかめた。道路に膝ひざをついて周囲を窺うかがう。意外なことに、車が使われた形けい跡せきは感じられない。車のトランクのような密みつ閉ぺい空間に閉とじ込こめられたのではなく、開放された状じよう態たいで移い動どうしている。そして歩いたわけではなく、引き摺ずられたような感じでもない。犯人は、リアカーか台車、もしかしたら自転車に乗せて運んだのではないか、そんな感じだった。行き先は意外と近いのかもしれない。薫はその臭いの跡あとを慎しん重ちように追い始めた。

　空を見上げると、三羽のカラスが弧こを描えがきながら舞まっていた。透たちと駅のホームで別れてからずっとついてきてくれているのだ。

……まだしばらくお願いね

　薫の思いが聞こえたのか、その中の一羽が甲かん高だかい声で一声鳴いた。




　それを見つけたのは、由美子の家から僅わずかに五百メートルほど離れただけの、小さな神社の境けい内だいだった。

　百メートル手前からその臭いに気がついて、薫は本当に泣きたくなった。一歩一歩近づくたびに、胃がひっくり返るような悪あく臭しゆうに襲おそわれて、意い識しき的に嗅きゆう覚かくを遮しや断だんしたくらいだ。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　顔色が悪いよ」

　一いつ緒しよについてきた岡本が、薫の様子がおかしいことに気がついて声をかけた。由美子は家で薫たちの連絡を待っている。薫が由美子はついてこない方がいいと言うと、当然由美子は自分も行くと反対したが、岡本が何かを察したようで、薫に同意したのだ。

　薫は由美子から渡わたされた柴犬の写真をもう一度眺ながめた。由美子が大学に入学した頃ころに一緒に撮とったものだろう。尻尾しつぽを跳はね上げて嬉うれしそうに由美子にじゃれついている、赤い首輪をした小型の柴犬の姿すがたが愛らしかった。全身が金色に近い茶色で、引き締しまった精せい悍かんな表ひよう情じようは、小こ柄がらながら逞たくましさを感じさせている。

「多分ここだと思います」

　小ぢんまりとした神社の境内は、夕暮ぐれにとけ込んで薄うす暗ぐらく雰ふん囲い気きが悪かった。住宅街の真ん中にある神社のわりに、あまり手入れがなされていないのか、本ほん殿でんの裏うら側がわは雑ざつ草そうが生おい茂しげっていて見通しが悪い。藪やぶ蚊かが多数飛び回っており、次々と薫の太ももや二の腕うでを狙ねらってくる。

　もう場所はわかっていた。拝はい殿でんの床ゆか下したから大量の腐ふ敗はいした血の臭いが、強きよう烈れつに境内を覆おおっている。岡本も気がついたようで、表情を険けわしくさせた。

「彼女は連れてこなくて正解だったな……」

　岡本は溜め息混まじりにそう呟つぶやいた。どこかに高床の床下に潜もぐり込める場所があるはずだが、さすがに足が進まない。薫が躊躇ためらって拝殿の前で立ち竦すくんでいると、岡本はゆっくりと拝殿の周りを歩いていった。

　薫は意を決すると、岡本とは反対側から拝殿の周囲を確かめていく。そしてもっとも臭いのきつい場所で、羽目板が外されているのを発見した。

　破やぶれた板とともに、柴犬の首が濁にごった白目で宙ちゆうを睨にらみつけながら転がっていた。茶ちや褐かつ色しよくの汚よごれに塗まみれているが、毛色は金に近い明るい茶色だった。

　ブンブンと周囲を飛び交かうクロバエが激はげしく鬱うつ陶とうしい。嫌いやで嫌で堪たまらなかったが、確認しなくてはならない。それが薫の仕事だった。

──きれい事だけでは済すまないことだってあるんだ

　今さらながらに、透の言葉が身に沁しみる。単たん純じゆんに人の役に立てる仕事と考えていた部分もあったが、そう甘あまいものではないのだ。

　破れた羽目板の奥おくを覗のぞき込んで、それに気がついた瞬しゆん間かん、それが何なのか理解する前に、薫は境内の脇わきに走っていって、しこたま胃の中のものを吐はき出した。胃が痙けい攣れんする苦しさに涙を流しながら、全身の震ふるえを押おさえようと両腕を抱だき締める。だけど目に焼きついたその光景を思い出すたびに、条じよう件けん反はん射しやでえずいた。

……どうしてっっ!!

　胃い液えきとともに、心の叫びを吐き出した。なぜこんな残ざん虐ぎやくなことが出来るのか、薫は理解出来ない。理解しようとも思わない。

　これほどまでの悪意はそう感じたことはなかった。しかもこの犯はん人にんは、犯行を楽しんでいる。薫は自分の意識までが侵しん食しよくされていくようで、嫌けん悪お感とともに得体の知れない恐おそろしさも感じた。本音を言えば、一いつ刻こくも早くこの場から立ち去りたかった。

　とてつもない嫌悪と言い知れぬ恐きよう怖ふ、そして深い悲しみが薫の胸むねの内を渦うず巻まいていく。

　その後、薫たちは遺い体たいを集めて神社の境内の片かた隅すみに埋まい葬そうした。岡本が自分一人でやると言ったのだが薫も手伝った。何度も吐いたし、手も服も汚れた。身体からだと服に染しみついた臭いは当分落ちそうもなかった。こんなとき自分の能力が恨うらめしい。

　薫は残されていた赤い首輪を何度も手水ちようず舎しやで洗あらった。こびりついた血の臭いは消えなかったが、普ふ通つうの人間には感知出来ないレベルにまで落とせればいい。

　だけど由美子に何て伝えればいいのかわからなかった。透や響なら、こんなときどう言うのだろう。




　日も暮れかけて、そろそろ由美子の家に戻もどろうとしたところで、岡本がその疑ぎ問もんを口にした。

「ところで君は、どうしてここだと思ったんだい？」

　岡本の表情が強こわ張ばっていた。薫が柴犬の居い場ば所しよをあっさりと見つけ出したことで、岡本は疑うたがいを持ったのだろう。しばらく前から、薫に対してどこか不ふ審しんを抱いだいているようなそういう臭いがしていたから、いずれ聞かれるだろうと思っていた。柴犬の居場所は犯人しか知りえない情じよう報ほうではないのか、そういう疑いだった。

「いくつかの推すい理りです」

　薫は考えていた言い訳わけを口にした。

「あの脅きよう迫はく文で犯人はキルトって名乗ってましたよね。あれって、結けつ構こう有名な少年漫まん画がの敵かたき役の名前なんです。最近映えい画が化もされました。だからもしかしたら犯人は子どもなのかなって。もし子どもなら移い動どうは徒歩とか自転車とか、そんな手しゆ段だんになりますよね。だからどこか人目の付かない場所に匿かくまっているなら、近くじゃないかなって思ったんです。携けい帯たいでこの辺りの地図を調べたら近くに神社がありました」

「なるほど」

　岡本は小さく頷うなずくと、一いち応おうは納なつ得とくをしたような顔をした。だけど疑いが完全に晴れたわけではないようで、薫に対して緊きん張ちようを解とくまでには至いたっていない。

（なかなかいい推理だな。言い訳としても理に適かなっているぞ）

　突とつ然ぜん薫の頭にその声が響ひびいてきたかと思ったら、岡本と薫の間に小さな生き物が割わり込んだ。

「えっ？　桃ちゃんっ!?」

（話は後だ）

　どうして桃がここにいるのかわからない。だけど桃は全身の毛を逆さか立だてながら、威い嚇かくの声を上げて周囲を窺うかがっている。

（気をつけろっ、近くに敵がいるぞ）

「えっ？」

　薫は慌あわてて周囲を見回した。急に緊張感が増ましてくる。薫の敵と言ったら、霧生のことが真っ先に頭に浮うかんだ。だけど霧生の臭いはこの周辺では感じられない。

（薫を追わせていたカラスの一羽が連れん絡らくしてきたのだ。薫のすぐ傍そばに危険な者がいると）

「危険な者？」

　もしカラスが桃に伝えた危険な相手というのが岡本ではないのなら、どこかに別の危険な者が潜ひそんでいた、もしくは今も潜んでいるかもしれないということだった。

　薫はもう一度境けい内だいの中を見回した。だけど薫は透や響と違ちがって、隠かくれている相手を見つけ出す能のう力りよくはない。もし今、悪わる巧だくみをした者が虎こ視し眈たん々たんと薫に狙ねらいをつけていたとしても、近づいてこないと薫には感知出来ない。

「ここ、出た方がいいよね」

　人気のない神社の境内にいるよりは、路上にいた方が、いざというときに対たい処しよしやすい。

　薫は岡本を促うながすと、鳥居をくぐって境内を出た。濃のう密みつだった死し臭しゆうが薄うすまって、薫はほんの僅わずか一息ついた。だけど気を抜ぬくのはまだ早い。

「深芳さんっ、岡本先生っ」

　由美子が通りの向こうから走り寄よってきた。その手に封ふう筒とうを握にぎり締しめて、血相を変えている。

「こ、これがポストにっ」

　封筒の中のコピー用紙には、『柴しば犬けんを神社に解かい放ほうした』とだけ書かれていた。無事にとは書かれていないところに、激しく悪意を感じる。

　切手と消印からすると、昨日の午後に投とう函かんされたもののようだ。その時点で既すでに柴犬は生きていなかったはずだ。

　薫はコピー用紙を受け取ると、付着している臭いを確たしかめた。

……うん、間違いない

　この周囲にもその臭いが残されていた。由美子の家の玄げん関かんに残されていた臭いとも一いつ致ちする。

　由美子はしきりに神社に向かおうとするのだが、岡本がそれを宥なだめて行かせまいとしていた。ようやく由美子はその岡本の態度が何を意味するのか悟さとったようだ。由美子が大きく目を見開いて動きを止めると、岡本は無言のまま首を左右に振ふった。

　空と道路が同じ濃こい紫むらさき色いろに沈しずみ、周囲から次し第だいに色が消えていく。

　由美子は口元を押さえると、嗚お咽えつを漏もらし始めた。信じたくない現げん実じつを前に、耐たえ切れないほどの悲しみが、由美子の全身から伝わってくる。薫もその悲しみにシンクロしてしまい、一いつ緒しよになって涙なみだが溢あふれ出た。

……なぜ？　どうして？

　そういうやり場のない悲しみが、閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいにとけ出していく。

　薫が柴犬の赤い首輪を由美子にそっと手て渡わたすと、由美子は薫を抱だき締しめて、とうとう声を上げて泣き始めた。薫にはどうすることも出来なかった。

　薫のしたことが役に立ったのかもわからない。薫が請うけたエクサーとしての初めての依い頼らいは、こうして幕まくを閉とじた。




　　　　§６




「うん、わかった。じゃあ、薫ちゃんも気をつけて」

　電話を切ると、総一郎は何があったのか説明しろと透に促うながした。薫との会話を聞いていた響は、じっと何かを考え込こむように床ゆかを見つめている。

　薫の初仕事は、透たちの予想とは違って過か酷こくなものとなったようだ。薫にその覚かく悟ごが出来ていたとは思えない。いきなり手て痛いたい洗せん礼れいを浴びたも同然だった。

「ショック受けただろうな」

　透から話を聞いた総一郎がぼそりと呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あの子はそんなに弱くないから。ちゃんと立ち直るわよ」

「……そうだな」

　何だかんだ言って、薫は精せい神しん的にしっかりしている。自分が何をするべきか、きちんと答えを見つけることが出来る。だから透もその心配はあまりしていない。ただ薫の出す答えについては、非ひ常じように気になった。

「その案件、どう思う？」

　薫の説明では、現場に残された臭いから、異い様ようなものを感じたそうだ。響もそこが気になったのだろう。

「……嫌いやな感じがするな」

　色々な意味で、これ以上かかわり合いになりたくない案件ということだ。

「嫌な感じって、ペット誘ゆう拐かいの犯はん人にんがか？」

「それはもちろんだけど、何よりも薫ちゃんの暴ぼう走そうが怖こわい」

　結けつ構こう思い詰つめるタイプなので、依頼されてもいないのに犯人を捕つかまえなくてはと思い込むのではないかという気がした。そして時間さえかければ、薫の能力なら犯人を突つきとめることは可か能のうなのだ。たとえそれがどんなに危き険けんな相手であろうとも──。

「そういやお前さ、最近ペット誘拐についての相談を受けたって言ってなかったか？」

「誘拐かどうかは知らんけど、急にいなくなったって話はいくつか聞いてる。実は岡やんにエクスプローラーを紹しよう介かいしたのも俺おれなんだ」

「なんだ、やっぱりお前か。ったく、何でそんなこと……」

「紹介したっつってもエクスプローラーの名前を教えただけでさ、まさか偽ぎ名めいまで使ってすぐに依頼するなんて思わなかったからさ」

「迂う闊かつな奴やつねー。仕事がやりにくくなったらどうするのよ」

「す、すみません」

　総一郎はでかい身体からだを精せい一いつ杯ぱい縮ちぢこまらせて、響に頭を下げている。

「まあいいだろ。どうせしばらくは仕事するつもりないし、岡本がやばい依頼を出すとも思えないから」

　エクサー・メンバーでなければ、自分が依頼した案件以外は目にすることはないので、新参のオーディナリー・メンバーでは、非ひ合ごう法ほうな案件を多く扱あつかうサイトだとはわからないはずだ。透たちが大人しくしていれば発覚する心配はそれほどない。

「それよりその犯人、薫の分ぶん析せきでは複ふく数すうの人間がやってるんでしょ？　他ほかにも結けつ構こうやってそうじゃない？　昼間、テレビでも似たようなのやってたし」

「今後は類るい似じ犯はんが出てくると思うけど、今までの分は同一犯の可能性せいはあるな」

　犯人からの要求額がくがいくらだったのかは聞いていないが、恐おそらく警けい察さつには通つう報ほうせずに払はらってしまおうと考えるギリギリのラインだろう。

　家人に気づかれずに犬を連れ去っている点や、要求が吞のまれなかった時点で躊ちゆう躇ちよなく殺してしまった点など、やり口はかなり事じ務む的で洗練されているように思える。

　ただ二日後に犬の死し骸がいを発見させるように連れん絡らくしてきた点は、単に実じつ益えきを求めてのことだけではないものを感じさせた。真夏のこの暑さの中で、丸二日も放ほうっておかれた死骸がどうなるのかは、少し考えれば誰だれにでもわかることだ。犯人は敢あえてその姿すがたを飼い主に見せようとしたのだ。底知れぬ悪意が感じ取れる。

「あんた、エクスプローラーの依頼、保ほ存ぞんしてるんでしょ。ちょっと一いち覧らんにして見せてよ」

「へいへい」

　ＰＣのモニタをビシッと指差して命令する響に、透はデータベースを呼よび出だすと、適てき当とうにフィルタ条じよう件けんを入力して、依頼の一覧を表ひよう示じさせた。思いのほか、検けん索さくヒット数が跳はね上がる。

　響が透の右みぎ肩かた越ごしに、総一郎が左肩越しに身を乗り出してモニタを覗のぞき込こんだ。

「何よ、これ？」

　そこには、犬や猫ねこだけではなく猿さるや亀かめ、イグアナ、インコ、ヘビなどまでが、迷まい子ごの捜そう索さく依頼で溢れていた。以前と比くらべて格かく段だんに増ふえている。

「おいおい、どう考えても変だぞ、これ」

　総一郎も驚おどろきの声を上げている。

「いつの間にこんなことになってたんだ？」

　ここにある案件は、どれも依い頼らい金額が低いこともあって透と響の目に触ふれなかったのだ。

　調べてみると、先月の中なか頃ごろから急に案件が増えていた。杉すぎ並なみ区く、中なか野の区、世せ田た谷がや区を中心に、首都圏けん全体に広こう範はん囲いにわたって依頼が出されている。

「多分これ、もう警察が動いてるわね」

　ただの迷子にしては数が多過すぎる。先々月と比べて十倍という依頼件けん数すうを考えれば、人じん為い的な何かが行われていると考えた方が自然だった。

「それにちょっとまずいな……。さっきのワイドショーのせいで、模も倣ほう犯はんも増えてくる」

「薫ちゃんがこれを知ったら……」

「桃が上う手まく宥なだめてくれればいいけど、そうじゃなかったら、きっと走り出すわね」

　透の不安を煽あおるように響も顰しかめ面つらで頷うなずいた。既すでに薫は昨夜の時点でこれらの依頼に目を通しているはずなのだ。

「……何か面めん倒どうなことになりそうだな」

「何でだよ、正式に依頼も出てるんだし、協力してやればいいじゃん」

　渋じゆう面めんで唸うなる透に、総一郎が意外そうに言った。

「まあそれはそうなんだけど……」

　透は歯切れの悪い返事をしただけで、どうするか判はん断だんに迷まよった。右上の響を見上げると、響も同様に渋しぶい表ひよう情じようで首を捻ひねっている。

　どうにも嫌な感じがしてたまらなかった。特に根こん拠きよはない。ただ、言葉に出来ない言い知れぬ胸むな騒さわぎがして、この案件にかかわるのを躊躇ためらわせていた。

「はっはーん、本当は霧元も先せん輩ぱいも、この暑い中を動くのが嫌なだけなんでしょ？」

「あんた嫌な奴やつねー」

　珍めずらしく総一郎が嫌味な口調で透と響を見下ろした。少し怒おこっているようにも見える。だがそれでも透も響も、即そく断だん出来ずにいた。何かが頭に引っかかる。そしてその何かはわからない。
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　薫はうつ伏ぶせにしていた身体からだを反転させて天てん井じようを見上げた。天井にはアンドロメダ銀ぎん河がの想そう像ぞう図ずが描えがかれたポスターが貼はられている。

　夕食も食べずに自分の部屋のベッドに寝ね転ころがったまま、薫は今日の出来事に胸むねを痛いためていた。もっと上手く出来たのではないかという気がして、無む性しようにやり切れない思いだった。

「……私がしたのって、余よ計けいなことだったのかな……」

（そんなことはない。薫は頼たのまれたことをしただけだ。堂々と胸を張はっていればいい）

　すぐ横で丸くなっていた桃が、薫の呟つぶやきに反はん応のうして薫の肩に前足をぽんと置いて言った。
















（薫、気にするな。こんなことで落ち込んでいたら、エクサーなどとても務まらないぞ）

「そうだけど……」

　薫がもたらしたのは最悪の結果だけで、役に立てたという実感はどこにもない。薫は由美子を元気づけることすら出来なかった。

（それはあの岡本という男の役目だろう。薫の仕事ではない）

「でもやっぱり落ち込んじゃうよー。由美子先生が悲しんでるのは本当だもん」

　薫は再ふたたびうつ伏せになると、枕まくらに顔を埋うずめた。響ならこういうときどうするのだろうか。透ならどうやって折り合いをつけるのだろう。

（薫、そんなんでは響には勝てないぞ）

「むうっ、そうかな？」

　薫は枕から顔を上げて首だけ桃の方に曲げた。

　桃にエクサーになりたいという相談をしたとき、桃はまず最初に薫にその理由を問い質ただした。

　理由は色々あった。能のう力りよくを生かして人の役に立ちたいとか、望遠鏡が欲ほしいからお金が必要だとか、透と響に子ども扱あつかいして欲しくないとか、ぱっと考えつくだけでもこれだけあった。何となくなりたいといった曖あい昧まいなものでは決してない。

　でも一番の理由は、響には色々な意味で負けたくないということだった。一方的に守られるだけの存そん在ざいでいたくなかった。響や透をも支ささえてあげられる存在でいたい。薫はいつまでもあの二人の妹ではいたくなかった。一人前の人間として、そして対等の女として見て欲しかった。

　その気持ちを正直に答えたところ、最初こそ反対していた桃だったが、最終的には応おう援えんしてくれるようになったのだ。

（薫、焦あせってはだめだ。何でも自分の思い通りに出来ると思ってはいけない。響だってほとんどのことは何も出来ないのだ。だけど自分がやるべきことに関しては妥だ協きようしない。その辺りは本当に徹てつ底ていしている。それは透も同じだ）

「そうなんだ……」

　桃にそう言われると、自分は欲よく張ばり過ぎなのかなと思えてきた。薫は桃の前足を手にとってそっと握にぎった。薫よりも少しだけ高い体温が、胸に暖あたたかく伝わってくる。

（薫に出来ることと出来ないこと、薫がするべきことと手を出すべきではないこと、まずはそれらを正しく判断することが大切なのだ。その判断なくして闇やみ雲くもに反省しても意味はない）

「そっかな？」

（そういう意味では、あの馬ば鹿か二人はしっかりと自分を持っている。いきなりあそこまで割わり切るというのは難むずかしいかもしれないが、薫は薫なりにこれからその答えを見つけていけばいい。今すぐにあの二人に追いつくのは無理だ。経けい験けんが違ちがうのだから）

　心配しなくても、そうやって高い意い識しきを保たもち続けていれば、いずれ追いつけるだろうと桃は言った。結局、薫は薫らしく一歩一歩前に進んでいけばいいということだった。

「……うん、そうだね。明日からまた頑がん張ばるよ。ありがと、桃ちゃん」

　薫はベッドから起き上がると、桃を胸に抱だきかかえて、そのままぎゅっと抱きしめた。ふかふかの毛が薫の頰ほおをくすぐる。

（ふむ。元気が出たようだな）

　桃は気持ちよさそうに喉のどをゴロゴロと鳴らした。




「ところで桃ちゃん、どうしてあのとき私の居い場ば所しよがわかったの？」

　薫は疑ぎ問もんに思っていたことを聞いた。桃はどうやって神社にいる薫のことを知ったのか。

（カラスが知らせに来てくれたのだと言ったはずだが）

「ううん、そうじゃなくて。透さんのマンションから駆かけつけたにしては早過ぎるから、元々近くにいたのかなって」

（ああ、そのことか。いや、テレビで見ていて、ちょっと気になったのでな）

　桃はテレビで流れていた有名人のペット誘ゆう拐かい事じ件けんについて話してくれた。

（薫が請うけた依い頼らい人の場所もその近くだったし、それに、私がかつて住んでいた場所からも近かったのだよ）

「そっか……そういえばそうだったね」

　桃は中野駅の近くの家庭で飼われていたはずだ。薫は以前に桃の居場所を捜さがして、透や響とあの周辺を歩き回ったことを思い出した。

　結局あのときは桃は見つからなかったが、桃の処しよ遇ぐうを巡めぐって透とケンカしたのだ。それも今となっては懐なつかしい。そしてあの廃はいビルの地下で別の猫ねこを発見して、動物病院に連れていった。その猫は桃にとってとても大切な存在だったはずだ。

「じゃあ、みぅちゃん……も一いつ緒しよにいたの？」

（……そうだ）

　頭に直ちよく接せつ伝わってくる桃の声が、若じやつ干かん沈しずんだように感じられた。深い悲しみの残ざん響きようのようなものがさわさわと波なみ寄よせてくる。

（かつての兄弟や近所の仲間たちのことも気になったのでな。様子を見にいったのだよ）

　桃の話では、桃の兄弟はみぅの他に四、五匹ひきいたはずだが、生まれてすぐにどこかに貰もらわれていったそうだ。その頃ころは桃も今のように物心がついていたわけではないので、ほとんど覚えていないらしい。

「みぅちゃんって兄妹きようだいだったんだ。恋こい人びとかと思ってた」

（妹というより姉のようだったと言った方が正せい確かくだな……この話はいいだろう。あまり気持ちのいいものでもない）

「あっ、うん、ごめん」

　桃は薫の手からするりと抜ぬけ出すと、話は打ち切りとばかりに大きく伸のびをした。心なしか空気が重くなった。

（……薫は……この事じ件けんを調べるつもりか？）

「えっ？　どうだろう……」

　犯はん人にんはもちろん捕つかまえたい。だけど危き険けんな相手だというのも理り解かいしていた。あれだけの残ざん虐ぎやくな思念はそう感じたことはない。今は犬や猫などがその対象だが、それが人に対しても向けられるようになったら、ただ事では済すまなくなる。

（この事件は続きがあるぞ。きっとこれだけでは終わらない）

　それは薫も感じていた。

「……やっぱり誰かが止めないといけないよね」

　それが薫の役やく割わりなのだろうか。薫の手に負える相手だろうか。

（ただ、ちょっと引っかかるのだ。特に根こん拠きよはないのだが、しきりに胸むな騒さわぎがする）

　かつての仲間たちに会いに行ったのはいいが、その無事を確かく認にん出来なかった仲間もいたそうだ。野の良らとはいえ、どれもまだ若わかい犬や猫で、事じ故こや病死の可か能のう性せいは低いという。桃は、もしかしたらペット誘拐と何か関連があるのではないかと疑うたがっているようだった。

　だけど首を突つっ込むのを躊躇ためらわせるその嫌いやな予感というのが、桃を悩なやませているのだろう。

（それに透たちの言う通り、私はあまり出歩かない方がいい）

　桃はまるで自分に言い聞かせているようだった。本当は自分で何とかしたいのだろう。その思いが桃の身体からだから伝わってくる。

「桃ちゃん……」

　薫が迷まよったのはほんの一いつ瞬しゆんだった。

「桃ちゃんっ、決めたっ。私、犯人を捕まえるっ。そうすれば桃ちゃんが気になってることも何かわかるかもしれないんでしょ？」

　薫は桃の力になりたいと思った。理由などそれだけで十分だった。

（薫……危険かもしれないぞ？）

「もうっ、桃ちゃんまで私を子ども扱あつかいするの？」

（そうではないが……）

　そう答えながら、それでも桃は逡しゆん巡じゆんしている。

「大だい丈じよう夫ぶ、いざとなったらすぐに逃にげ出すから。エクサーの鉄てつ則そくは生き残ることだもんね」

（……わかった。薫、頼たのむとしよう）

「うんっ。よろしくねっ！」

　そう言って薫は、桃と堅かたく握あく手しゆした。きっと透と響には大反対されるだろうなと思いながら、薫はどうやって二人を説得するか考え始めた。







　Interlude







　白いゆったりとした布ぬのが血で赤く染そまっていた。この作業を行うとき、彼は民族衣い装しようのそれを必ず身に纏まとう。彼にとってこれは神しん聖せいな儀ぎ式しきだった。

　ガラス玉のような虚うつろな目で、表ひよう情じように何の感情らしきものも出さずに、淡たん々たんと小さな手しゆ術じゆつ用ようのナイフと大型のハサミを操あやつっている。先ほどまで愛らしく彼の手をぺろぺろと舐なめていた子犬は、彼の手の下で、もはや物言わぬただの肉にく塊かいと化していた。

　彼は飽あきていた。約一か月前に彼らがそれを始めてから、既すでに三桁けたに近い数の作業を行ってきた。指し示じされたターゲット以外にも、野良犬や野良猫ねこを捕まえては、手当たり次し第だいに解体した。むせ返る血の臭におい、すえた排はい泄せつ物の臭い、吐はき気を催もよおす内ない臓ぞうの臭い、そういった解体処しよ理りにまつわる諸もろ々もろの臭いにも慣なれてしまった。

　最初の内こそ興こう奮ふんもしたし、罪ざい悪あく感や背はい徳とく感がそれを更さらに増ぞう幅ふくさせた。だけどそれも毎日のように繰くり返されると、段だん々だんと感覚が麻ま痺ひしてくる。

　そして作業が形式化していくにつれて、本来の儀式の意味は薄うすれていく。彼の昏くらい情熱も醒さめていく。それは堕だ落らくの始まりなのだ。

　彼は飽きていた。慣れというのは恐おそろしい。そろそろ動物以外にも目を向けるべきだった。つまり人間で遊びたい。

　そんな折のこと──。昨日、神社で目にした少女とそのペットらしき太った猫が、彼の目に焼きついた。まるで人の言葉を解かいすかのように主人に付き従したがう猫。そして頼たよりなさそうにしていながらも、強い意い志しを秘ひめた目が印象的だった少女。

　彼はそのとき、依い頼らいの本当の目的を悟さとった。彼に指示を送ってくる者は、きっとこの猫を捕ほ獲かくしたいのだと──。ターゲットにされた数多くのよく似にたブチ猫の存そん在ざいが、それを証しよう明めいしている。今までの全すべての指示は、きっとあの猫と少女のためにあったに違ちがいない。

　だが本国と違い、この国では死はそうありふれたものではない。適てき当とうに獲え物ものを攫さらってきて秘ひ密みつ裏りに弄もてあそぶわけにはいかない。あの少女と太った猫は妙みように警けい戒かい心が強く、後をつけることが出来なかった。というより、近づくことすら出来なかった。

　なぜこうも抑おさえ切れない衝しよう動どうが湧わき立つのか、彼は考えるのを止やめた。歪ゆがんだ欲よく望ぼうに理由など要いらない。彼女の中身が見たい。出来るのか出来ないのか、それが大事なのだ。

……解体したい

　そう強く思った。今まさに彼は、己おのれの内に昏い情熱がたぎり始めたのを感じていた。生きたままあの猫と少女を切り裂さいて、隠かくされたものを顕あらわにしたいと思った。もしかしたらそこには、他ほかとは違う何かがあるかもしれない。新しい世界がそこには拓ひらけているかもしれないのだ。







　第二章　演えん出しゆつを装よそおった本音
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　いつもはガヤガヤと騒さわがしい食堂も、テスト明け初日のクソ暑い昼休みともなると、みんなどこか気が抜ぬけたように元気がなかった。響ひびきも総そう一いち郎ろうもだらけきったように、長なが机づくえに覆おおい被かぶさっている。いつもと変わらないのは薫かおるだけで、胸むな元もとがスクエアカットされたプルオーバーブラウスに膝ひざ丈たけの白のスカートが、目にも涼すずしそうだった。華きや奢しやな手足は全然日焼けしていなくて抜けるように白い。

「何であんたがここにいるのよ」

　透とおるの隣となりに座すわっている響が、ドスの利きいた不ふ機き嫌げんそうな声で向かいの椅い子すを見下ろした。響は白のカリブパンツにドット柄がらの黒のキャミソールという格かつ好こうで、胸元の白いリボンが涼やかだ。

　椅子の上には太った白黒のブチ猫が、性しよう悪わるそうな顔で丸くなっていた。周囲の生徒が餌えさをやろうと手を伸のばしたりしているが、桃ももは愛あい想そを振ふりまくわけでもなく見向きもしない。

　返事をしない桃に苛いら立だった響が、桃の寝ねそべる椅子をガンッと蹴け飛とばした。

──シャーッ

　すかさず桃は毛を逆さか立だてて響に牙きばを剝むいた。薫が桃の背せ中なかを撫なでつけて懸けん命めいに宥なだめている。

「おい、そこのデブ猫、昨日俺おれが言ったこと、理り解かい出来なかったのか？」

　透も桃の行動が気に入らなかった。昨日も突とつ然ぜん透の部屋から姿すがたを消したと思ったら、薫の元に駆かけつけていたというのだから呆あきれるばかりだ。危き機き感が欠けつ如じよしているとしか思えない。そしてそれはもちろん桃だけではない。

「あ、あの、ごめんなさい。私が一いつ緒しよに来てって、お願いしたんです」

……やっぱりか……

　透は響と顔を見合わせて、内心やれやれと溜ため息いきをついた。

（薫は謝あやまる必要などない）

「そうだ。お前が断ことわれば問題ないんだよ」

　透もジーンズを穿はいた足を伸ばして、桃が乗っている椅子を強く蹴飛ばした。椅子はそのまま後ろに派は手でな音を立てて倒たおれた。桃は長机に飛び上がって、その場に腰こしを下ろす。

「あのね、桃ちゃんとも相談したんだけど、昨日の件けんの犯はん人にんを捜さがそうと思うの。ダメかな？」

　予想していたとはいえ、実じつ際さいに薫がそのように言い出すと、透も響も表情が渋しぶるのを止められなかった。

　薫の表情に迷まよいは見て取れない。もう既に答えを出してしまっているように思えた。そうなると、薫の意思を引っくり返すには、説得の言葉を慎しん重ちように選ばなくてはならない。頭ごなしに押おさえつけたのでは、以前のように暴ぼう走そうしてしまう。

「薫ちゃんさ、俺たち、何も薫ちゃんのことを軽く考えてるわけじゃなくてさ、どうも嫌いやな感じがして仕方ないんだよ」

「私も透と同じよ。こういう胸騒ぎがするときって、動かない方が正解なことが多いの」

「でも……」

「犯人捜しは警察に任せて、薫ちゃんは薫ちゃんにしか出来ないことをやればいいんだよ」

「で、でも……」

「それに犯人捜しの依い頼らいが出されているわけじゃないでしょ。お金にもならないのに、わざわざ危き険けんに首を突つっ込こむのは、自分だけじゃなくて、周りにも迷めい惑わくがかかるの。わかる？」

　思わず透はずっこけそうになった。恐おそろしく説得力のない台詞せりふに、総一郎も呆あきれているのか、ぽかんと口を開けて響を見上げた。当の響は、自分が変なことを言ったという自覚はないようで、透が響の脇わき腹ばらを突つついても、怪け訝げんそうに首を傾かしげただけだ。

（やれやれ。薫、相談するだけ無む駄だだ。この臆おく病びよう者ものたちは、犯人が怖こわいのだそうだ）

「そんなこと言ってないでしょ。嫌な感じがするって言っただけよっ」

（ふんっ、同じことだと思うがね）

　桃は馬ば鹿かにしたように荒あら々あらしく鼻息を吐はき出すと、そっぽを向いた。

「だいたい、何であんたは薫をけしかけるようなこと言うのよっ。薫を護ご衛えいするのが役目でしょっ。薫は自分の身を守ることが出来ないのよ。いざとなったときどうするつもりっ？」

……あっ、こらっ

　透は慌あわてて響の肩かたを引っ張ぱって止めに入ったが、薫がぐっと口元を引き締しめた後だった。

「私は大だい丈じよう夫ぶですっ」

　以前、透が響と対立したときに、似たようなことを言ったことがあったが、今度は薫も黙だまってはいなかった。垂たれ気味なはずの目め尻じりがキリリと吊つり上がっている。

　薫を子ども扱あつかいするようなことは言わないと決めていたのに、桃の雑ぞう言ごんに反はん応のうして、つい口が滑すべってしまったのだろう。響はしまったという表ひよう情じようで俯うつむいた。

（薫、どうせこの者たちは、今回の犯人捜しには役に立たないのだ。臆病者の言うことなど無む視しして、我われ々われだけで調ちよう査さを開始した方がいいのではないか？）

「うーん、そうだよね。犯人がどんな相手かわからないと、音が聞こえても無意味だし……」

　薫は小首を傾げて顎あごに手をやりながら、桃に頷うなずき返した。

「むっ、薫ー、それはどういう意味かなー？」

　響は口調こそ怒おこっていなかったが、僅わずかばかり声が低くなっている。

『馬鹿っ、お前が挑ちよう発はつに乗ってどうするんだよっ』

　透が響の耳元に顔を寄よせて小声で諫いさめていると、なぜか薫はむっとしたような表情を見せた。

「どうせ響ちゃんの能のう力りよくじゃ、今回は役に立たないって言ったのっ」

　とても薫の口から発せられたとは思えないような辛しん辣らつな台詞だった。突然の豹ひよう変へん振りに何が起こっているのか透にも状じよう況きようが摑つかめない。

「ちょっと薫、それは聞き捨ずてならないわね」

「響ちゃんはクーラーの利きいた部屋でゆっくり休んでていいよ」

「薫……」

　響の声に明らかに怒いかりが混まじった。薫は一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだように表情を強こわ張ばらせたが、すぐに負けじと響を見返した。桃は薫の前で、今にも響に飛びかからんばかりに身み構がまえている。

　既すでに響は頭に血が上っている状じよう態たいで、透が宥なだめても聞く耳を持とうとしない。

「おいっ、お前からも止めてくれ」

　透は総一郎に仲ちゆう裁さいに入るように言ったが、総一郎はいつものようににやけた顔のまま、机つくえに覆おおい被かぶさって成り行きを眺ながめている。

　響と薫はお互たがいに一歩も引かない構えで、睨にらみ合いを続けている。この二人がこんなふうに険悪になるのは珍めずらしい。というよりも、初めて見たような気がする。

「なあ、本当は薫ちゃんも危あぶない相手だって気づいてるんだろ？　というか、気づいてないわけないよな。それくらいの勘かんすら働かないんならエクサーは務つとまらないし」

　透が薫を宥めようと間に割わって入ったが、意外なところから横よこ槍やりが入った。
















「えーと、それは俺には務まらないってことかあ？　俺は別にヤバい感じはしないけどなあ。危険だって口では言ってるけど、本当は楽したいだけなんじゃねえ？　フォローしなきゃならないことが起きたら面めん倒どうだなとか思ってんだろ？」

「あんたは黙だまってなさいっ!!」

　響がぴしゃりと撥はねつけるように総一郎に言った。だけどいつもならそこで怯おびえたように引き下がるはずの総一郎が、なぜかしつこく食い下がって、長机に身を乗り出した。

「だいたい霧きり元もとも水みな瀬せ先せん輩ぱいも何でそう薫ちゃんに厳きびしいんだ？　認みとめてやればいいじゃん」

　不ふ快かいな汗あせが、透のこめかみから頰ほおをねっとりと伝っていく。

「なんなら俺が犯はん人にん捜さがしを手伝おうか？　どうせこの二人は役立たずなんだし、よく考えてみれば俺の方が適てき任にんだよな」

「お前、何言ってんだ？」

　状況が摑めていないのか、総一郎はまるで火に油を注ぐように、薫をけしかけて響と透を挑ちよう発はつした。いや、もしかして空気を読めていないのは、透の方なのだろうか。半はん袖そでのブルゾンの内側に熱気が籠こもって、全身の熱が上じよう昇しようする。暑さに茹ゆで上がった頭では、まともな思考が出来ていないのかもしれない。

「何だあ？　俺に出し抜ぬかれるのがそんなに心配か？　Ｓ級の癖くせにだらしねえな。あー、そうか、Ｓ級だからか。Ｃ級の俺に出し抜かれたら立つ瀬せがねえもんな」

　いつもにやけ顔で緊きん張ちよう感かんの欠片かけらも見せない総一郎が、醜しゆう悪あくに表情を歪ゆがめて透と響をねめつけていた。言いがかりとも言えるその物言いに、透もむっとなって、つい口調がきつくなる。

「Ｓ級とかＣ級とか、そんなこと問題にしてねーだろ？　お前、急にどうしたんだ？　ちょっとおかしいぞ」

「別にどうもしてねーよ。お前らの態度が鼻についただけさ」

　そう言って総一郎はシャツをバタバタと引っ張って胸むな元もとに風を送り込んだ。本当に腹はらを立てているようで、こめかみに青あお筋すじが浮うかんでいる。

　総一郎の言うように、そんなに透たちの態度は反感を買うようなものだったろうか。確たしかに薫がこの件けんに首を突っ込むことで厄やつ介かいごとが起きるのは避さけたいと思っていたが、薫の身を心配しているのも事実だ。わざわざ総一郎に批ひ判はんされるようなことでもない。

……くそっ

　透は頰を伝う汗を袖口で拭ぬぐった。不快指数は極きよく限げんまで高まっている。総一郎が何をカリカリしてるのか知らないが、八つ当たりされる方の身にもなってくれと言いたかった。

「たく、少しは冷静になれよな……」

「冷静？　お前さ、その上から人を見下ろす癖、止やめた方がいいぜ。そうやって人を分ぶん析せきしてわかったような気になるの、相手からしたらすげー不ふ愉ゆ快かいなんだよ。それともあれか？　エスパーだからって優ゆう越えつ感に浸ひたってんのか？」

　すかさず総一郎が嚙かみついた。これには透もカチンときたが、今は何を言ってもお互い不快な思いをするだけだろうと思いとどまった。透がむっつりと押し黙っていると、総一郎はちらりと桃を一いち瞥べつして再ふたたび口を開いた。

「前から気になってたけど、お前っていつもそうやって余よ裕ゆうぶってるよな。本当はただの小心者の癖にさ。時々その仮か面めんを引き剝はがして取り乱みだすところが見たいって思うんだけど、これは俺が僻ひがんでるだけかな？」

　さすがにここまで言われて黙っていられるほど、透も穏おだやかな性せい格かくはしていなかった。

「ああ、そうだよ。男の嫉しつ妬とはみっともないからほどほどにしとけよ」

　透と響のいる側と、薫と総一郎が座すわっている側との間で、バチバチと見えない火花が散っていた。どうしてこんなことになったのか。なぜかその場にいる全員がカッカしていた。

　ただでさえ暑さで苛いら立だっているところへ、この馬ば鹿かげた意地の張り合いのせいで、周囲よりもこの近辺だけ明らかに温度が数度ばかり上昇していた。

　だけど実に下らない馬鹿げたものであっても、引くに引けない意地もある。

（このような対立は本意ではないが、我われ々われは引くつもりはない。そんなに薫のことが心配なら、要はお前たちで犯はん人にんを先に捕つかまえてしまえばいいのではないか？）

「だから何でそうなるのよ……」

「なあに？　響ちゃん自信ないの？」

　幾いく分ぶん頭が冷えたのか呆あきれたように言った響に、すかさず薫が余計な一言で挑ちよう発はつを続ける。

「ダメダメ、本当のこと言ったら可哀かわい想そうだろ。負けたらどうしようって心配してるんだよ」

「あっ、そうかー」

　総一郎が冗じよう談だんっぽく言うと、薫は大きく頷うなずいた。そして二人はくすくすと笑い合う。

「ちょっと、いい加か減げんにしなさいよ……」

　響の声が一段だんと低くなった。ピリピリした空気が辺りを包み、二人ともピタリと口を噤つぐんだ。

「そこまで言うなら、相手になってあげるわよ。なるべく穏やかに諦あきらめさせようと思ってたけど、こうなったら容よう赦しやしないわ」

　一語一語、区切るようにゆっくりと言う響は、感情を抑おさえている分だけ不気味で、本気で怒おこっているようだった。

「の、望むところよ。響ちゃんには、絶ぜつ対たいに負けないんだからっ」

　気け圧おされまいとしているのか、薫は懸けん命めいに意識を奮ふるい立たせるように言った。その両りよう拳こぶしはきつく握にぎり締しめられている。

「で、お前はどうするんだ？　相変わらず自分さえよければどうでもいいってか？」

　総一郎はいつものにやけ顔に戻もどっていたが、今は反へ吐どが出そうなほどに醜悪に見えた。

「……お前さ、さっきの台詞せりふ、あれ本心か？」

　あんなふうに見られていたとは透も心外だった。誤ご解かいするにもほどがある。激はげしく不愉快だった。

「……二度とその舐なめた口を利きけないようにしてやる」

「よし、決まりだな」

　総一郎は立ち上がった。薫も一いつ緒しよに席を立つ。もう予よ鈴れいはとっくに鳴り終わっている。学食内には数えるほどの生徒しか残っていない。

「こっちの方が能のう力りよくのバランスは取れてるんだ。何でもお前らの思い通りになると思うなよ」

　そう言って総一郎は不ふ敵てきに笑った。だが今度は醜悪な笑えみではなく、どこかこの状じよう況きように満足しているとでもいうような、悪戯いたずら小こ僧ぞうの顔に見えた。

　総一郎と薫が学食を出ていくと、透は椅い子すの背せもたれに全身を預あずけて、どっと疲つかれたように大きく息を吐はき出した。

「くそっ、何なんだ、一体」

　全身べとつく汗あせに塗まみれて、透は今すぐにシャワーを浴びたかった。

……なぜ、こんなことになってしまったのだろう

　どこから狂くるったのだろうか。気がついたらこんなことになっていた。やはり頭がどうかしていた。暑さだ。暑さのせいに違ちがいない。ＰＣだって、温度が上がり過ぎると誤作動を引き起こす。ヒートアップする周囲につられて、透も一緒に熱暴ぼう走そうしてしまったようだった。

「でも負けられないわね」

「ああ」

　天てん井じようの向こうは、雲一つない灼しやく熱ねつの空が広がっていた。今日は夕立すら来そうにない。地球温おん暖だん化かは、透たちのささやかな平和をも脅おびやかそうとしている。
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　エクスプローラーに出されていたペット捜そう索さくの依い頼らいはかなりの数に上ったが、透たちが一番怪あやしいと感じた案あん件けんは、昨日未明に出されたものだ。中型のシェパードがいなくなったらしい。

「臭におうわね」

　なぜこの案件を選んだかといえば、依頼の出された時じ刻こくが昨日の早朝というのがまず一つ。場所が世せ田た谷がや区くだという点が二つ目。それからいなくなった犬というのがシェパードであるという点も大きい。

　まだ依頼人から話を聞いていないので断だん言げんは出来ないが、夜明け前という中ちゆう途と半はん端ぱな時間に依頼をしてきたという不自然さから、失しつ踪そうではなく誘ゆう拐かいであると確かく信しんがあっての依頼だと見当をつけた。恐おそらく飼っていた犬に何かが起きたのを知って、すぐに依頼を出したのではないだろうか。事件発生が昨日未明なら、ワイドショーで報ほう道どうされる前なので模も倣ほう犯はんの可か能のう性せいも低い。対象のペットが帰き属ぞく意い識しきの強いシェパードというのも、失踪の可か能のう性せいを下げている。

　透がコンタクトを取ると、早さつ速そく依頼人と会うことになった。透は響を単車の後ろに乗せて、依頼人の自じ宅たくに向かった。場所は田でん園えん都市線の桜さくら新しん町まち駅近くの高級住宅街だ。

　依頼者の自宅で出で迎むかえてくれたのは、三十歳さい前後の夫ふう婦ふと幼おさない娘むすめだった。夫おつとは高校生にしか見えないはずの透と響に対して、特に怪け訝げんそうな目を向けることもなく、応おう接せつ室しつに案内した。

「脅きよう迫はく状じようはありましたか？」

　透の問いに、夫婦は揃そろって力なく首を振ふった。娘はそんな両親の様子に、目に涙なみだを溜ためてべそを搔かき始める。

　一昨日の深夜、物音がしたので庭を覗のぞくと、庭で飼っていたシェパードを運び出す人ひと影かげに気がついたそうだ。すぐさま夫が窓まどを開けて大声で怒ど鳴なったところ、人影は慌あわてて逃にげ出したのだが、夫は追いかけるまではしなかったそうだ。妻つまが必死で引き止めたらしい。

「うん、それで正解ね」

　響が大きく頷うなずいた。最近は窃せつ盗とう犯はんも武ぶ装そうして凶きよう悪あく化かしていることが多い。下手に刺し激げきして危き害がいを加えられたら、ただでは済すまない。

　それですぐに警けい察さつに通報したそうだが、盗とられたものは何もない。犬だけが連れ去られており、現げん場ば検けん証しようでも特に何も手て掛がかりは残っていなかったそうだ。

　断言は出来ないが、話を聞いた限かぎりでは、複ふく数すうの人影を見たという点や、ペットだけを狙ねらっていった点など薫から聞いた話と被かぶるところがあった。同どう一いつ犯はんの可能性は高い。

　だが状じよう況きようはあまり芳かんばしくない。もし透が犯人だったなら、もうこの家には接せつ触しよくしない。姿すがたも見られているし、夫婦が警察を呼よんでしまった以上、リスクは負いたくないはずだ。ここは放置して次の標的に移うつった方がいいと考えるだろう。シェパードの命運は犯人の気分次し第だいだが、命を弄もてあそぶのが趣しゆ味みのような相手では、楽観的な予よ測そくは出来ないと言わざるを得ない。

　次の案件に行った方がいいと判断して立ち上がったときだった。部屋の片かた隅すみに備そなえつけられていた電話が軽かろやかに鳴り響ひびいた。失礼しますと断ことわって妻が電話に出た。

「ちょっと待ってっ」

　響は立ち上がった透を制せい止しして電話を凝ぎよう視しした。妻は目を大きく開くと、透たちと夫を交こう互ごに見て耳に当てた子機を指差した。透は素す早ばやく駆かけ寄よって、親機のスピーカーボタンを押おした。

『──おいっ、聞いてるのか？　五百万を今すぐ振り込こめ。口こう座ざ番号は──』

　神しん経けい質しつそうな癇かんに障さわる男の声が、スピーカーから漏もれてくる。

「透っ!!」

　響が叫さけんで、真まっ直すぐ一方向を指差しながら玄げん関かんに向かって走り出した。響の意図を悟さとった透は、夫と妻になるべく電話を引き延のばすように言って、響の後を追った。




　響は門柱の前の道路に飛び出して、膝ひざをついてじっと耳を澄すましていた。そして腕うで時計に目を落として秒数を計っている。透は邪じや魔まにならないように息を止めて響を見守った。すぐ近くで電話をかけてきた相手の声を摑つかんだのだろう。

「三秒と少し。この方角に、約千二百メートルよ」

　音の遅ち延えんから距きよ離りを割わり出したのだろう。響は駅前方面を指差した。意外と近くにいる。

「足は？」

「エンジン音は聞こえないっ」

　相手が室内にいるか、もしくは徒歩なら、夫婦が時間を稼かせいでいる間に追いつけるかもしれない。透は単車のエンジンをかけると、響が飛び乗ってくるのを待って一気に発進させた。

　閑かん静せいな住宅街なので、あっという間に駅前に辿たどり着いた。一いつ旦たん単車を停とめて、響の指差す方向を確たしかめる。そこにはオフィスビルや雑ざつ居きよビルに囲まれて、小こ綺ぎ麗れいな軽量鉄てつ骨こつマンションがあった。日中は出で払はらっているようでほとんど人はいない。

　そんななか一階の角部屋に、大学生らしき太った男が、苛いら立だたしげに携けい帯たいで話していた。眼鏡めがねの奥おくの濁にごった瞳ひとみが、鈍にぶく光るモニタを眺ながめながら、挙動不ふ審しんに細かく動いている。

　透はゆっくりと単車を走らせ、マンションの裏うら手てに停めた。響が後ろから飛び降おりた。

「さて、どうするか？」

　周囲に犬の姿は見当たらない。どこか別の場所に監かん禁きんしているはずだが、響も犬の気配は感じないという。既すでに処しよ分ぶんしてしまった可能性もあったが、それは直接犯人に聞けばいい。どうせ相手は警察には通報出来ないのだ。多少荒あらっぽい真ま似ねをしても構かまわない。

　透は単車のナンバーを外してリュックに放ほうり込むと、中から帽ぼう子しとサングラスを取り出した。

「それじゃあ、行こっか」

「ああ」

　幸いなことに、今のところこのマンションにはこの男だん性せいしかいない。駅前は賑にぎやかだが、通りを二本奥に入っただけで、すでに人気はなくなっている。少々物音がしても大だい丈じよう夫ぶなのは確かく認にん済ずみだった。透と響は革かわ手て袋ぶくろをはめると、マンションの入り口をくぐった。




　散々響が脅おどしをかけたにもかかわらず、太った青年は泣きながら許ゆるして下さいと叫ぶばかりで、仲間の居い場ば所しよは吐かなかった。どうやら本当に知らないらしい。というよりもこの太った青年は、犬を連れ去った犯はん人にんでもなかった。

　この青年はコンビニでのバイト帰りに偶ぐう然ぜん犯行現場に通りかかって、何者かが依頼人の家からぐったりとした犬を連れ去る場面を目もく撃げきしたそうで、気になったのでこっそりその後をつけたということだった。

　つまり、犬がまだ戻もどっていないのをいいことに、便乗で脅きよう迫はく行こう為いを行ったということだった。さすがに呆あきれて物が言えない。

　犯人は自転車の前カゴに犬を乗せて移い動どうしていったらしい。ただし深夜でかなり離はなれてついていったので、顔は見ていないとのことだった。

「バッグに押し込んで自転車のカゴで運うん搬ぱんねえ……」

　中型のシェパード犬ならかなりの大きさだし、体重だって十キロを超こえてくるだろう。

「何だか噓うそ臭くさいわねー」

「ほ、ほんとうなんですぅ」

　二人組みの犯人は砧きぬた公園まで自転車で移動すると、犬を入れたバッグを置き去りにしていったそうだ。あの夫ふう婦ふに目撃されたのと、警けい察さつを呼ばれてしまった時点で脅迫は諦あきらめたらしい。

「砧公園に置き去りつったってかなり広いだろ。どこだよ」

「池です」

「は？」

　響は怪け訝げんそうに聞き返すと、すぐに表ひよう情じようを険けわしくさせて唸うなった。

　太った青年の話では、犯人はバッグの口から犬の頭だけを出した状じよう態たいでファスナーを閉しめると、そのまま池に向かって放り投げたらしい。

　その衝しよう撃げきでぐったりしていた犬も正気に戻ったのか、甲かん高だかい鳴き声を上げたそうだ。最初こそ水に浮ういていたものの、バッグに水が滲にじむにつれて沈しずみ始めたようで、犬は盛さかんに暴あばれたが、その状態ではどうしようもなかったそうだ。

　犯人の一人はそれを見ながらゲラゲラ笑っていたそうだが、バッグが完全に沈んだのを見み届とどけると、何でもなかったかのように、その場を立ち去ったらしい。

　あのときの犬の悲鳴は、今でも耳に残っていると、太った青年は全身の脂し肪ぼうを震ふるえさせた。

「ほんと、可哀かわい想そうでしたよ……」

　そう青年がしょんぼりした様子で呟つぶやくと、即そく座ざに響が青年の顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。青年は鼻から血を噴ふき出しながら後方に倒たおれ込んで、積み上げられた雑ざつ誌しや単行本の山を崩ほう壊かいさせた。

「何が可哀想よっ」

　よほど腹はらが立ったのだろう。更さらに響は男に馬乗りになると、ナイフの柄つかで何度も殴なぐりつけた。敢あえて透もそれを止めはしない。

　しばらく放っておいたのだが、透がそれに気がついたのと、響が立ち上がったのが同時だった。太った青年は、許ゆるして下さいと泣きながら呻うめいている。

「嗅かぎつかれたかな」

「そうみたいね」

　いつの間にかマンションの前に、隙すきのない身のこなしの若わかい男がやってきていた。真まっ直すぐにこの部屋を見ている。

　透たちは急いで太った青年を窓まどから連れ出して、マンションの敷しき地ちを出た。

　どうやら他ほかにもこの場所を割り出した者がいたらしい。考えられるとしたら他のエクサーだった。公開案あん件けんは早い者勝ちだ。エクサー同士で直ちよく接せつやりあうことはご法はつ度とだが、獲え物ものの争そう奪だつ戦はよくあることであり、任務達成の一番の障しよう害がいは、実は他のエクサーたちなのだ。

　競争相手のエクサーをいかにして出し抜ぬくか、それがこの仕事の本ほん質しつかもしれない。そういう意味では、薫や総一郎は能のう力りよくこそ優ゆう秀しゆうであるものの、圧あつ倒とう的に経けい験けん不足だった。あの二人がそれに気がついていなければ、格かくの違ちがいを見せつけるのは、それほど難むずかしいことではないかもしれない。
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　薫と総一郎、桃は学校を早そう退たいすると、中なか野の区役所に行ってきた。昨日薫が依頼を請うけた地ち域いきを管かん轄かつしている役所だ。そこでの情じよう報ほうは大したものはなかったけど、隣となりの区でも同じような事件が起きているらしいことを聞かされて、足を伸のばしてみることにした。

「桃ちゃん、苦しくない？」

（大だい丈じよう夫ぶだ）

　桃は総一郎が背せ負おうリュックの中にいた。さすがに建物の中に桃を連れていくと注意されてしまうので仕方ない。

「次はどこですか？」

「公園緑地管理課ってところだってさ」

　総一郎が案内板を見て、場所を確たしかめながら答えた。

（やれやれ、お役所仕事の融ゆう通ずうが利きかないっていうのは本当なのだな）

「全くだよなー。一箇か所しよで対たい応おうしてくれればいいのに、何でこいつらって横の連れん携けいが出来ないんだろ。ほんとヤクザと同じだよ」

　先に訪おとずれた区役所でも同じだったし、ここでもそうだった。縄なわ張ばり意い識しきが強過すぎて、協力し合うという意識はないらしい。自分たちさえよければいいという、目先のことしか見えない視し野やの狭せまさもヤクザと同じだと、総一郎はぶつぶつと文もん句くを言っている。

　総一郎の親は、有名な暴ぼう力りよく団だんの組長をしているそうなので、きっと色々と感じるところがあるのだと思う。

　開け放たれたままのドアからフロアに足を踏ふみ入れると、先ほど電話してアポを取った担たん当とう者しやが、薫たちを見つけて会議室に案内してくれた。

（無む駄だに人が余あまっている証しよう拠こだな）

　桃の言う通り、仕事は暇ひまなのか待たされることもなかった。

　土木課と清せい掃そう局で話した内ない容ようを、総一郎がここでも繰くり返した。今日何度目のことだろうか。都道で見つかった死し骸がい、区道の死骸、公園の死骸、それぞれで処しよ理りする管かん轄かつが違うそうで、さすがに薫も呆あきれてしまった。無む駄だを省くという考えはないらしく、それがとても不思議だった。

　対応した若い男だん性せい職しよく員いんは、学校祭で発表する研究レポートのために、色々と話を聞いて回っているのだという総一郎の説明に、素す直なおに感心していた。

「犬いぬ猫ねこの死骸ねえ。ちょうどよかった。ちょっと待っててよ」

　ちょうどいいとは何なのか、薫は気になったが、総一郎も桃も口に出さないので黙だまっていた。

「うん、確かに増ふえてるよ。普ふ段だんは月に二、三件程てい度どなのに、今月は既すでに八件だね。いや、今朝も見つかったから九件か」

　職員は薄うすいファイルを手に戻もどってきた。まだ月半ばなのにその件数は異い常じようと言っていい。

「それに、これはちょっと言い難いんだけど、死体の状態がね、結けつ構こう酷ひどいらしくてさ。事故なんかじゃなくて誰だれかがやってるんだろうね。気味が悪いなって上司と話してたところなんだ」

（やはりな。何か起きているとは思っていたが……）

　薫は神社で見つけた柴しば犬けんの姿すがたを思い出した。赤黒いあれが鮮せん明めいに蘇よみがえって、そのときの臭においまで鼻の奥おくに感じたような気がしてしまう。必死に忘わすれようとしたけど、一いつ旦たん脳のう裏りに浮うかぶとなかなか消えてくれない。

　見つかったのは公園や神社など、不特定多数が出入りする場所で、かつ人目につかない場所ばかりだった。この分だと、見つかっていないものも多数ありそうだった。

「でも警けい察さつの方でも調べてるみたいだしね。犯はん人にんがいるなら捕つかまえて欲ほしいよ、全く」

「警察？」

　総一郎が聞き返した。

「そうだよ。昨日刑けい事じさんが君たちと全く同じこと聞いてきたんだよ。君たちにちょうどいいって言ったのは、そのときにこのファイルを作ったからさ」

　死骸の見つかった日付と場所、死骸の状じよう況きようをまとめたレポートをその刑事に頼たのまれたそうだ。

「その刑事さんは他ほかにどんな話をしてましたか？」

「そうだなあ……、最初に起きたのはどこかっていうのは気にしてたかな」

　薫は改めてレポートの一番頭の部分を見直してみた。

「全く嫌いやな世の中だよね。何なら警察署しよに行って刑事さんに詳くわしく話を聞いてきたらどうだい？　教えてくれるかどうかはわかんないけどね」

　職員はレポート用紙にクリップでとめられていた一枚まいの名めい刺しを指差した。

「へえ、刑事って名刺配るんだ？」

　総一郎が変なところで感心してる。

　薫たちは丁てい重ちように礼を言って区役所を後にした。




　薫と総一郎の能力からすれば情報はいくらでも手に入るが、その中からどれが重要な情報なのか、それを嗅かぎ分ける判はん断だん力はまだ持ち合わせていない。そしてその情報から適てき切せつな答えを導みちびき出すノウハウもなかった。薫自身は今まで結構な修しゆ羅ら場ばを経験してきたつもりだったけど、判断力という肝かん心じんの部分をいつも透や響に頼たよっていたことを思い知らされた。

　だけどそれを嘆なげいていたのでは、いつまでたってもあの二人には追いつけないし、認みとめてももらえない。

「私は出来るだけ現げん場ばに残された臭いを分ぶん析せきすればいいんだよね」

「俺おれはそれを元に情報を集めるから、後は桃ちんがそれを元に判断してくれよ。トラブったときは俺も戦えるように武ぶ器きも用意してあるし」

（わかった。私もいざというときに備そなえて動物も待機させておこう）

　そういうわけで桃がこのチームのリーダーだった。薫も総一郎も率そつ先せんして引っ張ぱっていくタイプではないので、桃がその役目を引き受けたのは無ぶ難なんなところだと思う。

（あの馬ば鹿かたちには負けてられないからな）

「ああ、ぜってー負けねー」

　桃も総一郎も闘とう志しをメラメラと燃もやしている。

　あのとき、響は本気で怒おこっていたし、透はまだ半信半はん疑ぎでいたが、それでも最後の方はかなり不ふ機き嫌げんだった。どう考えても薫も総一郎も言い過すぎだったが、あのときはあれはあれで仕方なかったと思っている。とにかく今薫に出来ることは、全力を尽つくすだけだった。このまま負けたのでは全すべてが水すい泡ほうに帰してしまう。

　具体的には、まずは他に被ひ害がいにあった動物の洗あらい出しから始めることにした。手口からして、この事じ件けんは単発のものではなく、押おさえ切れない衝しよう動どうに突つき動かされた常じよう習しゆう的てきな犯はん罪ざいだというのが、薫たちの考えが一いつ致ちするところだった。

「それで、一番最初の場所ってのはどこなんだ？」

「一か月前に砧公園です。他にも何件も見つかってます」

　総一郎の問いに、薫はレポート用紙を確かく認にんしながら答えた。

（ふむ。もしかしたら犯人の家が近いのかも知れんな。よし、ではそこに向かおう。上う手まくいけばあいつらを出し抜ぬけるかもしれない）

　薫たちはタクシーを拾うと、砧公園に向かった。
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　公園の西口で単車から降おりた途と端たん、透は大おお粒つぶの汗あせが噴ふき出して眩暈めまいがしそうになった。

　かつてのゴルフ場跡あと地ちを利用したという砧公園は、芝生しばふの綺き麗れいな緑地が広がっている。アスファルトの照り返しがない分、少しだけ酷こく暑しよが和やわらいだような気もするが、多分気のせいだ。そこかしこでアブラゼミが発はつ狂きようしそうな勢いきおいでがなり立てている。

　タクシーで移い動どうしてきた響たちと合流すると、太った青年に案内させながら犬が沈しずんでいるという池に向かった。ボコボコに顔が腫はれ上がった太った青年に、行き交かう人たちは皆みな一様にぎょっとした表情を見せたが、トラブルを恐おそれてか何も言ってこない。

　池は、公園西側のバードサンクチュアリと呼よばれる、柵さくで囲まれた野鳥の保ほ護ご区く域いきにあった。問題のバッグは、水みず際ぎわから十メートルほどのところに沈んでいるのが確認出来た。水深は大したことなさそうだが、それでもバッグに閉とじ込められた犬が溺おぼれ死ぬには十分の深さだった。

「あー、あんた、もう帰っていいわよ」

「へっ？　いいんですか？」

「おいっ」

　透が何で帰すのだと文もん句くを言おうとしたが、響はそれを片かた手てで封ふうじて、太った青年に早く行けと手で追い払はらった。

「ただし、あっちの出口から帰りなさい。ほら、さあ、今すぐっ」

　響が小声で怒ど鳴なりつけると、太った青年は一目散に駆かけ出した。

　透が無言で理由の説明を求めると、響は今しがた透たちがやってきた方を指差した。

「さっきの奴やつよ」

　林の向こうを覗のぞくと、マンション前で見かけた若わかい男が歩いていた。

「つけられたのか？」

「見える範はん囲いにはいなかったはずだけどね」

　響が感知しなかったのならそれは確たしかだろう。隙すきのない身のこなしの男が、あの青年を追っていたのは確かなようだったし、帰したのは妥だ当とうなところだ。だが大きな問題が残っている。

　透と響は柵を乗り越こえて、淀よどんだ池の畔ほとりまで歩いていった。

「で、あれは誰が引き上げるんだ？」

「聞かなくてもわかってるでしょ」

　響は透に背せを向けた。自分がやるつもりは全くないらしい。もちろん透もごめんだった。

　太った青年を脅おどしつけて池を浚さらわせるつもりだったのだが、帰してしまったとあれば、誰かがその役目を果たさなくてはならない。

「あんたまさか、か弱い女の子に炎えん天てん下かで肉体労働させるわけ？　酷ひどい男ねー」

「どの口がそんなことを言うんだ？」

　響以上に逞たくましい男はそうは見つからない。

「それにこの格かつ好こうで水に浸つかったら、透すけちゃうじゃない。セクハラで訴うつたえるわよ。あー、もしかしてそれが目的？　すけべーな奴やつねー。いつも散々覗きしてるくせに」

「何言ってんだ、お前？」

　呆あきれて反はん論ろんする気が失うせてくる。

「はいはい、先せん輩ぱい命令よ。さっさとやるっ！」

「何の先輩だよ」

「決まってるでしょ、人生の先輩よっ」

　響はずびしっと親指を立てると、ぐっと顎あごを反らした。薄うすい胸むねが僅わずかばかり強調される。

　こうなったら響は絶ぜつ対たいに動かないのは経験上わかっていたが、それでも無む駄だな抵てい抗こうを続けたくなる。総一郎たちに負けられないのは当然としても、こんな淀んだ水みず溜たまりなんかには絶対に入りたくない。依い頼らいの金きん額がくだって大したことはないのだ。

「……仕方ねえな」

　透は疲つかれたように頷うなずいた。響と言い争っているだけ時間の無駄だった。

「早くしなさい。あいつ近くまで来てるわよ」

「ああ、わかってるよ」

　透は脱だつ力りよくしながらそう言うと、ゆっくり響に近づいた。

「でもさ、あのバッグちょっと変じゃねえか？」

「どこが？」

　透がバッグを指差すと、響は水面を見つめた。響の注意がそれた瞬しゆん間かんだった。透は響の背はい後ごからタックルすると、腰こしに手を回して抱だきすくめた。そしてそのままぐっと持ち上げる。

「あっ、ちょっ、何するのよっっ!!」

　響は手足を目茶目茶にばたつかせた。

「いつもいつもお前の思い通りになると思うなよっ。武む蔵さし野の市し一温おん厚こうな俺でもいつかは切れるってことを教えてやる」

「どこが温厚よっ!!」

　肘ひじが飛んでこないように、透は額ひたいを響の背中に押しつけた。柔やわらかい感かん触しよくと響の匂においに僅かだけ鼓こ動どうが速くなる。

　そのまま水際まで行って放り込こもうとしたときだった。

────!?

　遠目にあの男の姿すがたが飛び込んできた。透の動きがぴたりと止まる。

「離はなせー」

「ちょっと黙だまれっっ!!」

　緊きん張ちよう感かんを含ふくんだ透の叫さけびに、響もそのままの体たい勢せいで息を潜ひそめた。

……何だ？

「あいつ、能のう力りよく者しやだ」

　姿が揺ゆれていた。透とう視ししているときは気がつかなかったが、直ちよく接せつ目にすると、それがよくわかった。水面を彩いろどる波は紋もんのさざめきのように、その輪りん郭かくがゆらゆらと揺れていた。かつての響や薫、島しま木きや霧生きりゆうのように……。

「そ、それはわかったから、と、とにかく離してよ。いつまで抱きついてるつもり？」

「えっ、あっ、悪い」

　透は慌あわてて響を地面に下ろした。蹴りでも飛んでくるかと思ったが、意外にも響は埃ほこりを払はらうような仕草で両りよう腕うでをさすっただけだった。心なしかその頰ほおが赤いような気もする。

　若い男は明らかに透たちに気がついており、こちらを見み据すえていた。そして柵を乗り越えて、池の畔にやってきた。

「どうするの？」

「敵てきかどうかによるな」

「味方のはずないでしょ」

「そりゃそうだ」

　もしあの男がエクサーなら、エクスプローラーの主しゆ催さい者しやである柴しば田た里さと美みの仲間の可か能のう性せいは高い。だが組そ織しきの息がかかった工作員という可能性もなくはない。こんなところに工作員が悠ゆう然ぜんと姿を現あらわすのは不自然だが、透たちを油ゆ断だんさせるためと考えられなくもない。会長は先日霧生に殺されたが、組織がなくなったわけではないのだ。どちらにしろ味方とは言えない。

「こんなときに薫がいたら……ううん、何でもない」

　敵意があるかどうか、薫にならすぐに嗅かぎ分けられるのだが、いないものは仕方がない。透たちも知らず知らずのうちに、薫の能力に随ずい分ぶんと頼たよっていたらしい。

　男は真まっ直すぐに透たちのもとにやってきた。

「よお、元気か？」

　男は片かた手てを挙げて陽気に言った。まるで昔からの知り合いに話しかけるような挨あい拶さつだったが、あいにくと初対面だ。透も響も面食らって調子が狂くるう。

　男は透たちより幾いく分ぶんか年上に見える。二は十た歳ち前後くらいだろうか。腰こし穿ばきのパンツに、ゆったりした半はん袖そでトレーナーを着て、ヤンキースの野球帽ぼうを被かぶっており、いかにもヤンチャそうだ。

「お前らもエクサーなんだろ？　それもかなりランクが高い。雰ふん囲い気きでわかるぜ。俺は八や坂さか慶けい介すけっつーんだ。まあ、ひとつよろしくな」

　聞いたことのない名前だった。能力者でエクサーなら、相当に名前が通っていていいはずだが、響も聞いたことがないようで反はん応のうが薄い。

　男は手を差し出したが、透も響もその手を取ろうとはしない。未知の能力者に対してそう易やす々やすと気を許ゆるすことは出来なかった。何らかの感覚器官の異い常じようか、精せい神しん感かん応のう能力を持ち合わせているはずだ。

「あれ？　俺、嫌きらわれてる？　何で何でー？」

　空気が読めていないのか、慶介は残念そうに肩かたを竦すくめた。とはいえ気を悪くした様子はない。

「まあいいや。それより一つ頼たのみがあるんだけどさ、あのバッグ、俺が引き上げていいか？」

「えっ？」

……バッグに気づいてる？

　はっとしたときには遅おそかった。

「やっぱ早い者勝ちだよなっ！」

　そう言うが早いか、慶介は頭から池に飛び込んだ。派は手でに水飛沫しぶきを上げてバシャバシャと泳いでいく。水深は浅いので足が届とどくはずだが、それはお構かまいなしのようだ。

　透もその後を追って飛び込もうとしたが、さすがにもう間に合わない。

「何やってんのよっ。さっさとあんたも飛び込みなさいよっ」

「もう無理だろ。ほら、辿たどりついちまった」

　既すでに慶介がバッグを持ち上げてこちらに向かっていた。奪うばい取るのはエクサー同士の仁じん義ぎとして許されていない。もちろん道を外す者も中にはいるが、意外と守られているルールだった。

「あんた、汚きたないわよっ！」

「どうしてだよ？」

　池から這はい上がった慶介は、してやったりと陽気に笑っていた。

「だってそれは私たちが先に見つけたんだしっ」

「おいおい、エコーさんの台詞せりふとは思えないなあ。横取りのエコーって有名じゃないか」

──ぶはっ

　透は思わず吹ふき出した。あまりにぴったりのあだ名に、笑いが堪こらえられない。

「ちょっと、あんたまで何笑ってんのよっ」

「うおっ!?」

　響は透を蹴け飛とばした。透は何とか踏ふん張ばって水面に転げ落ちるのを踏みとどまった。

　だがいくら口で何と言おうと、響も慶介から強ごう引いんに奪うつもりはないようだった。透たちの目的は犯はん人にんを捕つかまえることであって、殺された犬の確かく保ほではない。

　まだ一日しか経たっていなかったのと、バッグに包まれたまま水の中だったこともあって、死し骸がいはそれほど酷ひどい状じよう態たいではなかった。

　結局、遺い体たいは慶介が引き取り、依い頼らい人にんに連れん絡らくを取ってその場から立ち去った。大した報ほう酬しゆう額がくではないのでそれは別に構かまいはしない。バッグなどの遺い留りゆう品ひんは、透たちに渡わたしてくれるというので、響もあっさりと引き下がった。

　残された手て掛がかりは、かなり大きな旅行バッグと犬を連れ出すときに使われたと思われる睡すい眠みん薬入りのドッグフード、鳴き声をあげられないように口を縛しばりつけていたと見られるハンカチなどなど。

「それにしても変な奴やつだったわね」

　慶介が能力者であるのは、今までの経けい験けんからして間ま違ちがいない。

「でも、あいつ俺おれたちのこと最初から知ってたみたいだな。お前のこと、エコーだって知ってたもんな」

「うん。最初話しかけてきたのは演えん技ぎだったってことね」

　今思うと不思議なのだが、最初は警けい戒かいしていたはずなのに、あの陽気な顔を見ていたらいつの間にか、慶介の言う通りに従したがっていた。最後には握あく手しゆまでして別れたくらいで、何だかするりと心の内に入り込まれたような感じだった。




　残された遺留品に何か手掛かりはないか二人で調べていると、唐とう突とつに響が立ち上がって両手を耳に当てた。

「あれ？　ちょっと待って。薫？　それに椎しい名なの奴に桃まで。何でここに？」

「薫ちゃん？　どこだ？」

　響は世田谷美び術じゆつ館かんの方を指差した。

　透はぐっと目の焦しよう点てんを遠くに飛ばした。側頭部を襲おそう痛いたみがかなり強くなってきた。今日はかなり目を酷こく使ししている。薫と総一郎が建物の横で様子を窺うかがっていた。薫の足元では、桃が周囲に向かって何やら激はげしく鳴き声を上げているようだ。

　透は周囲の木々を見み渡わたして、風の流れを確たしかめた。幸いなことに、風は弱いながらも東から吹いている。薫たちが風上なので、透たちの匂においはしばらくは薫に感知されないだろう。

　上う手まくやれば、労せずして出し抜けるかもしれない。透は響と頷うなずき合うと、そろそろとその場から移い動どうを開始した。
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　タクシーから降おりた瞬しゆん間かんだった。薫は世田谷美術館の前で、忘わすれもしない強きよう烈れつな悪意を感じ取った。気分が悪くなって、大きく深しん呼こ吸きゆうを繰くり返す。

「どうした？　薫ちゃん、顔色悪いぞ」

　濃のう密みつな痕こん跡せきが残されていた。間違いなく昨日神社に残されていたものと同じだった。しかも相手は頻ひん繁ぱんにこの公園に出入りしているようで、複ふく数すうの濃こさの臭いが感知出来た。

「やっぱりここです。間違いないです」

　つい最近か、昨日、いや数時間前にもここを通ったに違いない。区役所職員の作ったレポートによると、一箇か所しよに固まっているわけではなく、公園全体でばらけて死骸が発見されている。

「俺は管理事じ務む所しよに行って話聞いてくるからさ、薫ちゃんと桃ちんは現げん場ばに直行してよ」

「はい。何かわかったら電話かメールします」

「オッケー、じゃあ行ってくる」

　総一郎は全力で公園の中央にある管理事務所へと走っていった。薫は一番新しいと思われる痕跡を辿たどって、サイクリングコースを追った。桃はカラスと何やら連絡を取り合っている。

「桃ちゃんっ、急いでっ」

（わっ、わかってるっ）

　桃は慌あわてて走り始めたが、薫よりも随ずい分ぶんと遅おくれていた。太り過すぎた身体からだが災わざわいして、薫との差は広がる一方だった。走っているというより、ドタドタと上下に弾はずんでいるような足取りだ。

（うおっ、たっ、とっ、うわあああ）

　そのうちに足をもつれさせて、頭からゴロゴロと転がりながら薫のところまでやってきた。

「桃ちゃーん、しっかりしてよー」

（す、すまぬ）

「もう、しょうがない。ほら抱だっこしてあげるから、行くよっ」

（むっ、むうう、仕方ない）

　薫は桃をよいしょと持ち上げた。

「むー、桃ちゃん、重いー、ダイエットしなきゃダメだよー」

（め、面めん目ぼくない）

　普ふ段だんは薫の護ご衛えいをして、透や響と対等にケンカしている桃も、こうなっては形無しだった。

　薫は肩かたで息をしながら、サイクリングロードから広場の方に移動して、それに気がついた。神社の周囲から強く漂ただよっていたあの臭におい。薫の足がぴたりと止まる。

（どうした？　薫）

「桃ちゃん……」

　結局今回も遅おそかったらしい。薫はぐっと唇くちびるを嚙かんだ。桃をぎゅっと抱きしめて、顎あごを桃の頭に押しつけた。

「どうしてこんな酷ひどいことが出来るのかな？　私にはわからない……」

　まだ新しい血の臭いに足が竦すくんだ。響に勝つんだという決意がなかったら、一歩も動けなかったに違いない。

　それは公園内を流れる川に架かけられた吊つり橋のワイヤーから吊るされていた。下の流れを覗のぞき込まないと見えないようになっていたので、まだ誰だれも気がついていない。薫は吊り橋の端はしっこに立ち止まったまま、懸けん命めいに吐はき気を堪こらえていた。胃いが引っくり返ろうとするのを、必死に胸むねを押おさえて我が慢まんする。
















　残された犯はん人にんの臭いは僅わずかに数時間前。ここに黒くろ猫ねこが吊るされたのは、きっと今日の夜明け頃ごろだ。ピンク色のビニール紐が黒猫の首に食い込んでいる。それ以上は見たくなかった。

「うわー、これはまた酷いなー」

　二は十た歳ち前後の男の人が吊り橋の反対からやってきて、場違いなほどに陽気な声で言った。薫も橋の中央に近づいた。その男の匂においに薫は覚えがあった。つい先ほど市役所で記き憶おくした匂い。

「あー、お嬢じようちゃんは見ん方がいいよ。かなりエグいわ。あっちの方から回ってよ」

「いえ、いいんです。これも仕事ですから」

「仕事？　仕事って、もしかしてお嬢ちゃん、エクサーか？」

「えっ？　そ、そうですけど」

　薫は反はん射しや的に頷いてしまった。

「えっ、ほんとに？」

　自分で聞いたにもかかわらず、男の人は目を丸くして驚おどろいている。

「かー、珍めずらしいこともあるもんやねー。でもまあ、ここは俺に任まかせてくれるかな？　状じよう況きようは後できちんと報ほう告こくするから」

「えっと……、はい、わかりました」

　薫はその提てい案あんをあっさりと受け入れた。




　薫と桃は吊り橋を渡わたると、一いつ旦たん広場に出た。臭いはサイクリングコースを外れ、広場を横切っていた。薫はその痕跡をしょんぼりと辿っていく。

（薫、少し油ゆ断だんし過すぎではないか？　まだ敵てきか味方かもわからないのに、なぜ簡かん単たんにエクサーであることを明かして、相手の提案を受け入れたのだ？）

「あの人からは、嫌いやな臭においはしなかったよ。それにあの人、刑けい事じさんだよ」

　薫は区役所で見せられた名めい刺しに残されていた匂いと一いつ致ちしたことを教えた。

（だが敵ではなくても、少しでもこちらが有利になるように交こう渉しようするべきではないのか？　警けい察さつはエクサーにとって味方とは言えないぞ）

「……うん。そうだね」

　そう言われれば、あっさりと相手の言うことを信用し過ぎたかもしれない。透と響から耳にタコが出来るほど言われている。自分以外の者を簡単に信用するなと──。用心深過ぎて損そんをすることはあっても、致命的なミスに繫つながることは少ない。だから、決して警けい戒かいを怠おこたってはいけないと──。まだまだ薫は考えが甘あまいのだろう。意い識しきが低いと響に叱しつ責せきされそうだった。




　薫は自分の思考に沈しずんでいて、それに気づくのにしばらく時間がかかった。

「あれ？　何だろう……。ここから少しだけ臭いが……」

　鉄てつ網あみ製せいの丸いゴミ箱に半はん透とう明めいのビニールがかけられており、その中に様々な紙くずや空き缶かんなどが放ほうり込こまれている。

　薫は臭いの元を突つきとめるように、その中を漁あさった。果か汁じゆうの腐くさった臭いや、濡ぬれた落ち葉の発はつ酵こうした臭いが湧わき立つ。

　その中に、数すう枚まいの紙がくしゃくしゃに丸められて捨すてられていた。間ま違ちがいない。犯人の一人の臭いが強く残っていた。

　それはインターネットの地図サービスを利用して印刷されたコピー用紙だった。しかもその中の一枚は、由ゆ美み子この家を中心としたもので、由美子の家とあの神社に、それぞれ○印と×印が付けられている。

　薫は総一郎にメールを送って呼よび出した。総一郎は管理事じ務む所しよで、被ひ害がいにあった動物の飼い主たちの住所を聞き出していた。薫が見つけた地図に書かれた印とそれとが見事に一致した。

（薫、その地図を地面に並ならべてくれないか）

　薫は言われた通りに並べてみた。印のつけられた場所は、ある地点を中心にほぼ同どう心しん円えん状じように広がっていた。

「なるほど、そういうことか」

（やはり……）

「中心は経きよう堂どう駅の近くか。ん？　ちょっと待てよ。もしかしてこれの中心って……。じゃあこのアドレスを打ち込めば……」

　総一郎は中央にあった用紙を取り上げて、上部にプリントアウトされたＵＲＬを指差すと、そのアドレスを携けい帯たいに打ち込んでいった。

「縮しゆく尺しやくを変えれば……、ほら桃ちんっ、ここじゃないですか？」

　総一郎は一番縮尺を大きくして地図を表ひよう示じさせた。ディスプレイにはとある一区画に印がついていた。薫と総一郎と桃は顔を見合わせて大きく頷うなずいた。

「すぐに行くか？」

「えっ？　えーと、待って下さい、まだあの人の報告を受けてないし」

（ではそれを待ってから急ぐとしよう）

「よっしゃ、これで霧元たちに勝てるぜっ!!」

　勝ち誇ほこったような顔で、総一郎は薫に片かた目めを瞑つぶった。その悪戯いたずらっぽい笑えみは、してやったりという思いで溢あふれている。
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「あいつら馬鹿ねー」

　透も響も、忍しのび笑いを堪こらえることが出来なかった。地図は地面に置かれていて、角度がきつくて見通せなかったが、総一郎が桃に見せた携帯ディスプレイはバッチリ確かく認にん出来た。

　今のところ上空には、桃に命令されたような動物も見当たらない。透も響も携帯のＧＰＳ情じよう報ほうの応おう答とうを拒きよ否ひしている。まさか総一郎たちも、こんなにすぐ近くで透たちに観察されているとは、思ってもいないだろう。

「経堂駅って言ってたわね。うん、結けつ構こう近くよ」

「チャリの行動範はん囲いなんて狭せまいからな。確度は高い。先回りして犯はん人にん捕つかまえちまおうぜ」

　透と響は足取りも軽かろやかに西口から公園を出た。




　目的の場所は、経堂駅から少しだけ離はなれた閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいだ。高級住宅街と言っていい。

　ただここからが少しだけ厄やつ介かいだった。携帯ディスプレイに映うつっていた場所はこの一角に間違いないが、どの家なのかまではわからない。大小の差はあるが全部で十戸の住宅があった。そこから犯人の家を絞しぼらなくてはならない。

　透たちは近くのマンションの最上階まで上って眼がん下かの区画を窺うかがった。側頭部を突き抜ぬける鈍にぶい痛みは、そろそろ耐たえ難がたいレベルになってきたが、今日はまだ当分終わりそうにない。

「最近、そういう顔、よくしてるわね。具合悪いの？」

「いつもの偏へん頭ず痛つうだ。気にすんな」

「無理しないでよー」

「何だ、心配してくれてんのか？」

「そりゃそうよ。便利な駒こまがいなくなったら困こまるじゃない」

　響は当然でしょとばかりに腰こしに手を当てて、透の全身を上から下まで眺ながめた。

……駒かよ

　わかってはいたが、そういう心配はこれっぽっちも嬉うれしくない。

「はあ～、まあいいや。それより、お前のプロファイリングだとどんな感じだ？」

「私、プロファイルってあんまり好きじゃないのよね。下手に分ぶん析せきするよりも直感の方が当たるから。そういうあんたはどうなのよ？」

「んー、犯行時じ刻こくはほとんど深夜から明け方だから、生活時間帯は夜型だよな。しかもほぼ毎日。フットワークが軽いわりに、要求金きん額がくは大したことがない。洗せん練れんされた手口のわりに、変に物的証しよう拠こを残してるところがあるし、何つうか、枯かれたところがないんだよな。荒あらいっつうか、若わか々わかしいというか。だから年ねん齢れいは中学生から大学生くらいまで。時間に融ゆう通ずうが利きくところからすると、登校拒否生徒か暇ひまな大学生かな」

「うん、そうだね」

　響は同感とばかりに頷いた。

「前に大きなカゴのついた自転車。睡すい眠みん薬入りのペットフード。もちろん犯人の自宅ではペットを飼っていない。それからパソコンとプリンターが自分の部屋にある。兄弟と相部屋とかじゃなくて、自分専せん用ようの部屋があるはず。昼間寝ねてるならカーテンで閉しめ切られた部屋だな」

「それから？」

「部屋の配置なんかは、効こう率りつ最さい優ゆう先せんでシステム化されている。だけど一見したところは結構雑ざつ然ぜんとしている」

「うーん……、その根こん拠きよは？」

　納なつ得とくがいかないのか、響は小首を傾かしげて一角を見下ろしている。

「連れ去って脅きよう迫はくして、入金があれば解かい放ほう、なければ残ざん虐ぎやくな方法で殺害。そして次の獲え物ものを連れ出す。これが短いサイクルで同時並へい行こう的に起きてるところをみると、もうほぼ完成されたルーチンワークと化してる」

「嫌いやな慣なれねー」

「ああ。だけどそのわりに地図みたいな致ち命めい的な証拠を残したりと、かなり雑なところもあるだろ。最初は細心の注意を払はらうけど、途と中ちゆうで横着になるタイプと見た」

「あー、いるわねそういう奴やつ。誰とは言わないけど、私のすぐ近くにも」

　ニヤニヤと響が透の全身を上から下に眺ながめる。

「最初から大おお雑ざつ把ぱな奴も始末に負えないけどな。あー、もちろん誰とは言わないさ」

　透は肩かたを竦すくめて鼻で笑い返すと、響の蹴けりをバックステップでかわした。

「もしかしたら犯人自身、もう飽あきてるかも。動物では物足りなくなってるんじゃないかな」

「全く世も末ね。この犯人って賢かしこいのか、頭悪いのかイマイチわかんないわね」

「いや、どう考えても馬鹿だろ。お前とタメ張はるくらいだ」

「ふーん、そのバカにケンカ売ると高くつくって、まだ学習出来ないアホがいるみたいね」

　響は青あお筋すじを立てながらポキポキと指の関節を交こう互ごに鳴らした。

「そ、それらを踏ふまえてあの一角を見ると、ちょうど条じよう件けんに合う部屋が一つだけある」

　慌あわてて透は話を続けて、同時にその家を指差した。暗い室内で、男がベッドに寝ていた。前カゴ付きの自転車、パソコン、プリンターがある。他の兄弟はいないようで一人っ子らしい。寝ながら全すべてが出来るようにテレビのリモコン、エアコンのリモコン、タバコの灰はい皿ざらなどがベッドの脇わき机づくえに置かれている。

「今も寝てるわね。本当に犯はん人にんなのかしら。流行はやりの引きこもりクンにしか見えないけど」

「それはとりあえず踏み込んでから考えようぜ」

　透と響はマンションを降おりると、その一いつ軒けん家やに向かった。そして男が起きるまでインターホンを鳴らしまくった。




　カチャリと鍵かぎが開けられた瞬しゆん間かんに、透と響は家の中に踏み込んだ。青白い顔色の男は最初こそ眠ねむりを妨さまたげられたことを怒おこっていたものの、響が大型のサバイバルナイフを取り出した瞬間に、ぴたりと口を噤つぐんだ。

「ペット誘ゆう拐かいってのはいいアイデアだったけど、ちょっとやり過すぎだったな」

「なっ、何のことだ？　だいたいお前ら誰なんだよっっ!!」

「しらばっくれるのはやめなさい。じゃないと、その耳にピアスの穴あなを開けるわよ。それとも鼻の穴を三つにして欲ほしい？」

　響はナイフの切っ先を真っ直ぐに青白い顔色の青年に突つきつけた。

「だっ、だから何のことだよ。ほっ、ほんとに知らないってっっ!!」

「往おう生じよう際ぎわ悪いわねー。透、ちょっとこいつ押おさえてて」

「ほどほどにしとけよ」

「わかってるって」

　響は無む造ぞう作さにナイフの切っ先を青年の耳に押し当てた。

「ぎゃあああぁっ。何なんだよっ、ほんとに知らないって、何なんだようぅ」

　まだ突き刺さしてもいないのに、青年は大おお袈げ裟さに悲鳴を上げた。そして涙なみだと鼻水を流しながら泣き始めた。膝ひざから力が抜ぬけてしまい立っていられないのか、その場に座すわり込んでしまう。

「……ねえ、違ちがうんじゃないの？」

　響が疑うたがわしそうに透と青年を見み比くらべた。自転車やパソコン、日中に寝てる青年、それらを組み合わせれば、この男以外に該がい当とうする者はこの区画にはいない。携けい帯たいディスプレイに映うつされていた場所はここで間違いがない。条件は全て満たしている。それなのに……。

　どうにも嫌いやな感じだった。そのとき透の携帯がポケットの中で震ふるえた。相手は総一郎だった。

『あー、霧元、調子はどう？』

「何だいきなり」

　総一郎の声が楽しそうだった。ますます嫌な、というより不ふ快かいな予感が膨ふくらんだ。

『忠ちゆう告こくしてやろうと思ってさ。無関係の奴を脅おどしつけるのは可か哀わい想そうだからやめとけよってな』

「なっっ!!」

　咄とつ嗟さにこの家の周囲を透とう視しして、どこかから見ているのではないかとその姿すがたを捜さがした。響もしばらく耳を澄すましていたが、左右に首を振ふった。

『警けい察さつには届とどけないでおいてやるから感かん謝しやしろよ』

「てめえ……」

　さっと顔が熱くなって、携帯を持つ手に力が入る。

『おっと、Ｓ級の二人には余よ計けいなお世話だったかな～』

「ぬ～～～～～!!」

『ちょっと、椎名さん、言い過ぎだって』

　電話の背はい後ごで薫が総一郎を窘たしなめているのが聞こえてきた。

『こっちはもう犯はん人にん確かく保ほするところだけど、チミタチは間に合うかなあ。まあ頑がん張ばってよ』

　ゲラゲラ笑う総一郎の声の余よ韻いんを残しながら、通話は唐とう突とつに切れた。

「ちょっと、どういうことよっっ!!」

……あの野や郎ろう～～～っ!!

　騙だまされた。あれは芝しば居いだったのだ。携帯画面に表ひよう示じされた地図はデタラメだったのだ。

「何がプロファイリングよっ、自信満々だったくせにっっ」

「うるせえっ、お前だって同意しただろうがっ」

「な、何なんだよ、お前らっ」

　状じよう況きようが変わったことに感づいた青年が、甲かん高だかい声でまくし立て始めた。それが透の苛いら立だちを倍化させる。つい八つ当たりで殴なぐりつけたくなるが、さすがにそれはまずい。

「ごっめーん、ホントごめんね。こいつが勘かん違ちがいしたせいで、とんだとばっちりだったわね。今度デートしてあげるから許ゆるしてー」

「そんなのに釣つられて許す奴やつがいるかよ」

　透は吐はき捨すてるように言った。だが青年はそれを聞くと急に態たい度どを変えて、響に近づいた。

「ほ、ほんとにデートしてくれるんですか？」

「ここにいるし。お前、何スケベ心出し……いてててっ」

「後で連れん絡らく入れるわ。じゃあねー」

　響は透の背せ中なかを力任まかせに捻ねじって黙だまらせると、そそくさと玄げん関かんを後にした。
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「やったな」

　総一郎は愉ゆ快かいそうに笑った。こんなに上う手まくいくとは思っていなかったのだろう。

「椎名さんっ、最後のは言い過ぎですっ。怒おこらせるのが目的じゃないのに」

「いやまあ、ちょっと調子に乗り過ぎたかな」

　八坂慶介と名乗るエクサーとあの吊つり橋の上で出くわしたとき、薫は彼から透の匂においを感じ取った。それも直前に会っていたかのような濃こい匂いだった。恐おそらく握あく手しゆでもしたのだろう。慶介に対してどこか安心してしまったのはそのせいもあった。

　その後すぐに総一郎にそのことをメールで告げ、やってきた総一郎は、透たちが観察していることを前ぜん提ていに一芝居打ったというわけだ。文字入力のときは、携帯ディスプレイを地面と平行にしていれば、透には文面を盗ぬすみ見ることは出来ない。響の超ちよう聴ちよう力りよくに対しては、桃のテレパス能のう力りよくを介かいして情じよう報ほうを伝達することで対たい処しよすることになっている。

（別にいいだろう。油ゆ断だんする方が悪い。今回のことはあいつらにもいい薬になったはずだ）

「でも……」

　作戦が上手くいったとはいえ、今の電話はやり過すぎだった。この犯人を捕つかまえようと薫が決意したとき、一番のネックになると思われたのは透と響の存そん在ざいだった。絶ぜつ対たいに賛成はしてくれない。そう思ったからこそ、桃の提案で、わざとあの二人を怒らせることにしたのだ。学食で会う前に総一郎にも話をしておいて、適てき当とうなところで加か勢せいに入ってもらう手て筈はずになっていた。

　結局二人ともその挑ちよう発はつに乗って、犯人を捕まえることになった。

　そこまではいい。だけど今のように激げき怒どさせてしまったのでは、仲直りが出来ないのではないかと心配になった。二人を騙すようなことをしているのも気が引ける。

（薫、集中しろ。ぼうっとしてると思わぬミスをするぞ）

「あっ、うん、ごめん」

「だーいじょうぶだって、薫ちゃん。心配すんなよ。俺おれが怒らせたのは霧元で、薫ちゃんが怒らせたのは水瀬先せん輩ぱい。霧元は薫ちゃんには怒ってないよ」

「えっ？　ええっ？」

　突とつ然ぜんそんなことを言い出した総一郎に、薫は酷ひどく慌あわてた。

「霧元に嫌きらわれるのを心配してるんだろ？　違うの？」

　気持ちを悟さとられるような素そ振ぶりは見せていないはずだったが、どこで気づかれたのだろう。

「え、えーとっ、そんなこと、ない、ことも、ないですけどっ」

　薫はしどろもどろになってしまい、その態たい度どにますます焦あせった。

「あー、変なこと言っちゃったかな。悪い」

「へ、へ、変じゃないですぅ」

　変だった。明らかに挙動不ふ審しんなのは自分でもわかったが、意い識しきするほどおかしくなっていく。

「み、み、みんな、急ごう」

　薫は先頭に立つと、急いで臭いを辿たどった。何となく気き恥はずかしくて、薫は後ろを振り返ることが出来ない。総一郎が気づいていたということは、透や響にも気づかれていたということだろうか。まさかという思いで、全身からどっと汗あせが噴ふき出してきた。




　薫たちは駒こま沢ざわ通りから一本南に下った通りを歩いていた。ゴミ箱で見つけたあの地図の中心にあったのは、本当は駒沢公園の近くだった。

　段だん々だんと臭いが濃くなってくる。ここからは慎しん重ちように対たい応おうしないといけない。一番怖こわいのは、犯人とばったり出くわすことだった。桃の話では、昨日の柴しば犬けんの捜そう索さくで薫が神社にいたときに、犯人らしき危き険けんな雰ふん囲い気きを持った者がうろついていたらしい。もしかしたら相手に姿すがたを見られている可か能のう性せいもあった。中ちゆう途と半はん端ぱに追い詰つめて、ここで逃にげられてしまったのでは元も子もない。逃げられるだけならまだしも、変に逆ぎやく切ぎれされて襲おそわれることも考えられる。

　薫は一度区画の周囲をぐるっと回ってみて見当をつけた。古びた一いつ軒けん家やの前で立ち止まる。表札は出ていない。

「ここかな。ちょっと自信ないんだけど」

　なぜか臭いが分散していて、向かいに建っているアパートからも感知していた。だが明らかに一軒家のガレージから、あの悪意極きわまりない吐はき気すら覚える悪意が一番強く感じ取れた。

（薫、こっちではないのか）

　桃がアパートの入り口に備そなえつけられた郵ゆう便びん受けの宛あて名なを見上げて言った。

「ううん、こっちだけど……」

　桃は何を考えているのか、じっと見上げたまま動かない。なぜ桃は、アパートの方に気を取られているのだろう。そういえば色々と気になっていたこともある。

「ねえ、桃ちゃん。……私たちに何か隠かくしてない？」

「俺も気になってる。桃ちんさあ、さっき地図を見つけたとき、『やはり……』って言ったんだよな。あれってどういう意味なんだ？」

「桃ちゃん、……もしかしたら犯はん人にんに心当たりあるんじゃないの？」

「ちょっと待った。誰だれか出てきた」

　総一郎がアパートの二階の通路を歩く足音を聞きつけた。薫と総一郎は咄とつ嗟さに電柱の陰かげに隠れた。傍はたから見れば怪あやしいことこの上ないが、他ほかに隠れられる場所がなかった。

「桃ちゃんっ」

　薫は小声で呼よんだ。桃はアパートの階段の下で、固まったように動かない。

　通路を通って中年の男が姿を現あらわした。何だかくたびれた様子で、着ているスーツもよれよれだった。男は気の抜ぬけた顔で階段を下りてくる。男はふと一番下で階段を見上げている桃に目を留とめた。

「…………？」

　男は不思議そうに桃の姿を見つめていたが、はっとした表ひよう情じようになると目をしばたかせた。

「……も、桃か？」

「にゃー」

　その声に反はん応のうして桃が鳴き声を上げた。薫は驚おどろいた。桃の鳴き声を聞いたのは初めてだったからだ。どこか人間と同じような感覚で接せつしていたが、桃はやはり猫ねこなのだ。

　男は慌てて駆かけ下りて、だが階段の二、三段上のところで立ち止まった。

「本当に桃なのか？」

「にゃーにゃー」

　桃はその男の前では普ふ通つうの猫の振りをしていた。テレパス能のう力りよくは隠していたのだろう。

「……す、すまん。俺は、お、俺は……」

（薫、椎名、この男から話を聞いてくれ。犯人の一人は恐おそらく……、この男の息子むすこだ）

「えっ」

「ええっ!?」

　薫と総一郎は、同時に叫さけんでいた。




　男はアパートの階段に力なく座すわり込こむと、突とつ然ぜん現れた薫と総一郎に疑ぎ問もんを持つこともなく、淡たん々たんと身の上話を始めた。桃の新たな飼かい主だという薫の説明には、小さく頷うなずいただけだった。

　男の名は藤ふじ倉くら嘉よし治はるといい、かつての桃とみぅの飼い主だった。藤倉は自じ営えい業ぎようを営いとなんでおり、中野駅の近くに住じゆう居きよを構かまえ、平へい均きんよりはかなり上の裕ゆう福ふくな家庭だったらしい。

　それがちょうど一年ほど前に、取引先の不ふ祥しよう事じから端たんを発した倒とう産さん劇げきで立て続けに不ふ渡わたりを食らい、藤倉の会社まで連れん鎖さ倒産して、膨ぼう大だいな借金を抱かかえてしまった。そんなとき、あの霧生研究所から桃を譲ゆずってくれないかという申し出があったらしい。少しでも借金を減らしたかった藤倉は、理由すら聞かずに渡りに船とばかりに、桃とみぅを売り渡したそうだ。

　その後、藤倉一家は、土地と邸てい宅たくを銀行に差し押おさえられてしまったために、この駒沢公園近くのアパートに移うつり住んだということだった。そして年明け早々に妻つまとは離り婚こんし、妻は夫と子どもを置いて、長野の実家に帰ってしまった。

　その頃ころから長男は生活が乱みだれ始めて、しょっちゅう外がい泊はくを繰くり返すようになり、アパートにいるときは部屋に閉とじこもったまま出てこないようになったという。

「不景気が生んだ典型的な崩ほう壊かい家族って奴やつだな」

　総一郎が疲つかれたように溜ため息いきをついた。聞いているだけでも気が滅め入いる話だった。

「それで俺たちは息子さんに用があるんだけど、まだ学校から帰ってないのかな？」

　藤倉は、桃が息子に会いたがっているからという説明に、一いつ瞬しゆん不思議そうな顔を見せたが、特に何も聞いてこない。

「息子は、大だい斗とは、ほとんど学校には行ってない。最近は家にも帰ってこない。今もどこで何をしているのか……」

　藤倉は力なくうな垂だれた。だけど薫は、藤倉が心に壁かべを作ったのを見み逃のがさなかった。嗅かぎ逃さなかったという方が正せい確かくか。何かを隠していて、それを気取られないように身構えている。

「あの、新しい猫は飼ってないんですか？」

「アパートだからね。桃たちを手放したのも、引っ越こすことがわかっていたからだし」

（よく言う。散々値ねを吊つり上げて、高く売れたときは大喜びしていたぞ、こいつは）

　呼こ応おうするように桃が鼻を鳴らした。

「あのー、お向かいの家には誰が住んでいるんですか？」

「だっ、誰って、そんなの、し、知らないよ」

　思わず薫は総一郎と顔を見合わせた。明らかに藤倉は動どう揺ようしていた。

「大斗くんとお向かいさん、仲がいいみたいですね」

　藤倉の手がぴくりと痙けい攣れんした。そしてそわそわと落ち着きをなくし始める。

「お向かいさんはペットを飼っていないのかな？　でもこの辺りペットっていないみたいですね。ちょっと変ですねー」

　薫はわざとらしいと思えるくらい、もう一度ペットの話題を持ち出してみた。ぎょっとしたように藤倉の顔色が変わる。そして警けい戒かいするように、薫と総一郎を交こう互ごに見つめた。

「し、知らないなあ。さ、もういいだろ。私は用があるから行ってもいいかい？」

　藤倉は話は終わりとばかりに階段から立ち上がると、両手でスーツのお尻しりを払はらった。薫はもう確信していた。藤倉は息子の大斗がしていることを知っている。そして向かいの誰かがそれに大きくかかわっていることも把は握あくしている。

　総一郎は立ちはだかるように藤倉の前を塞ふさいだ。

「じゃあ最後に一つだけいい？　最近この辺りで、ペットが誘ゆう拐かいされるっていう事件が増えてるんだけど。何か心当たりはないかな？」

　ついに総一郎が爆ばく弾だんを投げ込んだ。藤倉と総一郎の間で、激はげしい睨にらみ合いが勃ぼつ発ぱつする。

「藤倉さん、俺たちは大斗くんを止めたいんだ。大おお事ごとになる前に協力してくれよ？　もう既すでに警察も動いてるんだ。取り返しがつかなくなる前に、何とかした方がいいぜ」

　警察という言葉に反はん応のうしたのか、藤倉は恐おそろしいものでも見るように総一郎から後ずさった。

（椎名、少し脅おどしてやれ）

　総一郎は頷うなずくと楽しそうに唇くちびるを歪ゆがませた。

「もう刑けい事じはこの近くまで来てるよ」

「けっ、刑事だってっ!?」

「ついさっきまで砧公園で、猫ねこの死し骸がいを調べてた。現げん場ば近くのゴミ箱に落ちてたここの地図も見てるし、そろそろやって来る頃ころだ。さっきも言ったけど、俺たちは大斗くんを止めたいんだ。このままエスカレートすると動物だけでは済すまなくなる。俺の言ってる意味はわかるよな？」

　法ほう律りつ的に言えば、動物を殺すのと人間に危き害がいを加えるのとでは、雲うん泥でいの差がある。

「……わかった。止めたいのは私も一いつ緒しよだ。大斗の居い場ば所しよは心当たりがあるんだ。多分──」

　薫と総一郎は、慌あわてて藤倉の口を塞ふさいだ。見える範はん囲いにいるはずはないとわかっていても、つい周囲を見渡してしまう。どこかで見られている。そして聞かれている。そんな針はりを刺さすような緊きん張ちよう感かんに見舞われて、薫はぶるっと身体からだを震ふるわせた。
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「あー、もうっっ、後少しだったのにっ!!」

　単車の後ろで響が悔くやしそうに叫さけんでいる。

「何がだっ？」

「うるさいっ。あんたは運転に集中するっ!!」

　響はヘルメット越ごしに透に頭ず突つきをかますと、八つ当たり気味に怒ど鳴なり返した。

　透は溜ため息いきをつくと、更さらにアクセルを回した。環かん八ぱちを南下しながら、無む茶ちやな追い越しとすり抜ぬけを駆く使しして駒沢公園に向かって爆走する。

　総一郎に嵌はめられたことを知った後、偶ぐう然ぜんに八坂慶介を見つけなかったら、薫たちを完全に見失うところだった。しばらく慶介を観察していると、慶介も犯はん人にんのアパートに向かっていたようで、駒沢公園の近くにいる薫と総一郎の声を、何とか響が感知したのだ。

「それよりどう思う？」

　信号に遮さえぎられて単車を停車させると、透は響に意見を求めた。

「このまま薫たちを追いかけるか、手て掛がかりを求めてアパートに侵しん入にゆうするか……ね」

　薫たちは犯人の臭いが頼たよりだ。臭いの痕こん跡せきを追うことで、時間をかければいつかは犯人のもとに辿たどりつけるが、そのやり方だとかなりの時間がかかる。

「あの父親が何か知ってるんだろ。だったらこのまま追った方がいいような気もするが……」

「でもあいつ、百パーセント噓うそついてるよね。多分薫も気がついてると思うけど」

「それは俺もそう思うけど、微び妙みようなところだな」

　薫たちとの会話の間中、男は挙動不ふ審しんに目が泳いでいた。響が聞いていた話の内ない容ようからすると、確たしかに眉まゆに唾つばした方がいいような気もする。

「相手に害意があるなら薫が感知するから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、それよりもあの子、相手の気持ちを考え過すぎちゃうのよね。変に犯人に同どう情じようしたりしないか、そっちの方が心配よ」

「何だよ。そこまでわかってるなら、昼間のも芝しば居いだって気づいてたんだろ？」

「あのね、私と薫の付き合いは何年になると思ってんのよ」

「だったら……」

「ストップ。お説教は結けつ構こうよ。これでも少しは反省してるんだから」

「まあそれは俺も人のことは言えないけど、それにしてもお前が反省ねー、明日は空から魚が降ふってくるな」
















「うるさいっ。っていうか何で魚なのよ」

「別に。特に意味はない」

　薫たちは駒こま澤ざわ大学キャンパスを通って北に向かっている。

「ただ……、何で薫はあんな芝居をしたのかなって思ってね。それに途と中ちゆうからあの子、本気が入ってたのは確かなのよ……」

「本気？」

　後ろからヘルメット越ごしに聞こえてくる響の声は、何だか元気がない。

「あんたと近過ぎるからかな。……意外と……この生活は続かないのかもね」

　響のヘルメットが透のヘルメットにこつんとぶつかった。

「ああっ？　何言ってんだ？　それより暑い。あんまりくっつくなよ」

　返事はなかったが、代わりに透の脇わき腹ばらに強きよう烈れつなパンチが叩たたき込まれた。

「ぐはっ」

「はあー、何でこんな奴やつに……」

　透は息が詰つまってしまい、文もん句くを言おうにも声が出てこない。

……くそっ、何なんだいったいっ

　透はシールドを上げて目の端はしにたまった涙なみだを拭ぬぐった。




　薫たちは大学キャンパスを抜けて、玉川通りを歩いているのが見えた。結局透たちは、アパートでの証しよう拠こ収しゆう集しゆうよりも薫たちを追うことにして、再ふたたび移い動どうを始めたところだった。

「ちょっと停めてっ」

　環八から玉川通りに入ったところで、急に響がエンジン音に負けない大声で怒鳴った。

「何か変な奴らがいない？　さっきから気になってたんだけど、どうも薫たちを遠とお巻まきに追ってる感じなのよね」

「あの八坂慶介って奴か？」

　咄とつ嗟さに先ほど会ったエクサーが頭に浮うかぶ。

「違ちがう。それとは別」

　響の言う位置を確かく認にんすると、ボロボロの衣服を纏まとったホームレスらしき男が、のんびりした足取りで薫たちを追っていた。ただしその目線は、真まっ直すぐに薫たちに向いている。

「あいつか……。確かに変だな」

　ホームレスは、日中は目立つことを恐おそれてあまり移動しない。透も三年前の夏、養よう護ご施し設せつを脱だつ走そうした直後はホームレスに交じって生活していたので、その違い和わ感にはすぐに気がついた。

「ちょっと待て。一人じゃないな」

　範はん囲いを広げて見てみれば、他ほかにも二人、薫たちの前後を固めるように歩いていた。あれだけ離はなれていれば、いくら薫でも自分に向けられた悪意を感知出来ないだろう。

　透が迷まよったのはほんの一いつ瞬しゆんだけだった。透はヘルメットを脱ぬぐと、総一郎に電話をかけた。

『何だ？　降こう参さんか？』

　総一郎はどこか楽しそうだった。自分が優ゆう位いに立っていると思い込んでいるのだろう。

「お前、つけられてるぞ。気づいてるか？」

『尾び行こう？　本当かよ。デタラメ言って攪かく乱らんしようとしてるんじゃないだろうな』

　総一郎は疑うたがわしそうに周囲を見回した。

「お前ら相手にそこまで落ちぶれてねーよ」

『ほーう、言ってくれるじゃねーか。いつでもどこでもお見通しってか？　でも地下に行ってもそう言ってられるかなあ？』

　総一郎は田園都市線の駒沢大学駅入り口を指差した。

「馬鹿っ、俺おれはマジで言ってるんだ。気をつけろ、何か様子がおかしいぞっ」

　ホームレスは、立ち止まっている総一郎たちに、じわじわと近づいていく。

　ようやく総一郎もそれに気がついたようで、警けい戒かいするように身み構がまえた。総一郎の手がカーゴパンツのポケットに伸のびた。そのポケットがとても嫌いやな感じに膨ふくらんでいる。

　なぜ今までそれに気がつかなかったのか、透は自分の迂う闊かつさに歯は嚙がみする思いだった。

「ちょっと待てよ。お前そんなもん持ってきてたのか？」

　養護施設に絡からむ騒そう動どうで、ハイテクビルに忍しのび込んだときに総一郎に渡わたした銃じゆうだった。ああいうのは緊きん急きゆう時じ以外に持ち歩くものではない。職しよく質しつされたら一発で終わりだからだ。だいたい街中で使えるようなものでもない。

『悪いな。忠ちゆう告こくは助かったよ。取り込み中だから切るわ』

「あっ、待てって。ああっ、くそっ」

　地下に駆かけ込んだ総一郎たちを追って、ホームレスもその後に続いた。追っている者たちの目的が何なのか知らないが、状じよう況きようはかなり思わしくない。

　透は携けい帯たいをポケットに突つっ込むと、ヘルメットを被かぶってギアを蹴けり込んだ。だが数百メートルも走らないうちに、響が悲鳴に近い声を上げた。

「ええっ？　何でっっ!!」

「どうしたっっ!!」

「銃じゆう声せいが聞こえたっっ」

「っっ!!　マジかよ……」

　総一郎が発はつ砲ぽうしたとしか思えない。地下鉄の入り口から、何人かの乗客が血相を変えて転がるように飛び出してきた。

……何だ？

　一体何が起きているのか、さっぱり状況がわからなかった。







　Interlude 2







　彼は機き嫌げんが悪かった。せっかく昂たかぶった興こう奮ふんに水を差されてしまい、どうにも下した腹はらが気持ち悪かった。手当たり次し第だいに壊こわしてバラバラにしたい衝しよう動どうに襲おそわれて、手っ取り早くこの目の前にいる少年で済すませてしまおうかと、残ざん忍にんな欲よく望ぼうが鎌かま首くびをもたげる。

　彼は数多あまたの血を吸すった大型のハサミをシャキシャキと鳴らした。留とめ金の部分は、茶色い汚よごれがこびりついている。

　彼は自分の人差し指をハサミで挟はさんだ。刃はが肉に食い込んで、僅わずかに痛いたみが生じた。そのまま右手に力を入れれば、左手の人差し指は、血を撒まき散らしながら切せつ断だんされるだろう。一いつ瞬しゆん彼はその誘ゆう惑わくに駆かられたが、思いとどまってハサミを開いた。刃の表面に部屋の明かりがギラリと反はん射しやする。

　どうやら遊びが過ぎたらしい。昨日放送された主しゆ婦ふ層そう向けのバラエティ番組で、ペット誘ゆう拐かいが取り上げられてしまい、勝手に身みの代しろ金きんを要求していたことが知られてしまったようだ。

　あの太った猫ねこと少女に狙ねらいをつけ始めたところだったが、次の指示はしばらく大人しくしていろというものだった。

　もちろん彼はそんな指示など無む視しした。別にあの冷たい目をした女の仲間になったわけではない。お互たがいに利用価か値ちがあると判はん断だんしたから手を組んだだけで、手下になったつもりはない。

「で、でも、どうするのさ」

　卑ひ屈くつそうな目をした小こ柄がらな少年が、怯おびえた表ひよう情じようで彼を見上げた。身代金を要求するという小こ遣づかい稼かせぎは、この少年が言い出したものだ。脅きよう迫はく状じようを目にしたときの家族の絶ぜつ望ぼうを思うと心が躍おどったから、彼もそれに乗ったのだし、今さらそれを責せめるつもりはない。

「消される前に手を打った方がいいですね」

「消されるって……」

　確たしかにやり過すぎだったのは間ま違ちがいない。とはいえ、あの女が口くち封ふうじに動き出すのは予想通りだ。打つ手がないわけではない。いざとなれば、逃にげ込む場所もある。この少年と父親に全すべてを擦なすりつけてもいい。

「それに警けい察さつも動いています」

「ええっ？　大だい丈じよう夫ぶなのっ？」

「これから本ほん格かく的な捜そう査さが始まるはずです。だけどこれから言うことをやれば大丈夫です」

　邪じや魔まをするものを彼は決して許きよ容ようしない。誰だれであろうとも排はい除じよする。本気で立ちはだかるというのなら、あの髪かみの長い女を解かい体たいしてもいい。そのときの様子を想そう像ぞうして、彼は再ふたたび昏くらい劣れつ情じようが湧わき起こるのを感じた。

　彼は透とう明めいな存そん在ざいだった。決して問題を起こしてはならないという微び妙みような立場にあって、彼に求められたのは、父親の意のままに動く人形としての役やく割わりだった。本国にいた頃ころはそれでもよかった。疑ぎ問もんに思ったこともない。

　だがこの国に来て、はっきりと違い和わ感を覚えてしまった。きっとこの国の取り澄すましたような上品な空気が、彼を変へん質しつさせたのだろう。本音を隠かくし、建前を掲かかげて、社会が動いていく。だが上辺を飾かざれば飾るほど、隠している醜しゆう悪あくなものはどんどん肥ひ大だいしていく。皆みなそれを理解していながら、見て見ぬ振ふりをする。

　彼の破は壊かい衝動は、そんなオブラートに包まれた周囲の環かん境きようと、虚うつろな人形としての自分に対する、アンチテーゼなのかもしれない。仮面を剝はぎ取り、醜みにくい中身を引き摺ずり出したい。細切れになるまで分解して、閉とじた世界を探さぐりたい。秘ひめられたゼンマイ仕じ掛かけを覗のぞき見したいという歪ゆがんだ欲望。

　なぜあの髪の長い女が、彼に声を掛けてきたのかはわからない。多分父親のコネクションが欲ほしいだけなのだろう。

　だがそんなことはどうでもいい。問題なのは壊したくなるような女だったということだ。あの女もまた腹はらに何かを抱かかえている人間だった。

　あの少女と猫の中には何があるのだろうか。あの髪の長い女の中には何が隠されているのか。右手に持つハサミで、世界を切り開くのだ。きっとその先には違う何かが待っているはずだ。







　第三章　追つい跡せきする者される者










　　　　§１




──発はつ砲ぽう事じ件けん発生から三分四十八秒後




　透とおるたちが現げん場ばに急いだときには、既すでに何重もの人ひと垣がきが出来ており、地下鉄入り口の階かい段だん付近は大だい混こん乱らんに陥おちいっていた。交番が近くにあったことで、駆かけつけた警けい官かんが早々に現場への立ち入りを制せい限げんしてしまい、透たちも近づくことは出来なかった。そのうちにパトカーと救急車がやってきて、駒こま沢ざわ公園口だけでなく東口までを封ふう鎖さしてしまった。

　仕方なく透と響ひびきは西口から地下に降おりて、地下一階の公園口への通路の様子を窺うかがった。

　撃うたれたのは、薫かおるたちの前方を歩いていたホームレスの一人だ。胸むねを一発だけ撃たれたようで他に傷きず口ぐちは見当たらない。完全に意識を失っており、たった今、駆けつけた救急隊員によって担たん架かに乗せられ運び出されていった。

　目もく撃げき者しやは大おお勢ぜいいた。銃じゆう声せいがして顔を上げるなり振り向くなりすると、高校生くらいの少年が銃を構かまえて呆ぼう然ぜんと立っていたというのだ。少年と一いつ緒しよにいた少女が、撃たれたホームレスを抱だきかかえて何かを叫さけんでいたそうだが、皆、我われ先さきにと逃にげ出したので何を言っていたのかまで覚えている者はいなかったし、誰もその顔を覚えていなかった。少年や少女たちは改札を強ごう引いんに突とつ破ぱして、タイミングよく発車直前だった上りの電車に飛び乗ったそうだ。

　既に田園都市線の各駅に連れん絡らくがなされ、今は全車両が緊きん急きゆう停車している。携けい帯たいが繫つながらないのでホームには辿たどりついていないのだろう。

　地下で発生した事じ態たいだったため、遠くにいた透と響のセンサーから外れてしまったのが痛かった。目撃者の証しよう言げんが合っているのかどうか検けん証しようしようがない。だが今のところ、その証言に特段おかしなところは何もない。

「まずいわね」

　総そう一いち郎ろうも馬ば鹿かではないのだから、意味もなく発砲などするはずがない。つまり発砲せざるを得ない状じよう況きように追い込こまれたということだ。それがどれくらいの危き機き的状況だったのかが心配だが、この国ではいくら正当防ぼう衛えいとはいえ、不法所持した銃で相手を撃ったら確かく実じつに罪つみに問われる。そちらの対たい処しよも厄やつ介かいだった。

「隣となりの駅って三茶よね」

「ますますまずいな」

　三さん軒げん茶ぢや屋や駅は世せ田た谷がや線せんの始発駅でもある。地上に上がらずに地下通路を通って電車を乗り換かえる可か能のう性せいも出てきた。

「聞こえないのか？」

「ダメ。歩いているか、話をしてくれないと聞こえない。でも途と中ちゆうで停とまってる電車の中にいるはずよ。薫たち、どうすると思う？」

「改札の監かん視しカメラに姿すがたが映うつってるはずだからな。このまま逃げ続けるのも無理があるし、いずれ連れん絡らくがあると思うんだけど」

「三茶に行った方がいいわね。このまま停まってくれてたら先回り出来るし」

「俺おれの単車使え」

「あんたは？」

「残ったホームレスに話を聞く。一人撃たれて、一人が事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けてんだけど、もう一人が見当たらないからな」

　薫たちはその男を追いかけてるのかもしれないし、その男から逃げてるのかもしれない。

　響が捉とらえたところでは、残ったホームレスは当たり障さわりのないことしか、刑けい事じに話をしていない。もっとも、一人だけ遅おくれて地下に入ったので、仲間が撃たれた状況は目にしていないのだからそれは当然だ。もちろん自分たちが尾び行こうしていたことなどは、おくびにも出していない。




──発砲事件発生から六分十六秒後




　透は公園口地下通路を塞ふさいでいる制せい服ふく警官に、事件を目撃したなどと適てき当とうに上う手まいことを言って中に入った。既に鑑かん識しきが到とう着ちやくしていて、現場の検証を始めている。

　透はその横を通り過すぎながら、横目で観察した。床ゆかにはかなりの血けつ痕こんが残されており、撃たれたホームレスは派は手でに出血したようだ。目撃者の話では、薫はそのホームレスを抱きかかえていたそうだから、ある程てい度どの返り血は浴びているに違ちがいない。白のスカートを穿はいていたので、付着した血けつ液えきは相当に目立つだろう。時間が経たてば、逃とう走そうした薫たちについての目撃証言もそれなりに集まってくるはずだ。

　だからその前に何らかの落としどころを見つけて事態の収しゆう拾しゆうを図はからなければならない。たとえ止やむに止まれない状況であったとしても、拳けん銃じゆう不法所持に発砲ではどう考えても過か剰じよう防衛とみなされる。殺人未み遂すいなどで逮たい捕ほされてしまっては、その後の対たい応おうの選せん択たく肢しが狭せばまってしまう。

　それに襲おそってきたホームレスの正体も気になる。

「やれやれ……」

　結局、透と響の危き惧ぐは当たっていたわけだ。心配なのはもちろんだが、それと同じくらい腹はら立だたしさもあった。無事に再会出来たら、総一郎は思いっきりぶん殴なぐってやることにして、薫には懇こん々こんと説教することに決めた。

　透は、刑事からの事情聴取を終えて床に座すわり込んでいたホームレスに近づいた。ぼさぼさの長ちよう髪はつと無ぶ精しようひげのせいで表情はよくわからない。男は四十代半ばに思えたが、見た目と実じつ際さいの年ねん齢れいが大きく食い違うのは、ホームレスにはよくあることで、あまり当てにはならない。

　透は無精ひげの男の前に中ちゆう腰ごしになって屈かがむと目線を合わせた。衣服はボロボロだが汚よごれてはいない。どこかの水道でマメに洗あらっているのだろう。

「おじさん、誰に雇やとわれた？」

　透は単刀直入に聞いた。男は目を白黒させた後、おどおどと挙動不ふ審しんに周囲を窺った。

「大だい丈じよう夫ぶ。聞いてる奴やつはいないよ。警察にも言ったりはしない」

　そう言って透は財さい布ふから五千円札を一枚まい抜ぬき出して手に持った。まだ渡わたしはしない。そして何も心配するなという意味を込めて小さく頷うなずいた。

　無精ひげの男の視し線せんが、透の右手にある紙切れに移うつる。

「に、兄ちゃん、あの子たちの仲間かい？」

　透はその質しつ問もんには答えずに、じっと男の目を見つめたまま返事を待った。抜け目のなさそうなこういうタイプには、交こう渉しように乗ってはいけない。相手が目を逸そらすまで瞳ひとみの奥おくを覗のぞき続ける。

「誰に、雇われた？」

　もう一度聞いた。今度は僅わずかだが声に殺気を込める。男の表情が強こわ張ばった。

「し、知らねえんだ。あいつが持ってきた話で、俺はそれに乗っかっただけだ」

「あいつ？」

「に、逃げたあいつだ。名前は知らねえ。初めて見る奴だ」

　どうやら、三人がまとめて一いつ緒しよに雇われたわけではないらしい。

「ほんの一時間ほど前に、撃うたれた仲間があいつを連れてきて、旨うまい話があるから付き合えって言ってきたんだ。これはまだ刑事にも言ってないんだけど……」

　男は急に声を潜ひそめると、上うわ目め遣づかいで透の手にある五千円札と透の顔をチラチラと見た。今は時間が惜おしい。透は無言でそれを手渡すと先を促うながした。

　話によると、ある男を捕つかまえるだけで大金が入るという儲もうけ話だったらしい。ある男とは、薫たちと一緒にいたあのくたびれた中年のことだ。

　ホームレスたちは男のアパートに向かったのだが、たまたまそこに薫たちが居い合あわせた。強ごう引いんな真ま似ねはしたくなかったようで、しばらく尾行しながら様子を窺うかがっていたが、薫たちが地下鉄に乗ってどこかに行こうとしているようだったので、逃とう亡ぼうされては困こまると考えて、仕方なく強行することにしたらしい。

「何のために？　捕まえてどうするつもりだったんだ？」

「そこまでは知らねえよ。ただ……あの男は失敗したから消されるんだってあいつが言ってた。それ以上は何もわからねえ」

「どういうことだ？　失敗？　消される？」

　透は男に言うでもなく小さく呟つぶやいた。色んな疑ぎ問もんが湧わいてくる。

……一体何があった？

　段だん々だんと話が物ぶつ騒そうになってきた。総一郎はなぜ発はつ砲ぽうしたのか。

「おいっ、お前、そこで何してるっ!!」

　私し服ふくの刑事らしき男が、しゃがんで話をしている透に気がついて怒ど鳴なった。

「すいません。撃たれたのって、捜さがしてる俺の親おや父じかもしれないって思ったから話を聞いてたんです。だけど全然違いました。すぐ出ていきます」

　透は適当にぺらぺらと言い訳わけを並ならべ立てると、公園口出口から地上に出た。すぐに全身から汗あせが噴ふき出す。高こう架か橋によって灼しやく熱ねつの直ちよく射しや日につ光こうは遮さえぎられているが、２４６号と首都高速渋しぶ谷や線から放たれる熱せられた排はい気きガスのせいで、この周辺は吐はきそうなほどの気温になっている。

　人ひと垣がきは減へっていたが、パトカーの回転灯が周囲を目め障ざわりに威い嚇かくしていた。




　　　　§２




──発砲事じ件けん発生から六分三十四秒後




「あっ、動いたっ!!」

　一時的に停とまっていた電車が動き出した。逃にげた男を追いかけて電車に飛び乗ったのはいいものの、追い詰つめるべきかどうかで迷っているうちに、三軒茶屋駅に到とう着ちやくする前に電車が緊きん急きゆう停車したのだ。車内放送では、信号が赤だからと説明が流れたが、実じつ際さいは先ほどの地下通路での出来事が原げん因いんに決まっている。

　まさかあんなことになるとは、薫はこれっぽっちも思わなかった。透から総一郎に警けい告こくの電話があったときに、素す直なおにそれを聞いていればと悔くやまれる。

「くそっ、あの野や郎ろうっ!!　もう少しで仕し留とめられたのにっ!!」

　総一郎は完全に頭に血が上っていて、車両を移い動どうしてあの逃げたホームレスを追おうとしている。薫はそんな総一郎を必死に宥なだめながら、何とかその場に押おしとどめていた。

（落ち着けっ。あの男を追うのか、それとも逃げるのか、まずそれを決めなければならない。状じよう況きようは我われ々われに大きく不利なのだ。今警察に捕まったら、どう言い訳するつもりなのだっ）

　考えるべきは自分たちの身の安全。透と響に耳にタコが出来るほど聞かされた鉄てつ則そくだ。いくら張はり合っている最中だと言っても、これだけは薫も破やぶるつもりはなかった。

「私は追うべきじゃないと思う」

「……わかった」

　あの男が逆ぎやく上じようして暴あばれたら、他ほかの乗客にも被ひ害がいが及およぶ。それは薫の本意ではない。落ち着きを取り戻もどしたのか、総一郎も同意するように頷いた。

（なら逃げることにしよう。我々の目的はペット誘ゆう拐かい犯はんを捕まえることであって、あのホームレスを捕まえることではない）

「そうだけど……、俺たちかなりまずい立場になってるんじゃ……」

　総一郎はカーゴパンツのポケットの上から拳けん銃じゆうをぐっと握にぎり締しめた。

（既すでに警察には通つう報ほうがなされているはずだ。確たしか世田谷署しよはここからすぐだったな）

　これから犯人が隠かくれているという場所へ、藤ふじ倉くらに案内してもらうはずだったのに、事じ態たいは大きく変わってしまった。一緒に電車に乗り込んだ藤倉は、命を狙ねらわれたことに対してまだ衝しよう撃げきが抜け切らないのか、手足が小こ刻きざみに震ふるえていた。見ているだけで薫も同じくらい不安になる。

（それに薫の服も何とかしないといけない）

　乗客がチラチラと薫の格かつ好こうを目に留とめて、訝いぶかしげに首を傾かしげている。スカートの裾すそが、赤黒く血で大きく汚よごれていたからだ。純じゆん白ぱくと毒々しい血の色が対照的で、異い様ような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。総一郎が壁かべになるように乗客の視線から守ってくれたが、あまり役に立っていない。

　それにしても意外な展てん開かいだった。透や響が散々嫌いやな予感がすると言っていたけど、こういうことを予見していたからだろうか。それともこれは透たちにも予想外の出来事なのだろうか。

「あいつは何者なんですか？」

　薫はつい非ひ難なんするような口調で、藤倉に問い詰めていた。あのホームレスの苦しそうな表ひよう情じようが脳のう裏りに浮うかぶ。バラバラにされた柴しば犬けんや吊つり橋に吊るされた猫ねこの苦く悶もんの姿すがたと重なってしまい、猛もう烈れつに気分が悪くなる。

「し、知らないっ」

　藤倉の全身から後ろめたさを示しめす強い臭においが流れ出す。

「噓うそはつかないでっ」

　薫は小さく叫さけんでいた。

（薫、落ち着くんだ。興こう奮ふんしていたら大事なことを見落とすぞ）

「ご、ごめん、桃ももちゃん」

「す、すまない。言わないんじゃなくて、言えないんだよ。む、娘むすめの、命がかかってるんだ」

（まっ、舞ま衣いのことか!?　舞衣がどうしたというのだっ）

　今度は桃が取り乱みだしたように叫んだ。頭の中に大音量の意思が強きよう烈れつに叩たたき込こまれる。

「うっ、い、今のは……」

　藤倉が驚おどろいて周囲を見み渡わたして、最後に桃を凝ぎよう視しした。桃は総一郎の肩かたに飛び乗ると、全身の毛を逆さか立だてた。藤倉はあり得ないというように頭を振ふっている。

「桃ちゃん、落ち着いて」

　興奮のあまり藤倉にまでテレパスで話しかけてしまったのだろう。

　薫も総一郎も桃も、みんな突とつ然ぜんの事じ態たいにどこか平静を失っていた。薫は必死に落ち着けと自分に言い聞かせた。

（舞衣はこの男の娘だ）

　藤倉が反はん応のうしなかったので、今度は薫と総一郎にだけ伝わる声で言ったのだと思う。

「命って、どういうこと？」

（……私とみぅは舞衣に拾われたのだよ）

「桃ちゃん……」

　桃の言葉にならない想おもいが強烈に伝わってくる。

（この男や舞衣の兄のことなどどうでもいい。私は舞衣のことが心配だったから……）

　今回、桃がやたらと薫をけしかけるようなことをしてまで、この事件にかかわったのは、そういうことだったのだ。ずっと舞衣のことが心配で気になっていたのだろう。

（だから私は引くつもりはない。だが薫と椎しい名なは……）

「わかった。桃ちゃん、舞衣ちゃんを助けようっ」

　薫は桃の言葉を遮って言った。正直言って本当は怖こわかった。自分の手に負えない事態を前にして、薫は引くべきではないかとも思っていた。だけど桃は薫の大事な大事な親友なのだ。その桃が困こまっているのなら、力になってあげたい。ここで桃の助けになれないようなら、いつまでたっても透や響の力になどなれない気がした。

「わかった。じゃあ俺も覚かく悟ごを決める」

（薫、椎名……）

　いつもにやけている総一郎が口元を引き締めると、薫の肩に力強く手を置いた。

「はっ？　君たち何を言ってるんだ？　私の話を聞いてなかったのか？」

「いいから、任まかせとけって。おっさんだって味方が増ふえれば嬉うれしいだろ？」

（駅に着くぞ）

　電車のスピードが落ちていく。そのまま三軒茶屋駅のホームに到とう着ちやくした。ドアが開くと同時に、三両ほど向こうからホームレスの男が飛び出して走り去っていった。

「あっ、くそっ」

（放ほうっておけ。それより我われ々われも早く逃にげた方がいい）

　みんな一いつ斉せいにホームに降おり立つと、階かい段だんに向かって走り出した。

「あっ、待って。その前にこれ何とかしなくちゃ」

　薫はスカートの裾すそを指差した。このままでは目立って仕方がない。

　薫は階段を上がって女子トイレの個こ室しつに入ると、バッグの底に隠かくしてあったサバイバルナイフを取り出した。響に貰もらった護ご身しん用のナイフだった。

　手早くスカートだけを脱ぬいで下着姿になると、べっとりと血けつ液えきで汚よごれた裾の部分を切り取った。かなり際きわどい短さになってしまったが、怪あやしまれるよりは全然いい。

「お待たせです」

　駅のトイレを出ると、待っていた総一郎と藤倉の前に立った。

「か、薫ちゃん……それはまた大だい胆たんな……。違ちがう意味で注目浴びちゃうよ、それ」

「うー、やっぱり？　短過すぎたかなあ」

　そう言われると、行き来する人の視し線せんが気になってしまった。薫は話題を逸そらそうと桃の姿を捜さがしたが見当たらない。

「あれ？　桃ちゃんは？」

「上の様子を見にいっているんだけど……、あっ、戻もどってきた」

　桃は駅長室横の改札窓まど口ぐちをどてどてと走り抜ぬけた。

（遅おそかった。もう検けん問もんが開始されてる。おまけに椎名と薫の写真も行き渡わたってるぞ）

　そうなるとここに警けい官かんがやってくるのは時間の問題だった。だけど薫には索さく敵てき能のう力りよくはほとんどない。適てき当とうに逃げ回っても、簡かん単たんに追い詰つめられてしまう。

「……あの、透さんと響ちゃんに助けてもらいませんか？」

　あの二人の能力なら、手て薄うすなところを狙ねらって裏うらをかくことも出来る。

（ダメだ、薫）

「俺も反対」

　間髪はつを容いれずに却きやつ下かされた。

「ど、どうしてですか？　もう対立してる場合じゃないと思うんだけど」

「あいつらきっと、さっさと藤倉のおっさんを警察に引き渡せって言うに決まってる」

（私もそう思う。間ま違ちがいなくこの件けんから手を引けと言うだろう）

「かといって、あいつらに協力してもらうよう頼たのんでる時間はない」

　確たしかに総一郎と桃の言う通りだった。そして言っているそばから、制せい服ふくを着た警官が数人ばかり通路の奥おくの階段を降りてきた。

　慌あわてて薫たちは背せを向けると階段を下りた。

（検問を突とつ破ぱするか、別の場所から逃げ出すかだが、私にいい考えがある。ついてきてくれ）

　そう言って桃が先を歩き始めた。薫は総一郎と顔を見合わせて頷うなずくと、その後を追った。藤倉はおろおろしながらも、薫たちの後についてくる。

　ふと透と響は、今いま頃ごろ何をしているのか気になった。きっと薫たちを追って、動き始めているに違いない。もし捕つかまったら、きっとそれ見たことかと説教されるのは目に見えていた。それでは響に勝つことなど到とう底てい出来ないだろうし、透にも認みとめてもらえないだろう。




　　　　§３




──発はつ砲ぽう事件発生から九分四十九秒後




　透はタクシーを捕まえると、運転手に三軒茶屋駅とだけ告げて、発車してもらった。利きき過ぎた冷れい房ぼうに汗あせが冷えて、背中が気持ち悪い。

　すると携けい帯たいにメールが入った。響か薫からの連れん絡らくと思い、慌ててディスプレイを覗のぞき込んだが、それはエクスプローラーからのメールだった。首都圏けん在ざい住じゆうのエクサーに緊きん急きゆうで依い頼らいが出されていた。

「こんなときに……」

　男の名前は藤倉嘉よし治はる。顔写真付きで身み柄がら拘こう束そくの依頼が出されていた。いわゆる賞金首だ。

　そして問題なのは、薫と総一郎の情じよう報ほうも併へい記きされていたことだ。顔写真や実名は伏ふせられていたが、現げん在ざい藤倉と一いつ緒しよに逃とう亡ぼう中であること、そして駒こま沢ざわ公園駅での発砲事件についても掲けい載さいされていた。現在の潜せん伏ぷく先として三軒茶屋駅周辺があげられている。

　この手の緊急依頼にしては報ほう酬しゆう額がくは百万円と少ないが、具体的に潜伏場所が限かぎられているために、手っ取り早く金を稼かせぎたいエクサーが、首を突つっ込んでくるのは目に見えていた。非ひ常じように厄やつ介かいな事じ態たいになったのは間違いない。

……だけど、それにしても早過ぎる……

　タイミングがよ過ぎた。まだ事件が起きてから十分少々しか経たっていないのだ。どこから情報が漏もれたにしても、この依頼者は、まるで現場に居い合あわせたかのようなタイミングだった。

「あっ、あいつかっ！」

　透はつい声に出して叫さけんでいた。運転手が何事かとバックミラーで透の様子を窺うかがった。

　空気の読めなさそうな陽気な青年、八や坂さか慶けい介すけという名前だったか。確かに慶介は藤倉のアパート近くにいた。そしてペット捜そう索さくの依頼も請うけていた。

　だがそうなると、この依頼が主しゆ催さい者預あずかりということからも、エクスプローラー側でも犯はん人にんを捜さがしていたということになるが……。

　ただ犯人と思われる少年の父親に賞金が懸かかるというのが腑ふに落ちない。ホームレスを雇やとった正体不明の者に命を狙ねらわれたのもこの父親だ。まだ何か裏がありそうだった。

　透は再ふたたび電話をかけてみたが、総一郎とは繫つながらない。薫は呼よび出し音は鳴るものの応おう答とうはなかった。こちらは電波の届とどくところにいるのは間違いない。意図して電話に出ないのか、それとも出られないのか……。段々と焦あせりが募つのり始める。




──発砲事じ件けん発生から十三分二秒後




　三軒茶屋駅の世田谷通り口の前でタクシーから降おりると、すぐに響が駆かけ寄よってきた。髪かみの毛が汗で額ひたいに貼はりついている。

「いたか？」

「ダメ、見つからないっ」

「電車は？」

「まだ停とまったまま。ホームまで行ってきたけど聞こえなかった。まだ駅と駅の間に停車してるんじゃ……」

「それはない。携帯の呼び出し音が鳴る以上、ホームに出てきている」

　透は地下に降りる出入り口を順に見ていった。行き交かう人々は一体何事だと、出入り口付近の物々しい様子を遠とお巻まきに眺ながめている。

「完全に塞ふさがれたわね。私が来たときには既すでにこの状じよう態たいだったわよ」

　地下鉄三軒茶屋駅に降りる出入り口には、全すべて武ぶ装そうした警けい官かんが緊急配はい備びされ、乗じよう降こう客を念入りにチェックしていた。拳けん銃じゆうを所持している者が発砲して逃亡したのだから、この対たい処しよは当然だが、それにしても対たい応おうが早い。世田谷警察署しよがここから目と鼻の先にあるのも、薫たちにとっては不運と言えた。監かん視しカメラの映えい像ぞうも既に行き渡わたっており、警官たちは、不ふ鮮せん明めいながら薫と総一郎と藤倉の姿すがたが拡かく大だいコピーされた用紙を手にして検問を行っていた。

　だが電車をホームに入れてしまったのは、警察と鉄道会社の不ふ手て際ぎわと言えた。情報伝達の齟そ齬ごでもあったのだろう。もっともそのお陰かげで、薫たちは命拾いをしたとも言える。

　透はもう一度薫に電話をかけたが、やはり応答はなかった。留る守す電でんにもセットされていないし、やはりＧＰＳは応答拒きよ否ひになっている。

「薫たち、どこに逃にげたんだろ……」

　響が駅員と警官のやり取りを盗ぬすみ聞いた限かぎりでは、改札に設せつ置ちされた監視カメラの映像には、それらしい人ひと影かげは映うつっていないらしい。

「電車がホームに入ってきたのは何分前だ？」

「乗客に聞いてみたけど、私がここに到とう着ちやくする二、三分前ってところよ」

「微び妙みようなところだな」

　緊急配備完かん了りようとのタイム差は恐おそらく数十秒といったところだ。間に合ったのか間に合わなかったのか。包囲網もうが敷しかれる前に突とつ破ぱされていると、さすがに捕まえるのは容よう易いではなくなる。

　検けん問もんでのチェックを受けて、透と響は地下に降りた。駅長事じ務む室では、ちょうど今も改札の記録映像を確かく認にんしているところだった。約十分前からの映像で、三倍速で確認している。

　映像には怪あやしい人影はいくつも映っていたが、身長が違ちがったり歩き方が違ったりといった点で篩ふるいにかけると、一つも引っかからなかった。

「じゃあまだ中にいるってこと？　でも私には聞こえなかったわよ」

「だけど薫ちゃんの携帯は呼び出し音が鳴るんだ。これの意味するところは……」

「カモフラージュ……ってことね」

　目もく撃げき証しよう言げんから、薫たちが発車直前の上りの電車に飛び乗ったのは間違いない。そしてその車両は、三軒茶屋駅に停車している。響がホームを確たしかめて、そこに薫たちがいなかったというのならそれも間違いない。ホームにもいなくて、コンコースにも停車中の電車の中にもいないのなら、残るは一つしかない。

「絶ぜつ対たいに警察より先に捕つかまえないとね」

　透は響と顔を見合わせて頷うなずいた。今はまだ時間が経たっていないので検問の輪は小さいが、時間が経つにつれて広げざるを得なくなる。当然その精せい度どは低下する。

　もっともその頃ころには多数のエクサーが集まってくるだろうから、それはそれで対応を考える必要がある。いざとなったら里さと美みに取引を求めてもいい。だがそれは最終手しゆ段だんだ。

「そういえば、エクスプローラーからのあの依い頼らいはどういうこと？」

「まだわかんないが、この事件、単たん純じゆんなペット誘ゆう拐かいだけじゃないな。きっと裏うらがある」

「うん。嫌いやな予感、当たりそうね」

　嫌な感じという漠ばく然ぜんとした表ひよう現げんしか出来ないが、言葉に出来ないというだけで、決してオカルトなわけではない。経けい験けんに裏打ちされた確かな感覚で、ときにはこれが状じよう況きようを左右するほどの重要な判はん断だん材料にもなり得る。響は比ひ較かく的それを重じゆう要よう視しし、透は逆ぎやくにデータと論ろん理りを重視するというだけで、勘かんとか気配といった第六感を否ひ定ていまではしていない。

「全くもう、面めん倒どうかけるんだから」

　響はやれやれと鼻を鳴らした。

「まあその通りだけど、お前にだけは言われたくないって言い返すぞ、きっと」

「うるさいっ」

　響は透の軽口に蹴けりで応こたえて改札をくぐった。

「俺おれは上から行くから、お前は下から頼たのむ」

　上う手まくいけば警察を出し抜ぬいて、薫たちを挟はさみ撃うちに出来る。




　　　　§４




──発はつ砲ぽう事件発生から十九分五十五秒後




　透は単車に跨またがると、再ふたたび２４６号を北上して三軒茶屋駅の隣となり、池いけ尻じり大おお橋はし駅に来ていた。時間的にはまだ少し余よ裕ゆうがあるはずだ。

　透と響が出した結論は、恐おそらく薫たちは停まったままの地下鉄を逆さか手てに取って、地下トンネルを通って逃にげたに違いないというものだった。改札を通ってなくて、響のセンサーにも引っかからないなら、残るは改札以外の場所を通って逃げたということになる。薫の携けい帯たいは、透たちを騙だますためのカモフラージュだ。わざと電波の届とどくところに放置されたに違いない。

　問題は池尻大橋駅側に逃げたのか、それとも駒こま沢ざわ大学駅側に戻もどったのか、どちらかということだが、現げん場ば検けん証しようが続いている駒沢大学駅側に行くとは思えなかった。万が一気づかれたら、挟み撃ちに遭あう可か能のう性せいが高いことを考えたら、池尻大橋側を選ぶだろう。

　薫たちが三軒茶屋駅に到着したのは今から十三分ほど前のことだ。その後すぐにホームから線路に飛び降りて池尻大橋駅側に向かったとしても、真っ暗な地下トンネルを走って移い動どうするのは難むずかしい。駅間は約千三百メートル。歩いていけば十五分以上はかかるとみていい。

　透は切きつ符ぷだけは買ったが、まだ改札は越こえずにエレベーターの前で様子を窺うかがった。上りと下りのホームの間に線路がある相対式ホームなので、桃たちがどちら側に上がってくるか見み極きわめてからの方がいい。

　試ためしにホームを覗のぞいてみたが、まだ姿すがたは見えない。すると途と端たんに鈍にぶい痛いたみが側頭部を走り抜ぬけた。この痛みにももう慣なれてきたとはいえ、我が慢まんもそろそろ限げん界かいに達しそうだった。

　ふと携帯が震ふるえてディスプレイを確かく認にんする。

……くそっ、こんなときに

　つい舌した打うちが漏もれた。相手はエクスプローラーを主しゆ催さいしている柴しば田た里美だった。どっと気が重くなる。透たちを狙ねらう霧生きりゆう玲れい子この双ふた子ごの妹──。何かと世話になってはいるが、協力関係にあるわけではない。依頼があれば請うけ負うこともあるというスタンスでいるのだが、最近は一方的に借りを作っている。この前の養よう護ご施し設せつに絡からむ事じ件けんの後始末は、里美に大いに世話になったのだ。

　そんな相手からの、このタイミングでかかってきた電話の意味するところは、あまり考えたくはないし、出たくもなかったが、そういうわけにもいかない。透は渋しぶ々しぶ通話ボタンを押おした。

「……何スか？」

　抑おさえようと思っても声に不ふ機き嫌げんなものが混まじる。

『ふふ、そう邪じや険けんにしないでよ。こうして話すのも久ひさし振ぶりだっていうのに』

　電話口から流れる快かい活かつな話し振りはいつもの里美だった。声には頼たよりがいのある姉のような包ほう容よう力がある。響が里美を避さけたがるのは、主しゆ導どう権けんを取られてしまうからではないだろうか。

「今取り込こみ中なんですけど」

『困こまってるんでしょう？　私なら助けてあげられるかと思ってね』

……くそっ

　どこか楽しげな口調が透の神しん経けいを逆さか撫なでする。里美は全すべてを把は握あくしているのだろう。

「どうせタダじゃないんでしょ」

『安いと思うけどな。ちょっと私たちの力になってくれるだけでいいのに』

「そのちょっとが、俺にとっては高いんですよ」

　里美にこれ以上借りを作るわけにはいかない。何としても透たちを仲間に引き入れたいと思っている里美のことだ。仕組んだとは言えないまでも、この状じよう況きようまで事じ態たいの進行を見守っていたのは間ま違ちがいない。危き害がいを加えてくることはなくても、身動きの取れない状況に追い込もうとするくらいはやりかねない。いや実じつ際さいにエクスプローラーに出されたあの緊きん急きゆう依頼を考えれば、既すでに仕し掛かけられた後とも言える。

『警けい視し庁ちようと世田谷署しよには話を通してあげてもいいのよ。悪い話じゃないと思うけど？』

「自分たちで出来るところまでは何とかしますよ」

　確かに里美なら、警察に圧あつ力りよくをかけることも可能だろう。だが取引に応おうじるのは最終手段だ。

『そうは言うけど捕まるのは時間の問題じゃないかしら。日本警察を舐なめちゃダメよ』

「里美さんたちが余よ計けいなことしなけりゃ、多分大だい丈じよう夫ぶですよ」

『あら？　随ずい分ぶんと信用ないのね』

「気のせいですよ」

　本音を言えば、透も里美のことは嫌きらいではない。むしろどちらかと言えば親しみを感じているくらいだ。だがだからと言って無む条じよう件けんに信用出来るほど、ここは牧歌的な世界ではない。

『うちの部下も動き出してるみたいだけど、手伝うように言おうかしら？』

「あいつ、子こ飼がいのエクサーだったんですね」

『あなたたちにも勝まさるとも劣おとらない腕うでよ』

　八坂慶介は里美直ちよく属ぞくのエクサーなのだろう。名は知られていないが、今までにも数多くの案件にかかわってきたものと思われる。

　里美が島しま木きとともにエクスプローラーを立ち上げた重要な目的の一つ、かつての集落の仲間集めの成果なのかもしれない。

「あいつも能のう力りよく者しやなんでしょ？　どんな能力なんですか？」

『話せって言うわけ？　それは私たちの仲間になってくれるって解かい釈しやくしていいのかしら』

「じゃあ結けつ構こうです」

『そう？　残念ね』

　里美はあまり残念そうには聞こえない口調で、あっさりと引き下がった。

　トンネルの向こうを覗いてみたが、薫たちはまだ現あらわれない。

『もし頼りたくなったら、いつでも遠えん慮りよしないで言ってきて。いくらでも力になるわよ』

「そうですね、そのときはお願いします」

　だがそれは、進しん退たい窮きわまったときだ。それまでは何とかして自力で切り抜ける方ほう策さくを模も索さくし続ける。自由に生きるには、それだけの労力を払はらう必要があるということだ。

　電話を切ると、今の会話を頭から追い出して、再ふたたび状況の整理に取りかかる。まず疑ぎ問もんなのは、犯はん人にんと思われる人物の父親が、正体不明の何者かに狙われたことだ。どうも背はい後ごに何か大掛かりな組そ織しきの影かげが見え隠かくれしているようで気になる。

　それに総一郎が発はつ砲ぽうした件もやはり腑ふに落ちない。命を狙っていた側が撃うたれたわけだが、それも考えてみると不自然だ。ホームレスの男の話からすると、撃たれた相手は雇やとわれただけの何も知らない使いっ走りだ。そんな相手に発砲するとはどんな状況なのだろう。

「いや、待てよ……」

　確たしかあの撃たれたホームレスの怪け我がは、胸むねにしかなかったはずだ。背せ中なかの方には傷きずはなかった。だが総一郎が持っているあの銃じゆうは、以前に透が里美から貰もらい、ハイテクビルの件で総一郎に預あずけっ放しにしていた代しろ物ものだ。

　両手でしっかり構かまえないと、片かた手てでは反動で腕うでごと持っていかれてしまうような威い力りよくのある銃で、数メートルから十数メートル程てい度どの距きよ離りなら、どう考えても銃じゆう弾だんは肉体を貫かん通つうする。

「あの傷は椎名が撃ったものではない？」

　確かく信しんは持てないが、その可か能のう性せいが透の中で次し第だいに大きくなってきた。もしかしたら透たちは思いっきり状況を見み誤あやまっていたのかもしれない。




──発砲事じ件けん発生から二十四分三十三秒後




　そのとき、透の目が暗くら闇やみのトンネルの奥おくから、動く人影のようなものをようやく捉とらえた。携けい帯たいで時計を確かめると、薫たちが三軒茶屋駅に到とう着ちやくしたと思われる時間から、約十八分が経けい過かしていた。ほぼ予よ測そく通りと言える。

　ついニンマリと笑えみが漏もれそうになったが、あまりの激はげしい頭ず痛つうに気分が悪くなってくる。ついに吐はき気まで催もよおし始めた。本当に限げん界かいが近いのかもしれない。

「おーっと、また会ったなー」

　背後から陽気に声をかけられて透は振ふり返った。

……ちっ

　八坂慶介だった。さすがエクサーだけあって嗅かぎつけるのが早い。

「ああ？　どうした？　顔色がかなり悪いぜ」

　心配そうにしながら慶介が透にすうっと手を伸のばした。

　透はその手を避よけるように一歩後ずさった。その手の動きが何となく嫌いやな感じだった。

　慶介は相変わらずニコニコしているが、中空でピタリと止まったその手の輪りん郭かくがゆらゆらと揺ゆらめいている。

「おっと、もう来たか。意外と早かったな。タレコミを入れるの、少し早過すぎたかな」

　慶介の呟つぶやきと同時に、警けい官かん隊が改札前に殺到するのが目の端はしに映うつった。今突とつ入にゆうされたら、薫たちに逃にげ場はない。

「そこで相談なんだが、一つ取引といかねえか？　俺はあの小さいお嬢じようちゃんが匿かくまってる男の身み柄がらを押さえたいだけなんだ。お嬢ちゃんたちにも猫ねこにも手出しはしねえ。もし捕とらえたら何もせずに引き渡わたすよ。だからお前らにも協力して欲ほしいんだ。これでどうだ？」

　悪くない話だった。警官たちに確かく保ほされるよりは遥はるかにマシだ。里美の協力は要いらないが、対等な取引なら応おうじてもいい。

　トンネルの奥では、ホームの様子を窺うかがって身を潜ひそめている人影があった。迷まよっている時間はあまりない。




　　　　§５




──発砲事件発生から二十四分三十三秒後




「やっと見えてきたな。薫ちゃん、大丈夫か？」

　総一郎が薫の耳元で囁ささやくように言った。どの程てい度ど効こう果かがあるのかわからないが、地じ獄ごく耳みみの誰だれかに聞かれないためだ。

「おっさんは？」

「私も大丈夫だよ」

　暗いトンネルを歩き続けて、ようやく池尻大橋駅のホームの明かりが見えてきた。ここからはペンライトは消した方がいいと言うので、暗闇の足元を恐おそる恐る前に進めていった。

　桃の案というのは、地下鉄が停まっている間に、地下トンネルで隣となりの駅まで行くというものだった。検けん問もんが何重にも配はい備びされていたため、地上を強ごう引いんに突とつ破ぱしてもすぐに捕つかまってしまうと判はん断だんしたからだ。

「でも、あそこも警察の人がいたらどうするの？」

　薫は前方の明かりを指差して言った。

（三軒茶屋よりは手て薄うすに違ちがいない。いざとなったら強行突破するしかないな。それかこのまま渋しぶ谷やまで行ってもいい）

　渋谷まで行く方が逃にげ切れそうだが、いつ電車が動き出すかわからない。真っ暗な地下トンネルをビクビクしながら歩くというのは、思いのほか緊きん張ちようを強しいられるものだった。急ごうと思っても足元が不確かなので、どうしても歩みは遅おそくなる。響に足音を聞かれないように、ずっと爪つま先さき立ちで歩いていたせいもある。空気も濁にごっていて息苦しい。

　夜目の利きく桃が先行してホームの様子を見にいくというので、薫たちはその場で待機して状じよう況きようを整理することにした。

「だけどあの野や郎ろう、何だっておっさんを狙ねらったんだ？」

「いやその……」

「ああ、わかってる。言えないってんだろ。だから勝手に俺らで推すい測そくするよ。おっさんは黙だまって聞いてればいい」

「ただのペット誘ゆう拐かいじゃなかったってこと？」

「そうなるな。あの男はおっさんを殺しにきた。それはなぜだ？　どう考えても個こ人じん的な私し怨えんって感じじゃねえよな。口くち封ふうじか、邪じや魔ま者の排はい除じよ……」

　総一郎は一人で自分の考えに沈しずんでしまった。薫も先ほどの場面を思い出す。

　あのとき地下鉄の入り口に降おりて、追ってきたホームレスから逃げていると、東口から先回りしていたもう一人の男が薫たちの前方に立ち塞ふさがった。




「藤倉、これは何の真ま似ねだ？」

「わ、私はただ……」

「お前は言われたことだけをしていればよかったんだよ」

　深く被かぶったチューリップ帽ぼうのせいで男の表ひよう情じようは見えない。

「椎名さん、気をつけてっ」

　電車が到着したからか、改札の奥から風が吹ふき出していた。合わせて男の臭いも運ばれてくる。強い害意を感じた。相手は何かするつもりだ。

「おーっと、動くんじゃねーぞ。まだ死にたくはないだろ」

　総一郎はポケットから取り出した銃じゆうを両手で構かまえると、男の胸むねに照しよう準じゆんを合わせた。

「何だお前は？　そんなもの持ち出して」

　総一郎の銃を見たら相手は怯ひるむと思っていたのに、まるで意に介かいした様子はなかった。

「だから、動くなって言ってるだろっっ!!」

「ふん。そういうものは、本当に撃うつ覚かく悟ごがないなら出してはいけない」

　男は平然とした態たい度どで近づいてくる。とても危あやういものを感じて、薫は足が竦すくんだ。

「一ついいことを教えてやろう。撃つぞと脅おどすのは拳けん銃じゆうの有ゆう効こうな利用方法だが、撃つつもりがないことが見み抜ぬかれては全く役に立たない。逆ぎやくに最初から撃つことが目的なら、こんなふうに抜いた瞬しゆん間かんに発はつ砲ぽうするもんなんだよ」

……えっ？

　男は懐ふところにすばやく手を差し入れたと思ったら、黒い何かを取り出して藤倉に突つき出した。

（危ないっっ!!）

　桃が藤倉の頭に飛びかかったのと、銃声が響ひびき渡わたったのが同時だった。藤倉はよろめくようにふらふらと後ずさる。

　鼓こ膜まくが破やぶれそうなほどの大音量の爆ばく発はつ音が、薫の耳の奥おくで何度もこだました。

「桃ちゃんっっ!!」

（大だい丈じよう夫ぶだ。当たってないっ）

　ほっとしたのも束つかの間ま、背はい後ごにいたホームレスの男が、どさりと前のめりに倒たおれ込こんだ。

　何事かと振ふり返った乗客が、総一郎が手にした銃と倒れたホームレスを見て、大声で悲鳴を上げた。撃った男は既すでに銃を懐に仕し舞まっていた。

「くそっ」

「て、てめえっっ!!」

　総一郎が逆上して銃を男に向けた。

「ダメーっっ!!」

　声の限かぎりに絶ぜつ叫きようした。総一郎に人殺しをさせるわけにはいかない。

　男は身を翻ひるがえして改札に向かって走り出した。総一郎はその男を追っていく。

　薫はホームレスのもとに駆かけ寄よって抱だき起こした。肺はいを撃たれたようで、口から血の泡あわをこぽこぽと吹きこぼしている。

（薫、急げっ!!）
















「でもっっ」

（いいから行くぞっ。椎名が暴ぼう走そうしたらまずいっ）

「で、でもっ」

　周囲にいた乗客は悲鳴を上げながら逃げ惑まどっている。人殺しと叫さけんでいる者もいる。総一郎が銃を持っているのを、多くの者に目もく撃げきされていた。躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。




　その後は撃たれたホームレスを置き去りにすると、総一郎を追って電車に飛び乗った。三軒茶屋駅についた後は、薫の携けい帯たいをホームに置いたままにして、地下トンネルに潜もぐった。透と響をごまかすためだったが、上う手まくいっただろうか。

「何らかの組そ織しきがかかわってるとなると、裏うら世界にも話は流れてるかもな。電波が届とどくところまで、もうちょっと進もう」

　ホームから数十メートルのところまで近づくと、総一郎はどこかにメールを打ち始めた。知り合いに情じよう報ほうを確かく認にんしているみたいだ。

　トンネル内の空気は乾かん燥そうして埃ほこりっぽい。薫は何度か咳せき払ばらいを繰くり返した。

「藤倉さん、一つ教えて下さい。アパートの前の家には誰が住んでるんですか？　息子むすこさんとはどういう関係なんですか？」

「あ、あいつは……、いや、あいつが全すべて悪いんだ。大だい斗とがああなったのも、全部あいつのせいだ。舞衣が、舞衣が……、くそっ」

　藤倉の罵ば声せいが、思いの外トンネルの中で大きくこだました。薫は慌あわてて藤倉の口を塞ふさごうとしたが間に合わない。トンネルの奥に残ざん響きようが広がっていく。

（何を騒さわいでいるんだ？）

「桃ちゃんっ」

（三軒茶屋ほどではないが、警けい官かん隊が改札の前にいた）

　どうするのかと総一郎の目が大きく開かれている。

（このままトンネルを通って渋谷まで行った方がいいかもしれない）

　薫もそれは仕方ないかなと思ったときだった。上りと下りの両方のホームに停まっていた電車が一いつ斉せいにヘッドライトをつけた。強きよう烈れつな光で薫たちが照らし出される。だが一本道のトンネルでは隠かくれる場所などどこにもない。

　緊きん急きゆう停車が解かい除じよされたのだろう。エンジンが始動する音が薫のところにまで響いてきた。

（渋谷行きはダメだな。行くしかない）

「行くってどこに？」

　薫は声に出して言った。もう響のことを気にしている場合ではない。

（こうなっては地下トンネルは危き険けんだ。強行突とつ破ぱするしかあるまい）

「だ、だけどっ」

「やるしかないだろっ」

　総一郎は桃と一いつ緒しよに走り出した。ここに隠れ続けていてもどうにもならない。

　薫もホームに向かって走り出した。




　　　　§６




──発はつ砲ぽう事じ件けん発生から二十七分十一秒後




　八坂慶介の提てい案あんに対して、応おうじるのか拒きよ否ひするのか迷まよっていると、再ふたたび携帯が震ふるえた。

「さっきの報告が反はん映えいされたようだな」

　慶介が携帯を見ながら言った。首都圏けん近辺のエクサーに送られた先ほどの緊急依い頼らいに、追加情報が書き込まれていた。

──ターゲットは池尻大橋に移い動どうした模も様よう

「やってくれるぜ」

　これでまた一つ、薫たちを包囲する網あみが狭せまくなった。

「さて、そろそろ答えが欲ほしいんだが、協力するのか、しないのか？」

「その前に一つ聞かせてくれ。あんたらは何であの男を追ってるんだ？　ただのペット誘ゆう拐かい犯はんってわけじゃないんだろ？」

「何だ、柴田さんから聞いてねえのか？　じゃあ、悪いけど答えるわけにはいかねーな」

　慶介は意外そうに首を振った。

「とは言うものの、それじゃああんまりだよな。んじゃ一つだけ。この近辺で起きてるペット誘拐事件の大半は、金に目が眩くらんだ者の独どく断だん行だ。本当の狙ねらいは別だと俺おれは睨にらんでる」

「じゃああんたらが追ってるのは……」

「それ以上は言えない。さあ、返事を」

　もう時間がなかった。里美の手を借りるのも協力するのも気に入らなかったが、ここは一いつ旦たん手を組んだ方が薫たちにとっては安全だった。選せん択たくの余よ地ちはない。

「仕方ないな。薫ちゃんたちには絶ぜつ対たいに手を出さない。危害も加えないって約束しろよ」

「わかった。約束するぜ」

　慶介と話をしているうちに、物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きを纏まとった者たちもちらほらと現あらわれていた。

「あそこにいるのスリッドだぜ。こっちの女はリリ・クラフトだな。結構大物が集まってる」

　それらの名前は透ですら聞いたことがあった。一人はその巨きよ体たいのわりに隠おん密みつ行動が得意な元特とく殊しゆ工作員だ。もう一人は遺い跡せき荒あらしで名を馳はせた女盗とう賊ぞくで、響が見たら敵てき意いを抱いだきそうなほどのグラマラスな女じよ性せいだ。ただ、どちらもＳ級で腕うでは超ちよう一流らしいが、手口が荒あらっぽいのであまり評ひよう判ばんはよくない。まずい奴やつらに目をつけられたとも言える。

「ったく暇ひまな奴らだな。あいつらもちゃんと監かん督とくしてくれよ」

「わかってるって。任まかせとけよ」

　薫たちはまだ隠れているようで、ホームに上がってくる気配はない。

　そのとき駅内放送で運転再開の案内が流れた。警察が二次検けん問もんに切り替かえたのと同時に、これ以上電車を停めておくことは出来ないと判はん断だんしたのだろう。

　電車のヘッドライトが灯ともされて強烈に前方を照らし出した。透はそこに映うつし出された人ひと影かげを見み逃のがさない。桃を先頭に総一郎と薫、そして藤倉という中年の男も一緒に向かってくる。

……ちっ、あの馬ば鹿かっ

　総一郎のカーゴパンツのポケットは膨ふくらんだままだった。とっくに処しよ分ぶんしているはずだと思っていたのに、まだ所持しているらしい。いくら何でも迂う闊かつ過すぎる。

……どっちだ？　どっちのホームに上がってくる？

　割われそうなほどの激はげしい頭ず痛つうに耐たえながら、透は改札を越こえて桃たちの動きを追った。集中するにつれて雑ざつ踏とうのざわめきが遠くなる。まだ誰も桃たちの存そん在ざいには気がついていない。

　桃は渋谷方面行きのホームに飛び上がると、そのまま電車内に乗り込んだ。車しや掌しよう室しつには誰もいない。総一郎は薫の手を摑つかんで上に引っ張ぱり上げている。

　ようやく下りの電車に乗った運転手が気がついて、どこかに無線連れん絡らくをした。駅長室の動きが慌あわただしくなる。警官隊が改札になだれ込んでくるのは時間の問題だった。

　透はホームへと続く階かい段だんに向かって走り出した。もうこうなっては袋ふくろのネズミだった。薫たちに逃にげる場所はない。最悪の場合、警官隊を全員殴なぐり倒たおして突破することもあり得る。逆に、薫と総一郎をスタンガンで気絶させて無理やり連れ出すことも必要かもしれない。

　階段を駆かけ下りながら、透は帽ぼう子しを取り出して被かぶると、つばをより深く引き下ろした。

　数十メートル前方でようやく薫たちの姿すがたを肉にく眼がんで捉とらえた。散々手間かけさせやがってと愚ぐ痴ちがこぼれそうになるが、そんなことはとっ捕つかまえて逃げ切ってから耳元で怒ど鳴なってやればいい。

　一いつ瞬しゆん、総一郎と目が合った。総一郎の表ひよう情じようがさっと強こわ張ばる。透は思いっきり勝ち誇ほこった顔でにやりと笑い返すと、ポケットからスタンガンを取り出して全力で走り出した。
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──発はつ砲ぽう事じ件けん発生から二十七分四十二秒後




　薫がその存在に気がついたのは、隣となりで総一郎が息を飲んで短く叫さけんだからだ。

「やられたっっ!!」

　総一郎の視し線せんの先に透がいた。不ふ敵てきに笑っている。行動を読まれていたのだ。

　真まっ直すぐに突つっ込んでくる透に、薫も軽いパニックに陥おちいる。その背はい後ごに制せい服ふくを着た警けい官かん隊が十数人、一いつ斉せいに階段を駆け下りてきたからだ。

「ど、ど、どうしよう～」

　逃げ場所は今しがた通ってきたトンネルしかないが、ばれた以上、もう逃げ切れるとは思えない。総一郎も逃げるのか迎むかえ撃うつのか決めかねているようで、おろおろするばかりだ。

　透と響を散々挑ちよう発はつして、対等に渡わたり合えているといい気になっていた挙あげ句くがこれだった。悔くやしさと情なさけなさで涙なみだが出そうになってくる。

「うー」

　薫は両手をぐっと握にぎり締しめて唇くちびるを強く嚙かんだ。そのときだった。

「えっ？」

　ホームの明かりが一斉に消えた。光っているのは電車内の照明だけだ。だけど数瞬遅おくれてその明かりまでも消えた。階段の上の方から僅わずかに漏もれてくる明かりで、何とか視界は確かく保ほ出来たが、乗客はいきなりの事じ態たいに戸と惑まどっている。

（椎名、今だっ。天てん井じように向かって一発発砲しろっ）

「えっ？　ええっ!?」

「わかったっ！」

　桃の突とつ然ぜんの指図にうろたえた薫だったが、総一郎はポケットから拳けん銃じゆうを取り出すと、躊ちゆう躇ちよすることなく発砲した。

──バンッ

　銃口から赤い炎ほのおが飛び出したのが見えた。至し近きん距きよ離りで銃声を聞いたので耳がおかしくなる。

（よしっ、では騒さわぎを起こせ）

　だけど桃の声はクリアに聞こえてくる。

「け、拳銃だっ。だ、誰だれか発砲したぞっっ」

　総一郎が暗くら闇やみの中で大声で叫んだ。その声に乗客はパニックに陥って、悲鳴を上げながら一斉に階段に殺さつ到とうした。駆け下りてきた警官隊と衝しよう突とつして大だい混こん乱らんに陥る。

　透はその場にしゃがみながら薫たちの方を窺うかがっていた。なぜか透は薫たちを追ってこようとはしない。どうも見えていないようだった。

（薫、椎名。電車に乗れっ）

　なぜと問う前に薫は動いていた。桃の声に従したがい、藤倉の腕を引っ張ぱって車両に乗り込む。もう疑ぎ問もんは頭から追い出した。今は考えるよりも行動する方が先だ。

　するとドアが開いた。ホームとは反対側のドアだ。三軒茶屋方面行きのホームに停とまっていた電車のドアも開いた。少しだけドアの位置がずれていたが、乗り移うつるには十分だった。

　蛍けい光こう灯とうは蓄ちく電でん池ちのお陰かげで回かい復ふくしたがパニックは収おさまらない。

　薫たちは電車を乗り移りながら反対側のホームに出ると、階かい段だんを一気に駆かけ上がった。

　警官隊はほとんどが渋谷方面行きのホームに移い動どうしていて、あまり残っていない。残っていた数名の警官も、乗客のパニックに巻まき込こまれて収しゆう拾しゆうをつけられないでいる。

　行ける。今なら何とか逃にげられる。
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　突然真っ暗になったと思ったら銃声が聞こえてきて、透は慌あわててその場に伏ふせた。その後、総一郎の芝しば居いがかった叫び声が聞こえてきた。発砲したのは総一郎で間ま違ちがいない。

「お前らっ、無む茶ちやが過すぎるぞっっ」

　いくら逃げ切るためとはいえ、そこまでするかと呆あきれると同時に、怒いかりがこみ上げる。だが張り倒たおそうにも全く周囲が見えなかった。逆ぎやくに薫たちは視界を確保しているらしい。地下トンネルを歩いてきたせいで、目が暗くら闇やみに慣なれていたのだろう。数秒で慣れる明めい順じゆん応のうと違い、暗順応には数分以上の時間がかかり、透でもまだ無理だった。

　四方から悲鳴や怒ど号ごう、足音は聞こえるが、それが誰のものなのか全くわからない。携けい帯たいのディスプレイを懐かい中ちゆう電灯代わりにした人々が、右う往おう左さ往おうしているのがぼんやりと見えるのみだ。

　すると響から電話が入った。同時にホームの照明が回復して、少しだけ人々の混こん乱らんが収まる。

「お前、今どこだ？」

『ホームに上がったところよ。薫たちは反対側のホームに移って階段を上ってる』

「あいつら、最初からこれを狙ねらってたんだなっ」

『桃の仕し業わざよ。ホームの停電はいつかのテロ騒ぎのときと同じ。ネズミあたりにケーブル切せつ断だんさせたのよ。電車の照明が消えたのは桃が運転席と車しや掌しよう席からスイッチを切ったみたいね』

　透は階段を駆け上がりながら薫たちを捜さがすと、コンコースを走り抜ぬける姿すがたが見えた。

『それより透、気をつけてっ。あのときのホームレスが近くにいるっ』

……マジかよっ！

「あいつら気づいてんのかっ？」

『わかんないっ』

　透は警官隊と逃げ惑う乗客を搔かき分けて何とか階上に駆け上がった。薫たちは改札を飛び越えていくところだった。響も薫たちの足音は捉とらえているはずだから、見失う心配はない。問題は謎なぞのホームレス男だ。

　改札前は更さらに大混乱に陥っていた。自動改札も止まっているために、将しよう棋ぎ倒しになって押おし潰つぶされている人たちや、駅員に何やら怒鳴り散らしている客がいて収拾がついていない。運転を再さい開かいするというというアナウンスが流れた直後だったため、大量の客が改札に殺到していたのもタイミングが悪かった。

　薫たちの姿を目で追っていると、透はその姿に気がついた。顔に見覚えがあった。響が言っていたあのホームレスの男だ。どこかで着き替がえてきたのだろう、男はこぎれいなサマージャケットと綿パンに身を包んで、そっと薫の背はい後ごに忍しのび寄よっていた。

「やばいっっ!!」

　薫は逃げるのに精せい一いつ杯ぱいで、周囲に対して注意を払はらっている余よ裕ゆうを失っている。この辺りが場数を踏ふんでいない経験の浅さが露ろ呈ていしてしまう部分なのた。

　透は自動改札の上に乗り上がると、思いっきりジャンプして着地した。間を置かず響も同じようにして飛び越えてきた。

「薫ちゃん、後ろっっ!!」

　透が怒鳴ると、南口に向かっていた薫は走りながら背後を振ふり向いた。その顔が驚きよう愕がくに彩いろどられる。すぐ後ろにいた男が内ポケットから拳けん銃じゆうを取り出すのが見えた。

　そのとき透のすぐ横をもう一人の男が並ならびかけた。

……何だ？

　騒さわぎを聞きつけたスリッドだった。スリッドはナイフを抜いて目を血走らせている。

「くそっ、面めん倒どうな奴やつがっ」

　薫たちには危き害がいを加えないという約束だったが、当然ながらそれが徹てつ底ていされる保ほ証しようはどこにもないということだ。

　銃を持った男は走りながら、藤倉に狙いをつけている。こんな不安定な状じよう態たいで発はつ砲ぽうさせるわけにはいかなかった。どこに当たるかわかったものではない。

「ていっ!!」

　目の前を銀色の閃せん光こうが横切った。その光は稲いな妻ずまのように男の右手の甲こうに突つき刺ささった。

「ぐおっ」

「あいつは私に任まかせてっっ。あんたはっ」

「わかったっ」

　透は最後まで聞かずにスリッドに飛びかかった。スリッドは透の手を紙かみ一ひと重えで避よける。

「何だ、お前は？　邪じや魔まをするなっっ」

　スリッドが怒鳴り声を上げて透の脇わきをすり抜けようとする。だが透はスタンガンを構かまえて素す早ばやく行く手を阻はばんだ。

「貴き様さまっ」

　スリッドの隆りゆう々りゆうとした肩かたの筋きん肉にくが更にぐっと盛もり上がった。下から上に、空間を切り裂さくように逆袈げ裟さでナイフが振り上げられる。だが透はそれをスエーバックで難なんなくかわした。

　再ふたたび切り下ろされた切っ先は、先ほどと全く逆の軌き道どうを描えがきながら、僅わずかに射しや程ていが延のびていた。スリッドの表ひよう情じようが勝ち誇ほこったように歪ゆがむ。

　いつの間にかナイフの握にぎりが指二本分だけ持ち替かえられていた。だがもちろんそれを見み逃のがす透ではない。今度は半歩だけ後ずさってそれをかわした。

「おじさん、ナイフは突き刺すものであって、切りつけるものじゃないよ。どうしても切りたいなら、ここ。ここを狙いなよ」

　そう言って透は頸けい動どう脈みやくと喉のどを指差した。

「ふん。貴様、ただの小こ僧ぞうじゃないな」

　スリッドはナイフを逆さか手てに持ち替えた。更にもう一本、アーミーパンツのポケットから小ぶりのナイフを取り出すと、両手に構えてすいっと目を細めた。

　一呼こ吸きゆう入れる間もなく、立て続けにスリッドのナイフが透の身体からだに突き出される。だが透はそれを全すべて余裕をもってかわすと、最後の一突きに合わせて、伸のばされた右みぎ腕うでにスタンガンを押し当てた。一いつ瞬しゆん触ふれただけなので気き絶ぜつさせるまでには至いたらない。だが今はそれで十分だった。

──カターン

　スリッドの右手からナイフが地面に落ちた。電でん撃げきが脊せき髄ずい反はん射しやを引き起こして、勝手にナイフを握る手を弛し緩かんさせてしまう。

　ナイフを拾おうとするスリッドを、透はすかさず蹴けりつけようとしたが、その人ひと影かげに気がついて足を止めた。スリッドのすぐ後ろに、いつの間に忍び寄っていたのか、クラフトが無表情で立っていた。右手に細い針はり金がねのようなものを巻まきつけている。

　恐おそらく研とぎ澄すまされたワイヤーか何かだろう。大した威い力りよくはないが、皮ひ膚ふを切り刻きざむくらいは出来るかもしれない。

　クラフトと睨にらみ合っていると、スリッドがその脇を駆かけ抜ぬけようとしたので、再び回り込んでその前を塞ふさいだ。

「だから行かせねえって」

「調子に乗るなっっ」

　スリッドが飛びかかってくるのと、クラフトが手首を翻ひるがえすのが同時だった。さすがにこれは余裕をかましている場合ではない。だがワイヤーの動きは直線的だ。常つねにクラフトとの間にスリッドを置くように身をこなしていればそう問題はない。

　今度は透から攻こう撃げきに移うつった。スリッドのナイフをかいくぐって、懐ふところに飛び込むと素早くスタンガンを胸むねに押し当ててスイッチを入れた。ほんの一瞬だけスリッドの動きが止まる。だが透にとっては、相手を無力化させるのに十分な間だった。スリッドの鳩尾みぞおちに左ひだり拳こぶしを叩たたき入れると、もう一度スタンガンを押し当てた。スリッドの膝ひざが落ちる。

　透はスリッドをクラフトの方に蹴けり飛ばした。透とスリッドたちの間に距きよ離りが出来ると、双そう方ほうの動きはピタリと止まった。

「ふう、こんなもんかな」

　明らかに役者が違ちがった。

「俺おれさ、少し前にこの女に殺されかかったんだけど、そのときわかったことが一つあるんだ」

　透は斜ななめ横で銃を持った男と対たい峙じしている響を目で示しめして、スリッドとクラフトに言った。

「何よ。殺されかかったって大袈裟ねー」

「いや、あれはマジで死ぬところだったから」

　ハイテクビル内で、強きよう烈れつな暗あん示じをかけられた響とナイフで格かく闘とうしたのは、つい二か月ほど前のことだ。あのときの響よりも素早くナイフを操あやつる者を、透は未いまだかつて見たことがない。

「どんな奴が相手だろうと、よおくこの目で観察すれば、見切れない相手などこの世にはいないってな。俺の目から逃れられる者はいない」

　透は自分の左目を指差して言った。

「ほざけっっ!!」

　しゃがんでいたスリッドが立て続けに投げつけたナイフを、タイミングを合わせて二本ともスタンガンで叩き落した。その早はや業わざにスリッドもクラフトも目を見開いて驚おどろいた。

「お、お前、何者だ？」

「悪あく党とうに名乗る名前などないっ」

　響はずびしっと人差し指をスリッドに突つきつけて胸を張はった。クラフトよりも随ずい分ぶんと薄うすい胸が何だか悲しくなる。

「何でお前が答えるんだよ」

　透が突っ込んだが、響は返事をしない。

「人呼よんで──」

「名乗るのかよ」

　もう一度突っ込んだが、今度も返事をしない。

「覗のぞきマニアのスルーとは彼のことよ」

「ちょっと待てっ。人聞きの悪いこと言うなっ」

「あら、いつものお返しじゃない」

　実に嬉うれしそうに響は唇くちびるを歪ゆがめた。

「お、お前がスルーだって？」

「じゃ、じゃあ、あなたが横取りのエコー？」

「違うっっ!!」

「おい、有名だな」

　透はくっくっと忍しのび笑いを漏もらした。響が横目で睨んでくる。

「あんたたちが手を組んだっていうのは聞いていたけど、こんな子どもだったなんて……」

　いつの間にかギャラリーが増ふえていた。遠巻きに事じ態たいを眺ながめている乗客たちが、ひそひそと話し合っている。携けい帯たいカメラを構かまえている者までいて、透は慌あわてて帽ぼう子しを深く被かぶり直した。警官隊が集結している目と鼻の先でやり合うのは、些いささか軽けい率そつだったかもしれない。

「おい、そこで見てるんだろ。約束しただろうに」

「いやいや、面おも白しろいもん、見せてもらったぜ」

　透が人ひと垣がきの後ろに向かって言うと、慶介が姿すがたを現あらわした。

「手て掛がかりが欲ほしいなら、その男を締しめ上げれば何か出てくるぜ」

「そうみたいだな」

　透が銃じゆうを持った男に顎あごをしゃくると、男は後ずさった。

　すかさず横手からワイヤーが飛んできて男の手首に巻きついた。男は引き千切ろうとでもしたのか、無理やり解ほどこうとして皮膚が裂さけていた。ワイヤーに沿そって血が滴したたっていく。

「そんなわけで、スリッドさん、クラフトさん、標的以外に危き害がいは加えないで下さい」

　慶介がずいっと前に出て、なぜか懐から名めい刺しを取り出した。

「何だお前は？」

「今回の依い頼らいのエージェントです。普ふ段だんはエクサーとして働いてる方が多いですけどね」

　スリッドに渡わたしている名刺にはエクスプローラー・エージェントと記されている。

「だけどこいつらのせいで逃にげられちまったじゃねえか」

「それは大だい丈じよう夫ぶですよ。彼らが協力してくれますから。そうでしょ？」

「断ことわるわ。私は約束なんてしてないから勝手にやらせてもらう」

「約束を破やぶったのはそっちだからな。俺も断る」

　スリッドたちの攻こう撃げきを止めもせずに、高みの見物を決め込んでいたのはわかっている。

「あっ、ちょっと待てよっ」

　慶介がしまったという表ひよう情じようで慌あわてたが、透も響もそれには取り合わない。透は慶介に背せを向けると、響と一いつ緒しよに南口の階かい段だんを一気に駆かけ上がった。

「薫ちゃんたちの足取りは摑つかんでいるな？」

「私を誰だれだと思ってるのよ？　可か憐れんな美少女エコー様よ」

「何だその初めて聞く二つ名は。誇こ大だい広告でＪＡＲＯに訴うつたえるぞ」

「う、うるさいわね。せっかくボケたんだから笑いなさいよ」

「じゃあ俺は最強無む敵てきのスルー様と名乗るとするかな」

「あんた、センス無いわねー」

「お前だけには言われたくねーな」

　透たちは軽口を叩たたき合いながら、停とめておいた単車に駆け寄よった。
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「はあはあはあっ」

　薫は肩かたで息をしながら、背はい後ごを振ふり返った。見える範はん囲いで薫たちを追ってくる者はいない。

「さ、さすがに、この年で、こんなに、走らされると、つ、つらいね……。は、吐はきそうだ」

　藤倉は真っ青な顔色で苦しそうに喘あえいでいる。

　何台ものパトカーが巡じゆん回かいしており、至いたるところで警けい官かんが職しよく務む質しつ問もんを行っていたが、その都度逃げる方向を変えて、薫たちはいつの間にやら渋谷近辺までやってきていた。

「危あぶない……ところでしたね」

「…………ああ」

　総一郎は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいる。薫だけでなく総一郎も、自分たちが助けられたことをよく理り解かいしているようだった。

　十分警けい戒かいすべきだったのに、透と警官隊に気を取られていて、他に対しては疎おろそかになっていた。余よ裕ゆうがなかったのは確かだけど、それはいいわけにはならない。余裕がないということは、既すでに薫たちの手には負えない事態だということを意味してしまう。

　それに薫たちを追っていたのは、あのホームレスの男だけではなかった。透に怒ど鳴なられて振り返った瞬しゆん間かん、他に数人ほど害意を抱いだいている者に気がついた。あのとき透と響が間に入ってくれなかったら、ほぼ確かく実じつに捕つかまっていたと思う。

「どうやらおっさんに賞金が懸かかったみたいだな。もう俺たちの情じよう報ほうも漏れている」

　総一郎が携帯メールを見せてくれた。

「わ、私に賞金だって？」

「おっさん、結けつ構こう重要人物みたいだな。何でエクスプローラーまでがおっさんに賞金を懸けるのか、理由を聞かせてくれよ」

「それは……」

　明らかに藤倉は隠かくし事をしているし、噓うそもついている。だけどそれがどんなものなのかは薫にはわからない。これが薫の能のう力りよくの限げん界かいでもあった。

「わかってるって。娘むすめの命がかかってるから言えないってんだろ。でもなあ、少しは一緒にいる俺たちの身にもなってくれよ」

（椎名、危き険けんだと思うなら引いてくれても構かまわないぞ。迷めい惑わくをかけるのは私も本意ではない）

「桃ちん、あのな、俺はそういうことを言ってるんじゃねえんだよ。事情をきちんと話してくれないと、いざってときに対たい処しよ出来ないって言ってるんだ」

「君は誰に言ってるんだ。さっきから不思議だったが、どうも桃と話をしているように見えるんだが……。頭がどうかしてしまったわけじゃないよな？」

「ああ、気にしないでくれ。ただの独ひとり言ごとだ」

　総一郎は藤倉に顔も向けずに、片かた手てを振って受け流した。そのまま桃の返事を待っている。

（椎名、薫もよく聞いてくれ。これは先ほど襲おそってきた男の様子や、私が得た情報を私なりに分ぶん析せきして導みちびき出したものだ。間ま違ちがってる可か能のう性せいもある。だがそう遠いところではないと思う）

「桃ちゃん？」

（今回、私がこの件けんに興きよう味みを持ったのは、中なか野の駅近くで生活しているかつての仲間たちの数が大きく減へっていたことから始まる）

　それは前にも桃から聞いた。

（はっきりしたことはわからなかったが、どうも何者かが仲間たちを狩かっていたらしい。何とか逃げ切った仲間たちが何匹びきかいたのだが、皆みな私を見ると怯おびえたように逃げ出すか、明らかな敵意でもって襲ってきたのだ）

「どういうこと？」

　薫は桃の正面に屈かがんだ。

（どうやら狩りをしていた者というのが、私の知り合いだったらしい）

「つまり、それがこのおっさんの子どもで、かつての飼かい主ってことか？」

（恐おそらくな。それで私も裏切り者と思われたようだ。それというのもこの男の息子むすこというのが、昔からかなり評ひよう判ばんの悪い奴やつで、近所の動物は相当に嫌きらっていた。石を投げつけられたり、いきなり蹴け飛とばされて大おお怪け我がを負った犬もいた。私も何度かあいつには痛いたい目に遭あわされたよ。妹の舞衣は優やさしくていい子なのだが……）

　そこで桃は言葉を区切ると、大きな溜ため息いきをついた。

（しかも最近になって急に行動が過か激げきになったらしい。仲間たちの中には殺されたものもいたようだ。それで一体何があったのか調べようとしていた矢先に……）

「この事件のことを知ったのね」

（その通りだ、薫。それでも最初は、あの大斗の仕し業わざとは思えず半信半はん疑ぎだったのだが、砧きぬた公園のゴミ箱にあった地図が決定的だった）

「そっかー、そういうことだったのね。何で桃ちゃんは犯はん人にんが大斗くんだって断だん言げん出来るのか不思議だったんだ」

（どうも一緒に犯行を行っている者の性た質ちが悪いようだ。悪い影えい響きようを受けたのかもしれない）

　今のところわかっているのは、ペット誘ゆう拐かい、惨ざん殺さつの犯行は二人組みで行われているということだ。そのうちの一人が藤倉の息子の大斗で、もう一人はあのアパートの向かいに建っていた一いつ軒けん家やの住人なのだろう。

「さっきも聞きそびれたんだけど、大斗君と一いつ緒しよにいる人ってどんな人なんですか？」

「彼は……、いや、これから彼のところに案内するよ。会って直ちよく接せつ判断してくれ」

　場所はここから近いようで、藤倉は先頭に立って歩き出した。
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　響を後ろに乗せて今まさに発進するというときに、再ふたたび里美から電話がかかってきた。慶介が泣きついたのだろう。

『ウチの部下が失礼したそうだけど？』

「別にいいですよ。お互たがい様ですから」

『そんなこと言わないでよ。あなたたちにも悪い話じゃなかったのに……』

　予定が狂くるったからか、どこか非ひ難なんがましい口調だった。里美のシナリオでは、進しん退たい窮きわまった透たちが、里美に助けを求めてくることになっていたのだろう。

　もっとも、霧生や初老の男のように、弱みを握にぎって脅おどしたり誘拐したり謀ぼう略りやくを巡めぐらせたりしないだけ誠せい実じつなのは確たしかだ。色々と世話になったこともあって、そう無下に撥はねつけるのも申し訳わけない気もする。

「仲間にならなくたって、里美さんが困こまってるときには個こ人じん的に力になりますよ」

「あんた、何おべっか使ってんのよっ」

　響が不ふ機き嫌げんそうに透の脇わき腹ばらを抓つねった。

『うふふ』

　里美は送話口でくすくすと笑った。軽かろやかな笑い声が透の耳をくすぐる。

『あなた、島木くんと同じこと言うのね』

「あいつ、連れん絡らくありました？」

　ハイテクビルの屋上で霧生と一緒に姿すがたを消してから、透のところにはまだ一度も連絡はなかった。大怪我をしていたそうなので、まだ傷きずが癒いえないのかもしれない。

『全く今いま頃ごろどこで何してるのかしらねー。元気でやってるならいいんだけど……』

　珍めずらしく里美の声が拗すねたように愚ぐ痴ちっぽくなった。かつて襲しゆう撃げきされた古ふる和泉いずみ村から、命からがら一緒に脱だつ出しゆつして、今のエクスプローラーを立ち上げた二人なのだ。二人の間には、透には窺うかがい知れない何かがあるのだろう。

　いや今はそんな無む駄だ話をしている場合ではない。

「そうだ、大事なこと忘わすれてた。何でこの件に里美さんが嚙かんでるんですか？　ただのペット誘拐じゃないんでしょ？」

『そうね。手て遅おくれになる前にあなたたちは知っておいた方がいいわね。この件……遠からず、姉さん、つまり霧生が絡からんでるわよ』

「え、マジすか？」

　そのまま透は絶ぜつ句くしてしまった。響も表ひよう情じようが一変している。

　予想もしていなかった名前が出てきたことで、一気に頭が働き始める。透の生せい存ぞん本ほん能のうにスイッチが入ったような感覚だった。今までどこか危き機き感が足りなかったような気がしたが、ぐっと気が引き締しまる。

……霧生……か

　島木と一緒に姿を消してから、既すでに二か月近くが過すぎていた。今どこで何をしているのか知らないが、きっとよからぬことを企たくらんでいるのは間ま違ちがいない。島木が歯止めになってくれていると思っていたが、そう易やす々やすとコントロールされるような奴やつではなかったということだ。

「まずいな……」

　これは早いところ薫たちと合流した方がいい。意地を張はっている場合ではなかった。下手をすると取り返しのつかない事じ態たいに陥おちいりかねない。

「もうちょっと早く教えてくれればよかったのに」

『私もついさっき報ほう告こくを受けたばかりよ。まあ、一いち応おう怪あやしいとは思っていたから彼に調べさせてたんだけどね』

「なるほど」

　エクスプローラーが藤倉を追っていたのはそういうわけだったのだ。

「里美さん、霧生と仲直りしてくれませんか？　そうすりゃ俺おれたちも狙ねらわれなくて済すむのに」

『それも島木くんに言われたわ。でもそれが出来たら苦労はしないわ。それにもう、私たち姉妹しまいだけの問題じゃないのよ。私たちの仲間っていうのは、あいつらに家族を殺された人ばかりなの。同じことを繰くり返さないためにも、絶対に妥だ協きようしてはダメ。対たい抗こうする力がなかったら一方的にやられるだけよ。誰も助けてはくれない。自分たちの身は自分で守るしかないの』

　言葉とは裏うら腹はらに、元気のない声が聞こえてきた。里美には似に合あわない重苦しさが漂ただよってくる。

『まあいいわ、この話は今度ゆっくりしましょう』

「そうですね」

　今はこんな話をしている場合ではない。

『ああ、それから椎名くんて言ったかしら。彼が撃うった銃じゆう弾だんは回かい収しゆうしたそうだから、あの銃は処しよ分ぶんしなくていいわよ』

「うへっ、そいつはどうも」

　内心舌した打うちが漏もれた。これでまた借りが一つ増ふえたわけだ。

『ふふふ、別に脅きよう迫はくなんかしないわよ。安心して』

「わかってますよ」

　じわじわとプレッシャーをかけてくれる。話をしているだけだというのに、暑さ以外の理由で汗あせが滲にじみ出る。敵てき意いを抱いだかせずに人を思い通りに動かすコツというものをわかっている。

「じゃあ、俺たち急ぎますんで、これで」

　早く電話を切りたかった。

『響さんにもよろしくね。そこにいるんでしょ？　今度一緒に食事しましょう。あなたとは色々とお話してみたいこともあるのよ。あなたの本当のご両親には何かと世話にもなったしね』

　後半は直ちよく接せつ響に語りかけているようだった。響は勘かん弁べんしてよと嫌いやそうに首を振ふった。

……本当の両親か……

　かつて古和泉村に住んでいた頃ころには、響だけでなく透や薫も両親がいたはずだ。きっとその辺りのことは里美も何かを知っているのだろう。

『あなたたちと一緒に仕事が出来る日を楽しみにしてるわ』

「ははは、そうなるといいですね」

　そんな日はいつか来るのかもしれない。だが今はまだ自由にやっていたかった。島木のように一人でも生きていける飛び抜ぬけた能力があるなら別だが、一度仲間になってしまえば、もうそこからは抜けられないだろう。島木がついているということも大きいが、どちら側の味方にもならないかわりに、どちら側の敵にもならないから、双そう方ほうの陣じん営えいから見み逃のがしてもらっているというのが現げん状じようなのだ。

　いつか薫が透に言った。透には大切なものがあるのかと──。

　薫はなりたいものや、やりたいことがたくさんあると言った。透にもいつかきっとそういうものが見つかるはずだと言った。日々を生き抜くことに必死で、何も未来を見つめようとしなかった透に、その先の存そん在ざいを教えてくれたのだ。

　今はまだ見つかっていない。だけどもしかしたら本当に薫の言うように、透にも何かが見つかるかもしれない。だからそのときのために、選せん択たく肢しを狭せばめるようなことはしたくなかった。







　Interlude 3







　真夏だというのに、肌はだ寒ざむい空気が辺りを包み込む。

「ここに来るのは何年振りかしら？」

　隙すきのない硬こう質しつの響ひびきが、ガードレール下の水面に沿そって広がっていく。

　発達した積せき乱らん雲うんと抜けるような青空、山肌を覆おおう深緑の風景が、波は紋もん一つ立たない黒々とした水面に映うつり込んで、見事に対たい称しようなコントラストを描えがいている。

　黒のスーツに身を包んだ髪かみの長い女は、水面を静かに眺ながめている。その目はいつものごとく冷ややかだ。

　日本有数のダムに堰せき止められて出来た人工の湖の下には、幾いく柱はしらもの亡なき骸がらが埋うまっている。脇わきの慰い霊れい碑ひには、百数十名の名前が彫ほり込まれていた。

「あなたの名前もここにあるのかしら？」

　髪の長い女は、背はい後ごに立っていた長身の男に問いかけた。妖よう艶えんな赤い唇くちびるが蠢うごめいている。

　しかし男は何も答えないし、身動き一つしなかった。色の濃こいサングラスに遮さえぎられて、どこを見ているのかもわからない。

　古ふる和泉いずみ村がダムの底に沈しずんでから、もう十一年が過すぎていた。今ではここを訪おとずれる者はほとんどいない。

　女の携けい帯たいが鳴った。女はしばらくの間、鳴るままにさせていたが、一つ息を小さく吐はき出すと、通話ボタンを押おした。そのまま適てき当とうに相あい槌づちを打っている。

　長身の男はガードレールの際きわまで歩いていき、サングラスを外して折り畳たたむと、胸むねポケットに収おさめた。その目が遥はるか昔を眺めるように、すいっと細められた。

　男は、幼い姉妹と仲よく遊ぶ背せの高い少年の姿すがたを見ていた。揺ゆりかごですやすやと寝ねている生まれたばかりの弟もそばにいる。今日のようによく晴れた夏の日だった。

「仕方ないわね。予定より早くなったけど捕つかまえて。ただしターゲットの猫ねこ以外には手を出さないように伝えてちょうだい。後は好きにしていいわ。研究所も自由に使って構かまわないわよ」

　女は携帯を切ると男の横に並ならんだ。爽さわやかな風が二人の間を抜けていく。

「これでやっと計画が一つ先に進むわね……。大だい丈じよう夫ぶ、約束通り彼らには手を出さないわよ」

「ああ……」

「人間って醜みにくいものね。何かを攻こう撃げきせずにいられない。壊こわさずにはいられない生き物なのよ」

「……なら、俺たちも人間ってことだな」

「そうね……。そうだといいわね」

　女は水面を見つめて頷うなずいた。その物もの憂うげな目が妖あやしく輝かがやいている。







　第四章　思い知らされた壁かべ
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　何台ものパトカーが赤い回転灯で威い嚇かくしながら巡じゆん回かいしており、目め障ざわりで落ち着かない。

「霧生きりゆうねえ……」

　透とおるは信号待ちのときに携帯からエクスプローラーサイトを呼よび出した。今現げん在ざい出されている依い頼らい案あん件けんにざっと目を走らす。ペットの失しつ踪そうについては、相当数の依頼が出されていた。

　これら全すべてが今回の件とかかわりがあるとは思えないが、それにしても以前と比くらべればかなりの数だった。何者かが意図して引き起こしているのは間ま違ちがいないと思われた。

　そしてこれらは、どうみても単たん独どく犯はんの仕し業わざではない。同日に離はなれた場所で発生している案件がいくつもある。普ふ通つうに考えれば、複ふく数すうのチームが動いているということになる。藤ふじ倉くらたちはそのうちの一チームだ。マスコミで報ほう道どうされたのはまだ昨日の話だから、スタンドアローン的に別々の思おも惑わくを持った者たちが、同時に同様の犯行を重ねているというのは考えにくい。きっと何者かが裏うらで糸を引いている。

　そこまではいい。問題はその先の話だ。

「ねえ、ちょっと気づいたんだけど、犬とか亀かめとか猿さるの依頼ってこの辺りに集中してない？」

　響ひびきの指し摘てきを確かく認にんしてみると、確かに犬に関しては依頼分ぶん布ぷに偏かたよりが見られた。猫の失踪が首都圏けん全ぜん域いきに分布しているのに対して、犬の依頼は世せ田た谷がや区く、中なか野の区、杉すぎ並なみ区に集中していた。明らかに何らかの傾けい向こうがあることが見てとれる。もちろんただの偶ぐう然ぜんとは思えない。

「そういや、この近辺のペット誘ゆう拐かいは、金に目が眩くらんだ奴やつの独どく断だんだって、さっきのエクサーが言ってたんだよな」

「それ、私も聞いてた。つまりペット誘拐事件は、他の失踪とは少し思惑が違うってことになるわよね」

「逆ぎやくに言えば、首都圏全域で狙ねらわれているのは猫だけってことになる。……どう思うよ？」

「猫と霧生か……。ねえ、もしかして桃ももが最終的な狙いってことは考えられない？」

　霧生が桃を狙ったのは昨年暮くれのことだ。島しま木きの話では、桃の体内に潜ひそんでいるウィルスが目的だったと言っていたから、動機だけを考えるなら、響の想そう像ぞうも十分にありえる話だ。

「だけど、だったら最初から直ちよく接せつに桃を捕まえにきてもいいんじゃないか？」

「それが出来ない理由があったとしたら？」

「霧生の行動を制せい限げんする要よう素そ……」

　そんなものがあったとしても、透には見当もつかないと思ったのだが、そうでもなかった。

「島木かっ」

「島木ねっ」

　透と響の声がきれいに重なった。確かに島木が霧生のそばで健在なら、透たちに手出しすることを認みとめるはずがない。

　透は一いつ旦たん道路脇わきに単車を停とめた。二人ともヘルメットを脱ぬいで一ひと息いきつくと、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「この前のお爺じいちゃんといい、回りくどい奴ばっかりねー。みんなそんなに島木が怖こわいのかしら。私から見れば、ブラコンの人のいいお兄ちゃんって感じなんだけどなー」

「ブラコンって……、一いち応おう言っておくが、あいつは兄なんかじゃない」

「はいはい。でもあれから行方ゆくえ不明だよね。無事なのかなあ」

　あの島木がそう簡かん単たんにくたばるとは思えない。だから命の心配はしていないのだが、どこで何をしているのか……、それは少しだけ気き掛がかりだった。

「でもこの件に霧生が絡からんでいるとして、その目的は何だ？」

「そんなのウィルスに決まってるじゃない」

　透たちの特とく殊しゆ能のう力りよくは、このウィルスが原げん因いんとなって引き起こされたものということだった。致ち死し性せいの高い危き険けんなウィルスだが、運よく生き残れば、特殊能力が得られるかもしれないのだから、研究しようとする者がいるのは当然だ。それこそどんな手を使ってでも、入手しようと血みどろの争いが起きたとしても不思議はない。

　この能力は悪用しようと思えばいくらでも応用が利きくからだ。一番簡単なのは、他人の弱みを握にぎって脅きよう迫はくすることだ。透と響の力が合わされば、隠かくし事は一いつ切さい出来ないのだから、社会的影えい響きよう力が大きくて世間的評ひよう判ばんを非ひ常じように気にする政治家などは、格かつ好こうのターゲットとなりえる。

　霧生は特殊工作機関と手を結ぶことで、その能力を有ゆう効こうに使った。ありていに言えば、世界各地での軍事利用であり、諜ちよう報ほう活動に利用したわけだ。

　えげつない話だが、科学の歴史も軍事利用が前ぜん提ていとなって発はつ展てんしてきたのだから、特殊能力だって同じことだ。

「でもまあ、一応辻つじ褄つまが合うってだけだからな。根こん拠きよを裏うらづけるものは何もない。仮か定ていに仮定を重ねても、見当外れに終わることも多いから当てには出来ない」

　実じつ際さいには、桃が狙われた事実はないのだし、ペット誘拐犯の目的が桃だという証しよう拠こもない。今ある材料は状じよう況きよう証拠ですらない。あまり想像が先走っても、先入観に囚とらわれるだけだ。

「で、薫かおるちゃんたちはどこに向かってるんだ？」

「さあ。こっちの方角に向かってるけど、何もしゃべらないのよね」

　響は真まっ直すぐ北西の方角を指して肩かたを竦すくめた。

「はあ～。あいつら、まだやる気なんだな。全く誰だれに似にたんだか往おう生じよう際ぎわ悪わる過すぎだな」

「私じゃないことは確かね」

「お前に決まってるだろっ!!」
















「あっ、やっぱり？」

　どう考えても薫は響の悪影響を色濃こく受けている。

　楽しそうに笑う響だったが、ふと真顔になって溜ため息いきをついた。

「……薫が意地張はってるのって、あれって私への対たい抗こう心なんだよね……」

　響はどこか寂さびしそうに呟つぶやいた。

「何でお前にそんなもん燃もやすんだ？」

「ふふん、あんたにはわかんないわよ」

　響は鼻で笑うばかりで透の疑ぎ問もんには取り合わない。

「それより急いだ方がいいわよ。またおかしな奴やつが集まってきたみたい」

　響の指差す方を見ると、身のこなしに隙すきのない男が数人集まっていた。低速で近づくワゴンもいる。そして薫も総そう一いち郎ろうも桃も、その姿すがたに気がついているようには見えなかった。
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「それで俺おれたちはどこに向かってるんだ？」

　総一郎が藤倉に詰つめ寄よった。薫たちは検けん問もんの網あみを搔かい潜くぐりながら、２４６号を越こえて北に向かっているが、まだ目的地には着かないらしい。タクシーは検問で止められたら逃にげ場がなくなるので、敢あえて徒歩で移い動どうを続けていた。

　散々走ったのと、アスファルトからの照り返しがきつくて、脱だつ水すい症しよう状じようを起こすのではと思うくらい汗あせが止まらない。太陽はまだまだ高いところにあって、気温は当分下がりそうにない。

「そろそろだよ。ほら見えてきた」

「駒こま場ばキャンパスじゃねーか」

「へえ、あそこが東大なんだ」

　薫は額ひたいの汗を拭ぬぐって、遠くに見える建物に目をやった。

「まさか、おっさんの子ども、東大生なのか？」

（違ちがう。大だい斗とは私よりも馬ば鹿かだし、それにまだ中学生だ）

「待って。この臭におい……」

　気分が悪くなる。何度も嗅かいだ血の臭いだった。バラバラにされた柴しば犬けんと吊つり橋に吊るされていた猫ねこの残り香がが微かすかに漂ただよっている。それだけではない。他にも何匹びきもの動物の血の臭いが混まじり合っている。犯はん人にんがここを通った証拠だった。

　そしてアパートの前で嗅いだ大斗のものと思われる臭いも残っている。犯人は藤倉のアパートの向かいに住んでいる者と大斗の二人だ。主犯がどちらなのかはわからないけど、残ざん虐ぎやく行こう為いを行っているのは、アパートの向かいに住んでいる者の方だ。その犯人たちの臭いが、キャンパスの中へと続いている。

「彼はサークル棟とうのどこかにいると思う。多分大斗も一いつ緒しよにいるはずだ」

　藤倉は、息子むすこの大斗と向かいに住んでいる大学生が、ペット誘ゆう拐かいの犯人だとようやく認みとめた。

「その彼の名前は何て言うんですか？」

「……ザハト・アブガイスくんだ。大斗は彼に操あやつられているんだ。舞ま衣いも彼に……」

　藤倉の話では、昨年暮くれにあのアパートに引っ越してすぐに、大斗が留りゆう学がく生せいのザハトと親しくなったそうだ。大斗は引っ越し直後だったこと、ザハトは留学のため来日したばかりだったことなど、お互たがい友人が欲ほしかったこともあって意気投合したらしい。

　そのうちにお互いの家を頻ひん繁ぱんに行き来するようになり、いつの間にか娘むすめの舞衣も加わって、三人一緒にいることが多くなった。その頃ころから大斗も舞衣も学校には行かなくなり、アパートに引きこもっているか、ザハトの家に入り浸びたっているか、たまに外出するときはザハトにくっついて大学まで行っていたそうだ。

　藤倉は金きん策さくに走り回っている状じよう態たいで、家のことなど気にかけている暇ひまはなかったから、とんでもない事態が進行していることに全く気がついていなかった。いつから犯行に手を染そめ出したのかはわからないという。

「まさか、こんなことをやっているなんて……」

　藤倉は饒じよう舌ぜつに語っている。だけど薫はそれを醒さめた思いで聞いていた。舞衣を心配しているのは噓うそではない。息子を止めたいというのも本当だと思う。だからこそこうして薫たちと一緒に行動しているのだし、薫たちなら息子と娘を救うことが出来ると思っているのだろう。

　だけどその話の全すべてとまでは言わないが、大部分は作り話であることに薫は気がついていた。なぜこんな噓をつくのだろうか。藤倉は薫たちから一体何を隠かくしたいと思っているのだろう。藤倉に対しての不信感はどうしても拭ぬぐえなかった。




　山手通りから一本内に入ると、薫たちは足を速めた。自動車の走行する音もあまり聞こえなくなる。人通りが絶たえ、セミの鳴き声が急に大きくなったような気がした。

　多分、相手はそのタイミングを狙ねらっていたのだと思う。

「藤倉さん、そういう噓はいかんよ」

　このうだるような暑さの中、スーツ姿でネクタイもきっちりと首まで締しめたビジネスマン風の男が、行く手の路地の奥おくから姿すがたを現した。

「あ、あんた……」

　青ざめた藤倉がガクガクと後ずさった。

（椎しい名な、薫、まずいぞ。囲まれてる）

　振り返ると、背はい後ごの路地からも同じ格かつ好こうをした男が、いつの間にか道を塞ふさいでいた。その後ろからは、窓まどの全面にスモークを貼はった白のワゴンが、低速で薫たちに近づいてくる。

「くそっ」

　総一郎がカーゴパンツのポケットの上から、中のものをぎゅっと握にぎり締めた。

「椎名さんっっ」

　薫は目でダメだと伝えた。ここで同じことを繰くり返すわけにはいかない。

「お前は上からの命令を大人しく聞いてればいいものを、金に目が眩くらみやがって」

　男は大おお股またで無む造ぞう作さに近づいてくる。

……命令？

　藤倉は今にも逃げ出さんばかりで、しきりに周囲をきょろきょろと窺うかがい始めた。

「み、見み逃のがしてくれ。息子たちにもちゃんと言って聞かすから」

「おっさん、何言ってるんだ？」

　総一郎と同様、薫にも男と藤倉の会話の背景が見えない。

「……すまんが、それ以上余よ計けいな口を利きく前に消えてもらおうか」

　男は懐ふところから銃じゆうを取り出した。銃身を隠そうともしない。パトカーがこの辺りをうようよしているというのに、白昼堂々とそんなものを抜ぬく神しん経けいが信じられない。

「た、隊長っ」

　突とつ然ぜん、薫たちの後ろにいた男が、前方の男に呼よびかけた。

「そこの娘むすめ、例の能のう力りよく者しやです。そ、それからそのデブ猫ねこが恐おそらくオリジナルです」

　背後の男が写真を手にしながら言った。

「ほう。藤倉どういうことだ？　そういうことはすぐに報ほう告こくしろと言っておいたはずだが？」

「え？　な、何のことですか？」

　藤倉は怯おびえながらも、本当に意味がわかっていないようであちこちに目が泳いでいる。

「ふん。まあいい。どちらにしろお前には既すでに処しよ分ぶん命令が出されている」

　後ろのワゴン車から、新たな男たちがぞろぞろと降おりてきた。

「たっ、助けてくれ。わ、私は猫を誘ゆう拐かいしろと命令されていただけなんだっっ!!」

　藤倉が薫や総一郎に助けを求めて拝おがみ倒たおした。

「ちっ、余計なことを口走りやがって。一いち応おうこの娘も連れていけ。ただし怪け我がはさせるなよ」

　男は部下に言い置くと、藤倉に真まっ直すぐ銃を突つきつけてカチリと撃げき鉄てつを起こした。

　藤倉は半泣きになりながら薫の足元に縋すがった。だけどこの状じよう況きようでは、薫には何も出来ない。

「うっ、うわあああっ」

「ええっ!?」

　藤倉は急に立ち上がると薫を楯たてにして、その背後に隠れるように身を縮ちぢませた。薫は必死に抵抗したが、羽は交がい締じめにされて動くに動けない。

「離はなしてっっ!!」

（薫っ!!）

「薫ちゃんっっ」

　男は片かた手てで銃を構かまえたまま、表ひよう情じようを全く変えずに近づいてくる。

「く、来るなっ!!　こ、この娘を殺すぞっ」

　藤倉はそう言って背後から薫の首を力任まかせに絞しめ上げた。

「うぐっっ」

　顔面に急きゆう激げきに圧あつ力りよくがかかって、視し界かいが真っ赤に染そまったように意い識しきが遠のく。

……たすけ……て……

　首にかけられた手を引き剝はがそうとしても、薫の力ではビクともしない。手足をばたつかせたが、宙ちゆうを摑つかむばかりでどうにもならない。

……透さ……ん……

　意い識しきが闇やみに吸すい込こまれそうになる寸すん前ぜん、その手が緩ゆるめられた。薫は激はげしく咳せき込んで酸さん素そを求めたが、すぐにまた首を絞められた。

「うあ……ああっ……」

　何が間ま違ちがっていたのだろう。意地を張はらず素す直なおに透に助けを求めるべきだったのか。

　総一郎は男たちに地面に押おさえつけられていた。桃はブロック塀べいの上を走りながら、追いかけてくる男たちから逃にげている。

　そのときだった。上空に待機していた数羽のカラスが一いつ斉せいに急降こう下かしてきた。そして薫の首を絞めている藤倉に襲おそいかかった。その鋭するどい嘴くちばしで、藤倉の頭部を集中的に攻こう撃げきする。

「う、うわっ、ひっ、うぎゃあああああっっ」

　藤倉は叫さけび声を上げて薫を地面に放ほうり出した。

……さ、酸素っ

　一いつ刻こくも早く空気を取り込もうと、懸けん命めいに息を吸おうとするが、なぜか横おう隔かく膜まくが痙けい攣れんでもしたかのように呼こ吸きゆうがままならない。止まっていた血流が急に再さい開かいしたせいで、頭がドクンドクンと脈みやく打うって割われそうに痛いたんだ。

「はっ、ひっ、はっ」

　あまりの苦しさに涙なみだが出てきたが、それでも呼吸が追いつかない。薫は桃と総一郎に助けを求めようと顔を上げたときだった。

──ドンッ

　重い衝しよう突とつ音おんと自動車のエンジン音が重なった。藤倉がワゴン車に撥はね飛ばされた音だった。遅おくれてブレーキ音とともにワゴン車が停とまった。

　派手に撥ね飛ばされた藤倉は、数メートルほど道路を転がってその場でピクピクと痙攣していた。そこへカラスたちが更さらに襲しゆう撃げきを加えた。

　ワゴンのサイドドアが開いて、男が飛び出してきた。薫は逃げようとしたが、まだ呼吸は元に戻もどっておらず、足が思うように言うことを聞いてくれなかった。薫は男に抱だきかかえられて、そのままワゴンの中に連れ込まれた。すかさずドアが閉しめられる。

（薫っっ）

　桃の声が頭に直ちよく接せつ響ひびいてきたが、桃の姿すがたはワゴンの中からでは見えない。

　強きよう烈れつなＧがかかり、ワゴンが急発進したのがわかった。

……だめっ、連れ去られるっっ

　また足手纏まといになってしまう。それだけは絶ぜつ対たいに嫌いやだった。何のために意地を張ってここまで頑がん張ばってきたのかわからなくなってしまう。だけど薫にはこの状じよう況きようを切り抜ぬける力はない。薫は今ほど自分の無力さを思い知らされたことはなかった。
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「薫っっ!!」

　響の悲鳴ともつかない叫びが、透の耳を打つ。

　薫たちを追って急いで山手通りを北上していたのだが、間に合わなかった。透たちが追いつく前に、薫は怪しい男たちによってワゴンに連れ込まれてしまった。だが今ならまだ間に合う。

　透は更にアクセルを回して、ワゴンの進行方向へと先回りするように細い路地を縫ぬった。

　ワゴン車は急発進して速度を上げていく。そして曲がり角の先、ちょうど透たちの前方にタイヤを軋きしませながら現あらわれた。ワゴン車の中には、薫の他ほかには運転席に一人、後部座席に一人しかいない。ワゴンを停めることさえ出来れば楽勝と言っていい。

　とはいえ、動いているワゴンを単車でどうにかするのは簡かん単たんではない。しかも薫を人ひと質じちに取られているわけで、相手に考える時間を与あたえずに、一気に片かたをつけなくてはならない。

「どうすんのっ？」

　透は単車を一いつ旦たん停めた。外部から強引に停めるのは難むずかしいとなると、あの運転手に何とかしてブレーキを踏ふませるしかない。どうやればブレーキを踏むのか。

　つまりそのままでは運転出来ないと思わせればいい。透は左手でヘルメットを脱ぬぐと、それをタンクの上に置いて指差した。

「これを使う」

「なるほどねっ」

　響は透の意図を一いつ瞬しゆんにして悟さとると、単車から飛び降おりた。そして背せ中なかのリュックから小こ振ぶりのサバイバルナイフを取り出すと、ヘルメットを脱ぎ捨てて全力で走り出した。

　透はギアを蹴けり込んで発進すると、その響を追い越こして、ワゴン車の正面に突つっ込んでいく。幅はばの狭せまい道路だがすり抜けが出来ないほどではない。

　透は左手にヘルメットを持って、更に速度を上げた、ギアチェンジ出来ないので、回転数がレッドゾーンにまで振り切れる。エンジンの高速回転ノイズが、爆ばく音おんとなって透の全身を包み込んだ。見る見るうちにワゴン車との距きよ離りが詰つまる。

　運転手が透に気がついて何かを叫んでいるが、透には聞こえない。ミラーで確かく認にんすると、響は単車の陰かげに隠かくれるように真まっ直すぐ突っ込んでくる。

……よしっ

　更に速度を上げてヘルメットを構かまえると、すれ違ちがいざまにワゴンのフロントに叩たたきつけた。一瞬にしてフロントガラスがひび割れて真っ白になる。だがスモークシールのせいで崩くずれ落ちない。

　透は強引に百八十度ターンした。タイヤの焦こげつく嫌な臭においが辺りに立ち込める。

　運転席の中からは視し界かいゼロになり、運転手が急ブレーキを踏み込んだ。中にいた薫と男が座ざ席せきから投げ出される。

　そのときだった。まだ完全に停まってもいないワゴンの運転席に、割れたフロントガラスを突き破やぶって響が正面から飛び込んだ。

「無む茶ちやするなあ」

　あの相対速度で響の飛び蹴りをまともに顔面に食らった運転手は、完全に失神していた。

「殺してないだろうな」

　透が呟つぶやくと、響はやり過ぎたかなという表ひよう情じようで、運転手の顔を覗のぞき込んだ。

　透はワゴンのドアに取りついて力任まかせに開けると、座席から放ほうり出されて呻うめき声を上げている男に、すかさずスタンガンを押し当てた。男は全く状況がわからないまま、強烈な電撃にあっさりと意い識しきを失った。

　予想していたよりも、呆あつ気けないほど上う手まくいった。響がワゴン車のエンジンを切ると、途と端たんに静せい寂じやくに包まれた。透は、頭を押さえて蹲うずくまっていた薫がゆっくりと起き上がるのを待った。

　薫は俯うつむいたまま、唇くちびるをぎゅっと嚙かんでいる。薫は何も声を発しない。

　響もそれを見つめているだけで、何も言おうとしなかった。だがいつまでもここにとどまっているわけにはいかない。騒さわぎを聞きつけた近所の住人が、警けい察さつに通つう報ほうしているかもしれない。

「降りるぞ」

　薫は力なくうな垂だれたままワゴン車から降りた。肩かたががっくりと落とされている。

「……ごめんなさい……」

　蚊かの鳴くような声だった。

「私、私……」

　薫はそう呟いたきり、後は声にならなかった。ぽろぽろと涙なみだをこぼしながら、両手をきつく握にぎり締しめている。

「薫……」

「薫ちゃん……」

　透も響もそれ以上は声をかけられなかった。




　透たちは総一郎と合流するために、無言のまま路地を進んだ。しょんぼりと力なく歩く薫の横で、透はエンストしないように空ぶかししながら単車を走らせた。熱せられた排はい気きガスと直ちよく射しや日光のダブルパンチは最悪だった。

　総一郎は男たちに用なしと見なされたのか、既すでに解かい放ほうされていた。他の男たちは全員桃を追っていったようで、近くにはいない。

「あいつらどこに行った？」

「キャンパスの中ね。麻ま酔すい銃じゆうは持ってないみたいだし、桃なら捕つかまることはないでしょ」

　人間と比くらべて身体からだが小さい分、桃はどこにでも潜もぐり込んでいく。本気で桃を捕まえようと思ったら、相当数の人海戦せん術じゆつで対たい応おうするか、いつかのように麻酔銃で狙そ撃げきするしかない。

「あれっ？」

　突とつ然ぜん薫が困こん惑わくしたように言った。赤い目で周囲を窺うかがっている。

「えっ？　どこ？」

　薫は小走りに駆かけ出した。透は響と顔を見合わせた。こちらに向かっていた総一郎は、突然引き返して炊すい事じ門に向かっていく。

「どうした？」

「桃ちゃんが大斗くん、えっと犯はん人にんを見つけたって」

　桃は薫と総一郎にだけテレパスで伝えてきたのだろう。透と響がここにいることをまだ知らないのだ。薫は慌あわてて駆け出していく。

「ちょっと待てっ。勝手に行くなっっ」
















　薫に向かって透が怒ど鳴なると、薫はぴたっと足を止めた。そして萎い縮しゆくしたように身を小さくする。先ほどの自分の無力さが、よほど堪こたえているのだろう。

「ご、ごめんなさい……」

「あっ、いや……」

　呼よび止めたのはいいが、それ以上言葉が出てこない。透からすれば、先走らない薫の方が安全でいいのだが、こんな気き後おくれした姿すがたも痛いた々いたしくて見ていられなかった。慰なぐさめるべきなのか、黙だまって見ているべきなのか……。

「薫、あんたの役やく割わりは？」

「えっ？」

　突然響が横から口を挟はさんだ。厳きびしい表情で、むしろ睨にらみつけているようにすら見える。薫は咄とつ嗟さのことで返事が出来ないでいた。

「えっ、じゃないっ。今あんたに出来ることは何って聞いてるのっ。めそめそ泣いてるだけなら今すぐ帰りなさいっ。足手纏まといよっ」

　響は傲ごう然ぜんと言い放って、薫を上から見下ろした。その迫はく力りよくに透まで息を吞のむ。透にはとても口に出せる台詞せりふではなかった。ますます萎縮してしまうのではないかと心配したが、それは杞き憂ゆうだった。死んだようだった薫の目に、強い意い志しの光が宿る。

「も、桃ちゃんを捜さがすっ。あの男の人たちの臭いを追いかければ追いつけるっ」

　薫は垂たれ気味の目を吊つり上げて、響を睨み返した。

「はい、正解っ。じゃあ急ぐわよ。ぼやぼやしないっ」

　薫は振ふり返ると先頭に立ち、響がそれに続いた。

「スパルタだな」

　響にだけ聞こえるように小さな声で言うと、響が寄よってきて透の耳元で囁ささやいた。

「あんたが甘あま過すぎるだけ。前にも言ったでしょ。あの子は強いの。放っておいても立ち直るけど、今は時間が惜おしいからね」

「でもまた反発されるぞ。嫌きらわれ役の辛つらいところだな」

「……仕方ないわね。好かれるのはあんたに任まかせるわ」

　一いつ瞬しゆん響は眉まゆ根ねを寄せて苦しそうな表ひよう情じようを見せると、意味深に透を見つめて薫の後に続いた。

「…………？」

　最後の表情の意味がよくわからなかったが、透はその疑ぎ問もんを頭から追い出した。今は先に片かたづけなければならない問題が山積みだった。
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　桃は炊事門から大学キャンパス内に入って、真まっ直すぐに西に向かっていた。総一郎はその桃を追ってかなり先を行っている。男たちも桃を追っていたが、今は見失っているようでキャンパス内をバラバラに走り回っている。

「あいつらに見つかると厄やつ介かいだな」

　連中は薫を確かく保ほしたと思っているはずなので、ここで再ふたたび姿を晒さらすのはまずい。

「一いち応おう変へん装そうしておいた方がいいと思うんだけど、それにしてもその格かつ好こう、思い切ったなー」

　透は薫の極きよく端たんに短くなったスカートに目を留めた。付着したホームレスの血けつ液えきが目立って仕方ないので切り取ったそうだ。

「あ、あんまり見ないで下さい～。透とう視しもダメです～」

　薫は目だけでなく、頰ほおまで真っ赤にさせて裾すそを引っ張ぱった。その仕草がとても可愛かわいらしい。

　透はリュックから帽ぼう子しを取り出して薫の頭に被かぶせると、半はん袖そでのブルゾンを脱ぬいでＴシャツ一枚まいになった。脱いでも暑さは変わらない。

「これを着とけば目立たないだろ」

　薫の肩かたにかけた。

「透さんの匂いがします」

「汗あせ臭くさいだろ。しばらくの間だけ我が慢まんしてくれ」

　透は苦く笑しようを返しつつ、薫はあの格好で大だい丈じよう夫ぶか、響に同意を求めた。だけど響は薫から微び妙みように顔を逸そらしつつ前を指差した。

「大学出ちゃうわね」

　流れを断たち切る形で、響が話題を変えたので、会話の不自然さだけが際きわ立だった。何となく響の機き嫌げんが悪そうに思うのは気のせいだろうか。

「桃ちゃんはこっちに逃にげてます。犯はん人にんたちの臭いもあります」

　響の声も硬かたいものが感じられたが、薫もどこかぎこちない。二人とも目を合わせるでもなく、透を間に挟はさんで歩いている。透に対しては普ふ通つうに振ふる舞まっている薫だが、先ほどのこともあって、響に対してはまだ含ふくむところがあるのだろう。とはいえ、そのことを突つっ込こむほど透も愚おろかではない。すぐに仲直りするだろうと軽く考えて先を急いだ。

　どうやら桃は大学キャンパスを通つう過かしただけということらしく、臭いは大学の外、道路を挟んだ向かい側にある駒場公園へと続いていた。




「……雰ふん囲い気き悪いわね」

　怪あやしい空気をぷんぷんと漂ただよわせた目つきの悪い男たちが、幾いく人にんも駒場公園内をたむろっていた。南門の入り口のところにも、屈くつ強きような体格の若わかい男が嫌いやな目つきで透たちを観察している。先ほど薫たちを襲おそった男たちとは別のグループだ。

「椎名と連れん絡らく取れればいいんだけど、電話に出ないんだよな。薫ちゃんからなら出るかな？」

「でも、私、携けい帯たい置いてきたから……」

「ああっ、そうよっ。忘わすれてた。はい、これ」

　響は背せ中なかのリュックから携帯を引っ張り出すと、薫にではなく透に見せた。

「三茶駅のベンチに置きっ放しにしてたでしょ。回かい収しゆうしといたのよ」

　直ちよく接せつ渡わたせよと響に目で言ったのだが、響は気まずそうに逸らしてしまった。仕方なく透はそれを受け取って薫に手渡した。薫もぎこちなくそれを受け取る。

「椎名にかけてくれ」

　薫が総一郎に電話をかけると、透は携帯を受け取った。呼よび出し音が鳴ったと思ったら、すぐに回線が繫つながった。コール一回もまだ鳴っていないはずだ。

『薫ちゃんっ、無事だったんだな？』

　ほっとしたような総一郎の声が流れてくる。桃から薫の無事を知らされていたのだろう。

「お前さあ、自分たちで携帯置いてきたの忘れたのか？　そんなんじゃすぐに騙だまされるぜ」

『霧きり元もとっ!!』

　透が呆あきれて言うと、受話器から総一郎の驚おどろく声が聞こえてきた。総一郎は芝生しばふの上で目を丸くして、周囲をきょろきょろと窺うかがっている。透たちが近くにいると思ったのだろう。

「それより早くそこを出ろよ」

『犯人がこっち来てるっぽいんだ。捕つかまえるなら今がチャンスじゃねーか』

「犯人なんかどうだっていい。お前の身に危き険けんが迫せまってるって言ってるんだっ」

　つい透の声が荒あらくなる。それに合わせて総一郎の態たい度ども硬くなるのがわかった。薫にはあれほど優やさしくなれるのに、どうして総一郎が相手だとこうムキになってしまうのだろう。

『さっきの奴やつらならいねーよ。お前の考え過ぎじゃねーの？』

　総一郎は馬ば鹿かにしたような調子で軽口を返した。やはり総一郎は何もわかっていなかった。

「つべこべ言わずに南門まで戻もどってこいっっ!!」

　透は携帯に怒ど鳴なっていた。すかさず響が透の後頭部を叩たたいた。ケンカしている場合じゃないでしょと目が怒おこっている。

　総一郎は携帯から耳を離はなして、うんざりしたように顔を顰ひそめた。その様子にますます透は苛いら立だちが募つのった。今すぐ飛んでいってぶん殴なぐってやりたくなる。

　そのときだった。

『あっ、桃ちん』

　総一郎が呟つぶやくのが聞こえたと思ったら、藪やぶの奥おくから桃が飛び出してきた。

「まずいわよ。さっきの男たちが集まってきた」

　振ふり返ると、大学キャンパス内の中央の通りに男たちが集まりつつあった。そして西門、つまり透たちのいる方角へと向かってくる。

「さっきの男たちに挟まれそうだ。いいから、早く戻ってこいって。なっ？」

　透は何とか自分の気持ちを落ち着かせながら、なるべく穏おだやかな調子で語りかけるように言った。だが総一郎はそんな透の忠ちゆう告こくをまるで聞いていなかった。

『何？　このバッグに大斗の臭い？　へえ、桃ちんも臭いってわかるのか』

　総一郎は桃と会話しているようだ。総一郎はベンチに置いてある黒のスポーツバッグを指差している。そしてそのバッグに手を伸のばした。

　その瞬しゆん間かん、公園内にいた目つきの悪い男たちが緊きん張ちようしたように息を吞のんだのがわかった。

……変だっ

　反はん射しや的に透は叫さけんでいた。

「触さわるなっっ!!」

『えっ？』

　総一郎が手を伸ばしたまま固まったように動きを止めた。だが一瞬遅おそかった。その手の先にはバッグの取っ手が握にぎり締しめられている。

「逃にげろっっ!!」

　怪しい雰囲気の目つきの悪い男たちが、一いつ斉せいに総一郎のもとに殺さつ到とうする。

『わっ、わっ、何だこいつらっ!?』

「あいつら警けい察さつよっっ!!」

……くそっ、やられたっ!!

「椎名っっ、右手の藪を突っ切れ。そっちは手て薄うすだっ」

「あいつ、こっちに来る」

　響が小声で透に注意を促うながした。南門の入り口で透たちを観察していた男が、真まっ直すぐに向かってくる。恐おそらく私し服ふくの刑けい事じなのだろう。よく見ると髪かみに隠かくしたイヤホンで、どこかから無線で指し示じを仰あおいでいるのがわかった。これを見落としたのは、明らかに透のミスだった。やはり頭に血が上るとろくなことにならないと透は思い知った。

　私服の刑事は、透たちを呼び止める気満々で向かってくる。この状じよう況きようだと職しよく務む質しつ問もんと同時に所持品検けん査さも受けそうだった。透も響もスタンガンやサバイバルナイフ所持がばれると非ひ常じようにまずい。勾こう留りゆう目的で軽犯はん罪ざい法や銃じゆう刀とう法違い反はんに問われてしまう可か能のう性せいが高かった。

「俺おれは椎名を助けに行くから、お前は……」

「わかった」

　薫ちゃんを連れて逃にげろと言う前に、響は透の意図を察して、薫を連れて道路を走っていった。透はそれを見み届とどけると、透は敢あえてこちらから刑事に近づいた。

「すいません、ちょっといいですか？」

「何だ？」

「中で何やってるんですか？」

　透は公園の中を指差した。

「お前こそ、何なんだ？　名前と住所を言ってみろ」

　透はそれを無む視しして刑事の横をするりと通り抜ぬけると、速足で公園の中に足を踏ふみ入れた。男が追いかけてきて、透の肩かたに手を伸ばしたが、それも身を捩よじってよけると、一気に走った。私服の刑事が怒鳴りながら追いかけてくる。

　幸いなことにまだ電話回線は繫つながっていた。総一郎は藪に身を潜ひそめて様子を窺うかがっている。もしかしたら透の指示を待っているのかもしれない。

「三時の方向に真まっ直すぐ走れ」

『わ、わかった』

　今度は総一郎もいちいち反はん論ろんしない。

　透はわざと刑事から目につきやすい場所を選んで公園内を突つっ切った。南門の入り口にいた男が大声を上げながら追ってくるので、他の刑事もつられるように透を追いかけ始める。

「そこで左に曲がれっ。追ってるのは一人だけだ。そいつは自分で何とかしろっ」

　総一郎は透の指示通りに木々の間を縫ぬって真っ直ぐ南門に向かった。今はそこを見張っている男はいない。

「大学構こう内ないは通るなよ。後は電話で響に誘ゆう導どうしてもらえっ」

『お、お前はどうするんだ』

　総一郎の心配そうな声が透の耳を打つ。

「俺を誰だれだと思ってるんだ？」

　本当は余よ裕ゆうをかましている状況ではないのだが、これくらいは見み栄えを張ってもいいだろう。総一郎には散々苦労させられたのだ。少しは格の違ちがいという奴やつを見せつけなければならない。

『霧元……』

「何だ？」

『昼間は悪かった。俺の言い過ぎだった』

「いいや、許さない。後で一発ぶん殴なぐってやるから覚かく悟ごしとけよ」

　台詞せりふとは裏うら腹はらに、透は笑いながら答えた。

『ははは。じゃあ後でな』

　通話を切ると真っ直ぐに前だけを見み据すえた。透とう視しのし過ぎで、心しん臓ぞうの鼓こ動どうとともに激はげしい頭ず痛つうが透の側頭部を襲おそう。あまりの激げき痛つうに気力が萎なえそうになるくらいだ。

　だが格かつ好こうつけた手前、総一郎の横っ面をぶん殴るまでは、絶ぜつ対たいに捕つかまるわけにはいかない。

「覚悟しとけよ」

　そう呟つぶやくと、逃とう走そうルートを確かく認にんするため、目に意い識しきを集中させた。
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　新宿駅から少し離はなれたコンビニの前で、響たちと合流出来たのは、もう日が落ちる直前だった。本当に警けい察さつというのはしつこいものだ。あんなに走り続けたのはいつ以来のことだろうか。

　次から次へと湧わいて出てくる警官から逃げて、隠かくれて、やり過すごして、何とか撒まいたときには、体力の限げん界かいをとっくに超こえていた。

「ちょっと、あんた大だい丈じよう夫ぶなの？　顔色真っ青よ」

「能力ちからの使い過ぎだ。昼からずっと全開だったからな」

　透視を駆く使しし過ぎて、頭が割われそうだった。薬局で市し販はんの頭痛薬を買って飲んだが、痛いたみのあまりすぐに吐はき戻もどしてしまうため意味がなかった。




　状じよう況きようを整理すると、こういうことだった。

　ザハト・アブガイスと藤倉大斗の犯はん人にん二人組みは、ペット誘ゆう拐かいの身みの代しろ金きんの受け渡わたしを、あの駒場公園で行うように連れん絡らくしてきたらしい。響が警察の無線連絡を盗ぬすみ聞いたのでこれは間違いない。公園内のベンチに置かれたバッグに、百万円を入れるように指し示じがあったそうだ。

　飼かい主に扮ふんした私し服ふくの婦ふ人じん警官が身代金をバッグに収おさめ、後は刑けい事じが周りを固めて、犯人がやってくるのを待っていた。そこにノコノコとやってきたのが総一郎だったというわけだ。

　だが犯人が直ちよく接せつ身代金の受け渡しを要求したのは今回が初めてだった。明らかに今までと傾けい向こうが違う。

　あのとき現げん場ばに誘おびき寄よせられていたのは、総一郎たちだけではなかった。薫を連れ去ろうとした謎なぞの男たちも、誘ゆう導どうされるように駒場公園に向かっていた。連中は最初こそ桃を追っていたが、響の話では途と中ちゆうで何者かから連絡を受けて、駒場公園に真っ直ぐ向かい始めたという。

「これは俺の推すい測そくだけど、この犯人はあの連中に罪つみを擦なすりつけようとしたんじゃないかな」

（私もそう思う）

　この推理なら犯人の行動が今までの傾向と違うのも納なつ得とくがいく。だが仕し掛かけられた罠わなに桃が感づいてしまい、先に引っかかってしまった。桃も猫ねこの端はしくれだ。犬ほどではないが、猫も嗅きゆう覚かくには優すぐれており、通つう常じようの人間の数万倍の感度を誇ほこる。もちろんそれでも薫ほどの力はない。

「だけど刑事はいいとしても、あの襲ってきた連中は何者なんだ？　何で薫ちゃんを連れ去ろうとしたんだ？　おっさんまでワゴンで撥はね飛ばして、やってること目め茶ちや苦く茶ちやじゃねーか」

「霧生でしょうね。薫を見て能のう力りよく者しやだって言ってたし、桃をオリジナルだとも言ってた」

　総一郎の疑ぎ問もんに、響がそれしかないわねと、うんざりした顔で言った。桃と総一郎はやっぱりそうなのかと唸うなっている。

「その霧生が黒くろ幕まくだとして、藤倉たちに命令してたっていうのは何なんだ？」

「ペットの誘拐を命じてたんだと思う。最終的な目的は桃とウィルスだろう」

「じゃあ金に目が眩くらんだってのは？」

「藤倉も最初は単たん純じゆんに命令に従したがっていただけだったが、金が必要だったから率そつ先せんして指示にないペットまで攫さらって、勝手に身代金を要求し始めた」

「なるほど」

　辻つじ褄つまは合う。総一郎も透の推理に素す直なおに頷うなずいている。

「大斗はそれを手伝っていた。ザハトも途と中ちゆうで首を突っ込こんできた。そして見よう見真ま似ねで勝手に同じ事を始めた。動物虐ぎやく待たいは元々の趣しゆ味みってところか」

「趣味で虐待って、そんな……」

　薫が眉まゆを顰ひそめて表ひよう情じようを曇くもらせた。

「だけど次し第だいにエスカレートしてマスコミに報ほう道どうされるまでになってしまい、それが逆ぎやくに霧生の知るところとなって、口くち封ふうじのために命を狙ねらわれた。こんなところか？」

　たかがペット誘拐で口封じというのも大おお袈げ裟さ過ぎる気がしたが、霧生が桃絡がらみで命令していたとなると、手口が荒あらくなっても不思議はない。

　最初は藤倉を始末するために出向いてきた男たちだったが、偶ぐう然ぜん居い合あわせた薫と桃の存そん在ざいに気がついて、これ幸いとばかりに襲ってきたというところだろう。

　だがこの推理には疑問点がいくつか残されている。

「藤倉がペット誘拐の命令に従っていたのはなぜかってことと、霧生は何のためにペットの誘拐をしていたのかってことね？」

「そもそも、何で藤倉なんだろう？　ってのも俺の中では疑問なんだよな」

（舞衣の命が懸かかっているのだよ）

「藤倉の娘むすめだっけ？　命が懸かってるってことは人ひと質じちにでも取られてんのかな」

「うーん、私はまだピンとこないんだけど」

　いくつか疑問は残るが、とりあえずこの話はここで置いておく。

「で、俺たちはこれからどうする？　俺と椎名はペット誘拐の重要参考人としてお尋たずね者だ。薫ちゃんも発はつ砲ぽう事じ件けんの当事者として追われてる。桃はあの男たちに追われてる。今のところ自由に動けるのは響だけだ」

「真犯人を捕まえるしかないわね」

　薫はたまたま発砲事件の現場に居合わせただけという言い逃のがれは可か能のうだろう。透も同じ理由で言い逃れは可能だ。だが総一郎はバッグに指し紋もんを残してしまっていた。落ちていたバッグをたまたま摑つかんだだけだと、その場で釈しやく明めいすればよかったのだが、逃げてしまった以上、もうその言い訳わけはかなり苦しい。あのときは銃じゆうを所持していたので、逃げざるを得なかったのだ。

「だけどあの犯人たちならとっくに逃げちゃったでしょ。当分表には出てこないわよ。何か手て掛がかりあるの？」

「ザハト・アブガイスってＡ国の留りゆう学がく生せいなんだよな。住所はあのアパートの向かいの家だが……、借家にしても家族で来日してんのかな。ちょっと調べてみる」

　総一郎は携けい帯たいでどこかに連れん絡らくを取り始めた。ここは総一郎に任まかせておけばいい。




「よう、また会ったな」

　総一郎が調べている間、善ぜん後ご策さくを協議していると、慶けい介すけが近づいてきた。いつものように楽しそうな足取りで陽気に笑っている。

　透と響はさっと立ち上がると、薫と総一郎を守るように身み構がまえた。薫と総一郎には、既すでに慶介がエクサーであることは伝えてある。薫の話では、刑けい事じの名めい刺しも持っているらしいが、さすがにこの若わかさで刑事ということはない。恐おそらくは身分を詐さ称しようするためのものだ。

　慶介があっさりと透たちを見つけ出したのは、何らかの能力を使ってのことと思われた。

　慶介の姿すがたには、透も響も大分前から気がついていたのだが、襲おそってくる気配でもないので放ほうっておいたのだ。

「お前ら、賞金懸かってるぜ。それも飛び切りの額がく」

　誰が依い頼らいを出したのか知らないが、透と総一郎にペット誘ゆう拐かい犯はんとして賞金が懸けられていた。エクスプローラーは基き本ほん的に依頼内ない容ようを制せい限げんしないので、里さと美みもそのあたりは配はい慮りよするつもりはないらしく、透たちに不利なことでもそのまま出されていた。

　賞金額が高額なため、今いま頃ごろは多くのエクサーが血ち眼まなこになって透たちを捜さがしているはずだ。

「だから大人しく捕つかまってくれ」

「そんなもん、聞ける訳ないでしょ。何なら相手になる？」

　響はリュックの裏うらに手をやった。慶介は笑え顔がおのまま後ずさった。

「あー、それから里美さんからの伝言なんだが、『仲間になってくれるなら、面めん倒どうごと全部引き受けるわよ』だそうだ」

「あの人もしぶといわねー」

　さすがにこれには、響も呆あきれていた。

「いくらあの人でも無理じゃないすかね」

　横から口を挟はさんだのは、電話を終えた総一郎だった。なぜか自じ嘲ちよう気味に笑っている。

「ザハトの居場所がわかったぜ。何とＡ国の大使館。しかも父親が外交官だってさ」

　その答えに透は盛せい大だいに溜ため息いきをついた。総一郎もお手上げと言わんばかり肩かたを竦すくめた。

「はー、最悪だな」

「それは……確たしかに里美さんでもどうしようもないなあ」

　慶介も困こまったように唸った。

「えっ？　どういうこと？」

「俺たちには手が出せないってことだ」

　大使館内は治ち外がい法ほう権けんだ。しかも外交官の家族ともなれば、外交官特権も保ほ持じしている。たとえ現げん行こう犯であろうとも、日本の法ほう律りつでは逮たい捕ほ出来ない。里美でもおいそれとは手出し出来ない存在だった。




　　　　§６




　Ａ国大使館は六ろつ本ぽん木ぎヒルズと東京タワーのちょうど中間、一いちノ橋はしジャンクションのすぐ近くにあった。大使館の建物としては他の国々と比ひ較かくしてもかなり大きい。

　Ａ国はお世せ辞じにも日本に対して友好的とは言えない国で、国内情じよう勢せいも安定していない。大使館内は治外法権なので、日本の法律は適てき用ようされない。もし不法侵しん入にゆうがばれたら、即そく射しや殺さつされたとしてもおかしくない物ぶつ騒そうな場所でもあった。

　透たちは近くの寺の境けい内だいで機を窺うかがっていた。透は頭ず痛つうがあまりに酷ひどいので、二時間ほど仮か眠みんを取ったのだが、それが功を奏そうしたようで大分症しよう状じようは軽くなっていた。響は一いつ旦たんマンションに戻もどって、使えそうな武ぶ器きと着き替がえを持ってきた。総一郎は大使館の情じよう報ほうを出来る限かぎり集めた。

　これからは一いち段だんと神しん経けいを削けずることになるので、万全を期したいところだった。

「侵入するのは俺と響と桃。薫ちゃんと椎名はここで待機」

「ええっ、でも……」

「薫ちゃん、適材適所だよ。こういう潜せん入にゆう活動は俺たちの出番」

　案の定、抗こう議ぎの声を上げた薫に、透は首を振ふって宥なだめた。正直言って今は薫の能のう力りよくはそれほど重要ではない。既すでにコンビニのネットプリントを利用して、ザハト・アブガイスと藤倉大斗の写真を、鮮せん明めいなカラー画が像ぞうで入手していた。総一郎が彼らの同級生に送ってもらったものだ。

　ザハトは白人だが、祖そ母ぼが日本人というクォーターらしい。白髪しらがと見み紛まごうばかりの金きん髪ぱつはとても柔やわらかそうで、緩ゆるやかにウェーブがかかっている。日本人としての遺い伝でん子しは薄うすいようだ。感情の読めないガラス玉のような不気味な目が印象的だ。

　大斗は藤倉嘉よし治はるとそっくりの冴さえない顔で、角ばった顔に黒くろ髪かみ、細い陰いん湿しつそうな目が、写真からでも伝わってくる。友達が大勢いるタイプには見えない。

　もう大使館内の彼らの居い場ば所しよも把は握あくしてある。匂においで個こ人じんを特定する必要はないし、悪意の有う無むを確かめる必要もない。最初から全すべて敵てきだと思えばいいだけだ。

「気にすんなって。犯人追つい跡せきでは、こいつら俺らにはてんで敵かなわなかったんだしー」

　総一郎の得意げな表情が癇かんに障さわった。むっとした透は、総一郎の横よこっ面つらに思いっきり拳こぶしを叩たたき入れた。総一郎は派は手でに吹ふっ飛んで地面を転げた。手首が痺しびれるほどだったが、派手に吹き飛んだ分、衝しよう撃げきは逃にげたので大して痛くもないはずだ。

「うっかり忘わすれてた。お前の顔見たらぶん殴なぐるつもりだったんだ。これですっきりしたぜ」

「てめーっっ!!」

「はい、ストップ。そろそろ行くわよ」

　頰ほおを押おさえた総一郎が透に飛びかかったが、あっさりと響に足あし払ばらいをかけられて、すっ転がされた。響も容よう赦しやない。

「くそっ、無事に帰ってこいよ。そんときには倍にして返してやるから」

「ふん、お前ごときのなまくらパンチが俺に当たるかよ」

「わかった。じゃあ俺の光速の蹴けりで勘かん弁べんしてやる」

　透は総一郎の蹴りを軽くバックステップでかわすと、そのまま後ろ向きに歩いて境内を出た。




　大斗たちがペット誘拐の犯人だという物的証しよう拠こは、実はどこにもない。警けい察さつからすれば、身みの代しろ金きんの受け渡わたし場所に現あらわれた総一郎と透が、今のところ一番怪あやしい重要参考人なのだ。いくら透たちが警察に本当の事情を話しても信じないだろう。

　そんな状じよう況きようをひっくり返すには、どうしても真犯はん人にんの自首と自白が必要になる。だが犯人は警察権けん力りよくの及およばない大使館に引き籠こもったまま出てこない。このままだと時間が経たてば経つほど、透たちは不利になる。いずれ身元も突つきとめられてしまう。

　そこで透たちが出した結けつ論ろんは、大斗を大使館から攫さらうことだった。問答無用で引っ張ぱり出して、慶介たちに引き渡す。その代わりザハトのことは諦あきらめる。というよりも、透たちにはどうしようもない。とりあえずは身の潔けつ白ぱくさえ証しよう明めい出来ればそれでいい。




　透と響はＡ国大使館の隣となりに建っているビルの敷しき地ちに侵入すると、誰だれも見ていないのを確たしかめて塀へいを乗り越こえた。

　大斗とザハトは、大使館の最上階にあるゲスト用宿しゆく泊はくルームの一つにいたが、そこに辿たどりつくまでには、突とつ破ぱしなければならない関門がいくつもあった。

　建物の外はポール型の赤外線センサーが設せつ置ちされており、迂う闊かつに近づくことは出来ないが、それも事前にチェック済ずみだ。この大使館にシステムを納のう入にゆうした大手セキュリティ会社から、総一郎が引き出した情報では、二段だん構がまえで赤外線ビームを照しよう射しやするタイプなのはわかっている。後はそのビームに触ふれないようにすればいいだけだ。

　問題は建物内部へと侵入する方法で、通つう常じようの出入口には自動追つい尾び型のＣＣＴＶ監かん視しカメラが天てん井じように設置されており、普ふ通つうに入ったのではあっという間に感知されてしまう。カメラを壊こわしたり、レンズを布ぬのなどで覆おおったりしても異い常じようとして感知するから厄やつ介かいだ。当然ながら窓まどは防ぼう犯はんガラスになっており、破やぶるのは論外だった。透も響も、濃こい青色のツナギという闇やみに紛まぎれて行動する格かつ好こうとはいえ、機械の目はさすがにごまかせない。

　だがどんなに警けい備びを堅けん牢ろうなシステムで固めようと、それを運用する人間が馬ば鹿かなら、付け込む隙すきはいくらでも出てくる。

「桃、出番だ。打ち合わせ通り頼たのむぜ」

（了りよう解かい）

　警備システムの管理は、表玄げん関かんを入ってすぐのところにある守しゆ衛えい室で集中的に行っていた。そこには武ぶ装そうした警備兵が常時詰つめており、何かあればすぐに出動出来る態たい勢せいとなっている。

　つまりシステムが異常を感知しても、それを監視する人間の目をごまかせればいい。というわけで透たちは堂々と表玄関から侵入することにした。

　大使館業ぎよう務むの受付は終しゆう了りようしているので、表玄関は明かりも消され、扉とびらは閉しめ切られている。表玄関横の通用口には人感センサー付きの照明があるが、これは熱ねつ源げんを感知するタイプなので、桃のような小動物に対しても反はん応のうしてしまう。それを逆さか手てに取ることにする。

　透は隠かくれていた建物の陰かげから飛び出ると、壁かべ沿ぞいに通用口に近づいた。ぱっと明かりが点ともる。鍵かぎはかかっていない。透はドアだけ僅わずかに開けると、すぐに退たい避ひした。開いた隙すき間まから桃と、桃が呼よび寄よせた野の良ら犬いぬ三匹びきが侵入した。

　案の定、守衛室の警備兵はすぐに桃たちに気がついた。面めん倒どう臭くさそうに何やら呟つぶやいているが、放ほうっておくことも出来ないので、捕ほ獲かくしようと一人を残して全員出てきた。

「何て言ってる？」

「そんなの、英語でもないのにわかるわけないでしょ」

「英語ならわかるって口くち振ぶりだな」

「も、もちろんよ」

　響の目が泳いでいる。透は苦く笑しようを堪こらえつつ、中の様子を探さぐった。

　桃たち四匹はバラバラに逃にげ惑まどい、上う手まく警備兵を分散させていた。守衛室に残った男は、通用口を監視中で、モニターは見ていない。

　逃げた犬とそれを追う警備兵が、そこかしこで監視カメラに引っかかって、守衛室では警けい報ほうアラームが鳴り響ひびいている。

　後は桃が中から表玄関のシリンダー錠じようを回すのを待って、このどさくさに紛まぎれるだけだった。




「ふー、上手くいったな」

「まだ気を抜ぬくのは早いわよ」

　透と響は顔を近づけてヒソヒソ声で話した。音声感知センサーまで設置されているので、物音は極力立てないようにしなければならない。更さらに廊ろう下かのワックスが利きき過すぎていて、ゴム底のスニーカーでは、キュッキュッと甲かん高だかい音がするので、歩き方にはかなり注意を払はらった。さすがにスニーカーを脱ぬぐのは、個こ人じんを特定されかねない証しよう拠こを残すのでまずい。

　そしてここからは更に神しん経けいを削けずる。なぜか警備兵がＭＰ５を構かまえて建物内を巡じゆん回かいしていたからだ。治安のいい日本では大げさに見えるが、Ａ国ではこれが普通の警備態勢なのかもしれない。本国の反政府ゲリラが、在ざい日にち大使館を襲おそうというのもありえない話ではないし、だからこそ不法侵しん入にゆう者しやに対しては容よう赦しやしないだろう。さすがに蜂はちの巣にされるのだけは勘かん弁べんして欲ほしい。

　透と響は明かりの消えた通路を慎しん重ちように歩いていった。二人のセンサーは、人の姿すがたは感知出来ても、警備システムは簡かん単たんに見落としてしまうことがある。総一郎の情じよう報ほうが古くなっていることも考えられるので、念には念を入れる必要があった。

　暑さとは別の、極度の緊きん張ちようからくる汗あせが、手のひらや背せ中なかからじっとりと滲にじみ出てくる。もう透も響も一言も発しない。

　廊ろう下かの角でエレベーターホール前の様子を窺うかがった。一階のエレベーター前に一人、最上階である五階のエレベーターホール前にも一人の警備兵が待機していた。非ひ常じよう階かい段だんは誰も見み張はっていなかったが、非常階段への扉は外開きするタイプなので、そこを出入りするとエレベーターホール前にいる警備兵からは丸見えとなってしまう。

　すると突とつ然ぜんその警備兵が、銃じゆうを構えて透たちの隠れている角に向かって歩き出した。

……ばれたっ!?

　一気に心しん臓ぞうの鼓こ動どうが高まった。慌あわてて響と隠れ場所を探さがした。下手に扉を開けて部屋の中に入るわけにはいかない。各部屋のドアの内側には自動追尾型の監視カメラが設置されている。

『どうすんのよっっ!!』

　響が目を吊つり上げてサバイバルナイフを抜いたが、さすがにここで戦せん闘とうをするわけにはいかない。守衛室はすぐそこだ。

　咄とつ嗟さに目についたのはトイレだった。透たちは足音を殺しながら、女子トイレに飛び込こんだ。

　警けい備び兵は、迷まよいのない足取りで、真まっ直すぐに向かってくる。

　異い常じように喉のどが渇かわいた。透は息を詰つめて壁かべ越ごしに男を見み据すえた。ポケットからスタンガンを取り出して、スイッチの上に指を乗せる。響はナイフを逆さか手てに持ち替かえて身構えた。唾つばを吞のみ込むと、異様なほど大きく暗くら闇やみの空間に響き渡わたった。警備兵の立てる足音が、透の背中にプレッシャーとして圧のしかかってくる。張はり詰めた空気が痛いたい。

　警備兵は女子トイレの前をゆっくりと通り過すぎると、隣となりの男子トイレに入っていった。

　透と響は同時に詰めていた息を細く細く吐はき出した。そしてどちらからともなく笑えみをこぼした。やるなら今をおいて他ほかにない。

　透と響は小用便器で用を足している男に背はい後ごから忍しのび寄よった。




「ふう、暑いわね」

「全くだ」

　透は緊張の汗で、ツナギの下のシャツはびっしょりに濡ぬれていた。

　透たちは非常階段で最上階である五階まで上がると、廊下に出る扉の前でタイミングを計った。この手の作戦で一番難むずかしいのは、タイミングを合わせることなのだ。だけど透と響ならそれは容た易やすいこと。桃が二階からエレベーターに乗り込んで、五階と四階のボタンを押おした。桃は四階で降おりたが、エレベーターは五階まで上がっていく。

　無人のエレベーターが開いて、警備員が怪け訝げんそうに中を覗き込んでいる隙すきに、透と響は非常階段の扉とびらを開けて廊下を走り抜けた。桃はここでお役御ご免めんとなり、脱だつ出しゆつすることになっている。

　ゲスト用宿しゆく泊はくルームのそばまでようやく辿たどりついた。だがその部屋の前にも警備兵がいた。まるで誰かが襲ってくることを見越しているかのような警けい戒かい態たい勢せいが少々腑ふに落ちない。だが引き返すわけにもいかなかった。大斗を警察に突つき出さないと透たちに未来はない。

『じゃあ予定通り俺おれが狙そ撃げきする』

　透はジェスチャーでそう伝えると、響の背中のリュックに手を突っ込んで銃を取り出した。普ふ通つうの銃よりもかなり銃身が長い。以前に桃を捕つかまえるために響が調達した麻ま酔すい銃だった。

　透は手を伸のばすと、廊下の角から銃身だけを覗かせて、壁越しに透とう視しで狙ねらいをつけた。エアガン用の赤外線照しよう準じゆん器きを取りつけてあるので、こんな態勢でも命中させることは難しくない。

──バスッ

　圧あつ縮しゆくされたガスの漏もれる音とともに、麻酔針ばりが警備兵の腕うでに突き刺ささった。にんまりと笑みが漏もれる。数秒後、警備兵は音もなく崩くずれ落ちた。

　透はどうだとばかりに自じ慢まんげに腕をぽんぽんと叩たたくと、響は「まあまあね」といった感じに肩かたを竦すくめた。




　インターフォンを鳴らしてドアが開けられたところで、透は強ごう引いんにボルトカッターを差し込んでチェーンロックを切せつ断だんすると、一気に中に押し入った。

　大斗が大声をあげる前に、響がナイフを喉のど元もとに突きつけて黙だまらせた。

　透は警備兵を中に引き込むと、部屋の鍵かぎをかけた。騒さわぎを聞きつけて、誰かがやってくるような気配はない。ザハトはバスルームで吞のん気きにシャワーを浴びている。

「な、何だよ、お前たちは？」

　妙みように癇かんに障さわる甲かん高だかい声だった。大斗は写真ではわからなかったが、かなり小こ柄がらで、身長は響よりも頭半分ほど低いくらいだった。落ち着きのない怯おびえた様子が栗り鼠すを思わせる。

「依い頼らいされてあなたを捕つかまえにきたのよ。ペット誘ゆう拐かい犯はんの藤倉大斗くん」

　響がいきなり急所を突いて機先を制せいしにかかる。こちらはあくまで依頼されただけの第三者を装よそおっておけばいい。

「しょ、証しよう拠こなんかないだろっ」

「砧きぬた公園の池に犬を投げ込んだだろ。あのバッグに君の指し紋もんが残ってたぜ」

「み、水の中に浸つかってたんだぞ。う、噓うそに決まってるっ」

「日本の科学捜そう査さを馬ば鹿かにするなよ」

　もちろん口から出まかせだったが、大斗はぐうの音も出ないほど衝しよう撃げきを受けたようで、わなわなと全身を震ふるわせて泣きそうに顔を歪ゆがませた。

　透は響と顔を見合わせた。これはもしかしたらヒットかもしれない。あのときのバッグは保ほ管かんしてあるので、本当に調べれば指紋が出るかもしれない。

　とりあえず今はそれだけわかればいい。透は大斗の口元をガムテープで覆おおうと、手て際ぎわよく後ろ手に拘こう束そくした。

「隣となりの部屋に誰かいるわね。寝ねてるみたいだけど」

　響がそう言いながらドアを開けたせいで寝しん室しつに明かりが差し込んで、透でもその姿すがたを捉とらえることが出来た。

　そこにいたのは藤倉だった。ろくに手当ても受けずに瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ったまま、ずたぼろの姿で横たわっていた。なぜここにいるのかわからない。ガムテープで後ろ手に縛しばられているところを見ると、ここに無理やり連れてこられたようだが……。

　だがその疑ぎ問もんはすぐに脇わきに追いやられた。シャワーを浴びていたザハトがユニットバスから出てきたからだ。

　透がすかさず飛びかかって、スタンガンを押おし当てた。ザハトは何が起こっているのかわからないまま気き絶ぜつした。手て応ごたえがなさ過ぎて物足りないが、下手に抵てい抗こうされるよりずっといい。

「後は脱出するだけね。でもあいつはどうする？」

「どうするったって、連れていけるわけないだろ」

　意い識しきを失っている者を担かつぐのは異い常じように力が要いるのだ。

「こんなときに車があるといいのにね。あんた単車売って車買ったら？」

「どこにそんな金があるんだよ。っていうかそれ以前に誰が運転するんだよ」

「もちろん私」

　車の運転を出来るのは知っていたが、響はまだ十七歳さいだ。もちろん免めん許きよなど持っていない。

「……前から不思議だったんだけど、お前どこで車の運転覚えたんだ？」

「ＧＴ４で練習した」

「ゲームかよっっ」

　本気なのか冗じよう談だんなのか、判はん別べつ出来ないところが恐おそろしい。




　透たちは大斗を引っ立てながら、廊ろう下かを歩いていった。最初は抵抗していた大斗だったが、響が生きたまま連れ出せとは依頼されてないのよと凄すごんだところ、呆あつ気けないほど大人しくなった。

　そうやって一階まで降おりていき、巡じゆん回かいしている警けい備び兵が立ち去るのを待っているときだった。

「げっ、藤倉が起きたみたいよ」

「マジか？」

　まさかあの怪け我がで、すぐに目を覚ますとは思っていなかったから、そのまま放置してきたが、ザハトと警備兵が倒たおれているリビングの様子を見られるのはまずい。

「そういえば何であいつここにいたんだ？」

「あんた、知ってるんでしょ」

　響が大斗を問い詰つめた。自分の父親が大おお怪け我がをして運ばれてきたのだ。普ふ通つうはその理由くらい知ろうとするだろう。藤倉は片かた足あしを引きずりながら寝室を歩いていく。

「ん？　ちょっと待てよ。何かおかしくないか？」

　あの状じよう況きようで藤倉を回かい収しゆうしたのは誰なのか。近所の住人が一一九番通つう報ほうしたなら、藤倉は今いま頃ごろは病院にいるはずだ。あの男たちが回収したなら、今頃は樹じゆ海かいかダムの底だ。

……なぜここにいる？

　Ａ国大使館にいたということは、Ａ国関係者が回収したことになるが、それならなぜ病院に連れていかないのだ。

　それにそもそも、あの男たちがそのまま放置していくはずがないのだ。今回の件けんに関して、あの男たちの口くち振ぶりからすれば、霧生はもう幕まくを引くつもりだったはずだ。事じ態たいを揉もみ消すために藤倉を始末しようとしたのも、霧生とのラインを消すためだろう。

　そして死体は見つからなければ完全犯はん罪ざいだ。ましてや、藤倉に対してはまだ殺しきってもいない。中ちゆう途と半はん端ぱに撥はね飛ばして放置していくことこそあり得ない。

　つまり考えたくはないが、最悪の可か能のう性せいが一番高くなる。

「お前の親おや父じは何でここに？」

　透は押し殺した声で大斗に迫せまった。余よ計けいなことは口にするなと言い包くるめて、大斗のガムテープを剝はがした。

「へ、変な男たちが連れてきたんだ」

「くそっ、やっぱりかっ」

「ザハトが助けてくれって頼たのんだみたいだけど」

……そんなわけあるかっ

　助けただけで病院にも連れていかずに、怪我の手当てもせずに放置するなどあり得ない。霧生が藤倉をザハトに預あずけたのはなぜなのか。ザハトと霧生の間で、既すでに話がついていると考えた方が自然だ。

　もうこれで確かく実じつだった。透は大きな勘かん違ちがいをしていたのだ。てっきり藤倉親子とザハトは、霧生と対立しているものと思っていた。暴ぼう走そうし始めた藤倉たちを粛しゆく清せいする方向で動き出した霧生だったが、あくまで粛清の対象は藤倉でありザハトは違う。

　つまりザハトと霧生は繫つながっている。どちらから連れん絡らくを取ったのかは知らないが、藤倉をスケープゴートにして、ザハトは何かを手土産みやげに寝ね返がえったのだ。

……手土産とは何だ？

　霧生が意味なくザハトに手を貸かすことなど、あるはずがない。

……見返りは何だ？

　嫌いやな予感がする。とても嫌な予感がする。

　となると既すでに透たちの情じよう報ほうもザハトに伝わっている可能性が高い。妙みように警けい戒かいが厳げん重じゆうだったのは、透たちが来ることを見み越こしていたのだ。

　悪い予想というのは、一度真実味を帯び始めると、際さい限げんなく広がっていく。

「まずいわよ。藤倉の奴やつ、ザハトを起こしてる。……あっ、目が覚めたっ」

「ちっ、あの馬ば鹿か」

　舌した打うちが漏もれた。藤倉も状況が読めていない。ザハトが敵てきに回ったことにまだ気がついていないのだ。ザハトが目を覚ませばそれだけ自分の寿じゆ命みようが短くなるというのに……。

　ここから一番近い出入り口の間には、まだ巡回している警備兵がいる。反対側を進めば、どうしても守しゆ衛えい室の目の前を通らなくてはならない。蜂はちの巣を覚かく悟ごで飛び出すか、それともどこかに隠かくれて機を窺うかがうか。透一人だけなら強きよう行こう策さくも取れるが、一いつ緒しよにいるのは響だ。

──他人は犠ぎ牲せいにしてでも、自分だけは生き残る

　確たしか、響が薫に言ったエクサーの鉄てつ則そくだ。響を犠牲にして自分だけが生き残る。

「何よ、こんなときに人の顔じっと見て」

　逡しゆん巡じゆんしている暇ひまはない。

「ああっ、ダメっっ」

　響の叫さけびにゲストルームを見上げると、ザハトが備そなえつけの電話で守衛室に連れん絡らくを入れたところだった。警備兵が一いつ斉せいに飛び出してくる。そして出入り口を押さえて逃とう走そうルートから潰つぶしにきた。相手はよく訓練されている。狩かる気満々だった。

　透はもう一度舌打ちすると、身を翻ひるがえして非ひ常じよう階かい段だんを駆かけ上がった。奴やつらが次に確かく保ほしにくるのは、非常階段しか考えられない。もうエレベーターは止められていた。

　万が一見つかった場合の対たい処しよ方法も一いち応おう考えてあったが、間に合うかどうか。透は総一郎に電話をかけると、桃に今すぐ建物の北東の角まで来てもらうよう頼んだ。




　　　　§７




　透たちは二階北東の会議室に逃にげ込こんだ。既に自動追つい尾び型の監かん視しカメラが透たちの姿すがたを捉とらえ、一人守衛室に残っていた警けい備び兵が、館内放送でそれを連絡しているようだった。ただしスピーカーから聞こえてくる声は、日本語ではないので何を言っているのかわからない。

「は、離はなしてくれよっ」

　大斗が身を捩よじって抵てい抗こうした。

「別にいいけど、お前確かく実じつに殺されるぞ」

「えっ？」

「だから、ザハトに全すべての罪つみを擦なすりつけられて消されるぞって言ってるんだ」

「そ、そんなのウソだっ!!」

「ウソだと思うなら行けよ」

「のんびり話をしてる場合じゃないわよっ。そこらじゅうに警備兵がいるっ!!」

　もう警備兵の駆けつけてくる足音が聞こえてきた。ぐずぐずしている暇はない。

　響は窓まどを開けると真っ先に飛び降おりた。続けて透も飛び降りる。足首を捻ねん挫ざしないように尻しりを突ついて後ろに転がった。かなりの衝しよう撃げきだったが怪け我がはしていない。すぐに立ち上がると、大斗も飛び降りてきた。

「ザハトを信じてたんじゃなかったのか？」

　大斗は唇くちびるを嚙かんだだけで何も答えない。恐おそらく透が言ったことを薄うす々うす感じていたのだろう。

「行くぞっ」

　透は大斗にそう言うと、響に続いて全力で走り出した。その瞬しゆん間かんだった。

──タタタタッ

　くぐもった破は裂れつ音が連続して、削けずり取られたアスファルトが足元で跳はね上がる。ぎょっとしたように心しん臓ぞうがひっくり返った。

「フリーズっ!!」

　数々の照明に炙あぶり出された明るい夜空に、嫌によく通る声だった。透と響の足がぴたりと止まる。振ふり返ると、二階の窓から警備兵の男がＨ＆Ｋ製せいＭＰ５を構かまえていた。銃じゆう口こうから薄く煙けむりが漏れている。透のところにまで火薬の臭いが流れてきた。

　警備兵の後ろからザハトが顔を覗のぞかせた。ゆったりとした布ぬのを巻まきつけただけのような、Ａ国の民族衣い装しようを纏まとっている。

「お待ちしていました」

　日本人だという祖母に教えられたのか、実に流りゆう暢ちような日本語だった。だが外国人にしては珍めずらしく抑よく揚ようのない話し方をする。まるで感情が伝わってこない。

「俺たちのこと知ってる口振りだな」

「エクスプローラーという組そ織しきの工作員が襲おそってくると、情報をもらいました」

　ザハトは能のう面めんのような虚うつろな表情で、口だけを動かしている。何だか生きている人間とは思えない空っぽの人形のようだった。

　ザハトが手を上げると、警備兵が二階の窓からＭＰ５の照しよう準じゆんを透たちに合わせた。さすがに全身から嫌な汗あせが一いつ斉せいに噴ふき出す。

「うわあああああっっ!!」

　先ほどの透の脅おどしが効きき過すぎたのか、銃を向けられた大斗はパニックに陥おちいって、通用口に向かって走り出した。すかさず二階の警備兵が大斗に銃を振り向ける。

「や、やめろっ!!」

　ザハトの脇わきから顔を覗かせた藤倉が、警備兵に飛びかかった。銃じゆう弾だんが大きく逸それて、透のすぐそばを突き抜ぬけた。思わず透と響は、頭を抱かかえてその場に蹲うずくまった。

「邪じや魔まです」

　ザハトがサイレンサー付きの銃を藤倉の額ひたいに押し当てた。

「ザハトくん？」

　藤倉は一いつ瞬しゆん何が起きたのかわからずに、きょとんとした表情で動きを止めた。

──バシュッ

　くぐもった音が一発だけ炸さく裂れつした。藤倉の額に穴あなが空あく。藤倉はきょとんとした顔のまま膝ひざをついて、そのまま前のめりに倒たおれた。

「ペット誘ゆう拐かいに手を染そめていた親子が、襲ってきた工作員に殺されてしまいました。とても可か哀わい想そうなことです」

「あんた、何言ってるのよ」

　背はい後ごにいる響の緊きん張ちようした低い声が、透の耳の裏うらを打った。そういうシナリオということだ。

「その工作員は警備兵に、無残にも射しや殺さつされてしまいました。こちらも可哀想なことです」

　透も響も息を吞のむ。二人同時に立ち上がると通用口に向かって走り出した。ザハトの脇に控ひかえていた警備員が、躊ちゆう躇ちよなく透と響に向かって発はつ砲ぽうした。

　透は横っ飛びに響に体当たりして押し倒した。間かん一いつ髪ぱつで何とかＭＰ５の銃弾を避よけたが、すかさず追撃の銃弾が飛ぶ。今度は頭から転がった。再ふたたびぎりぎりで避けることが出来た。だがいつまでも幸運は続かない。見晴らしのいい駐ちゆう車しや場じようで、障しよう害がい物ぶつは何もない。身体からだのどこかに当たるのは時間の問題だった。

　今度は正門に向かって走り出したが、建物の勝手口から別の警備兵が目の前に飛び出してきた。更さらに逃にげ場を失う。今度も警告なく発砲された。透は再び力任まかせに地を蹴けって響に体当たりをかます。だが銃口の向きと引き金を引くタイミングを計るにも限げん界かいがある。

（待たせたな）

「桃っっ!!」

　頭に直ちよく接せつその声が聞こえてくるのと同時に、フクロウや鷹たかなどの猛もう禽きん類が音もなく警備兵に襲いかかった。桃が塀へいを飛び越こえてやってきた。その向こうには総一郎と薫が待機している。

　これで大だい丈じよう夫ぶと透は安心した。響も同じだったに違ちがいない。

　だがザハトがにやりと唇くちびるの端はしを持ち上げたのを、透は見み逃のがさなかった。全身に鳥とり肌はだが立つ。初めてその顔に表ひよう情じようらしいものを目にした瞬間だった。人形が笑っているような不気味な非ひ現げん実じつ感かん──。

「あの猫ねこですっ。それからあの塀の向こうに少女がいるはずですっ」

　ザハトは桃と塀を指差して大声で叫さけんだ。

「ああっ!!　何でっ？」

　響が悲鳴を上げる。

　勝手口から更に男たちが姿すがたを現あらわした。男たちが手にしているものは麻ま酔すい銃じゆう。昼間、薫たちを襲ってきたあの男たちだった。

　この建物については、侵しん入にゆう前に散々観察したはずだ。それなのに透と響に気づかれずにいたのはなぜなのか。地下駐車場に隠かくれていたからに違いない。ではなぜそんなところにいたのか。透と響の能力に対たい抗こうするためとしか考えられない。

……やられたっ

　昼間、桃を捕つかまえるには人海戦せん術じゆつで麻酔銃を使うしかないと透は思った。その通りのことが目の前で展てん開かいされていた。次々と麻酔針ばりが桃に命中する。

──全ては桃を捕とらえるため

　透と響を追い込んだのも、桃が助けにくるのを待つためだったのだろうか。

　警けい備び兵が透と響に真まっ直すぐ銃を構かまえた。隠れる場所はどこにもない。逃げる場所ももちろんなかった。警備兵の指に力が込められる。緊きん張ちようの糸が限界にまで引き伸のばされる。

　覚かく悟ごを決めなければならない。何かを得るには何かを捨すてなければならない。捨てることには慣なれている。透の人生は無む駄だなものを削けずり落としていくことだったからだ。過か去こを捨てて、感情を捨てて、一いつ切さいのしがらみを捨ててきた。そうやって身軽にならないと、底なし沼ぬまから這はい上がれなかったからだ。

　そんな透が初めて得たたからもの。失うわけにはいかない。大事な物を守ること、大切な者を守ること、透の始まったばかりの新たな人生の答えは、これで合っているのだろうか。

　透はそっと響に抱だきついた。

「えっ？」

　そして力の限かぎり抱き締しめた。ずっとこうしていたいような気がしたが、それは多分気のせいだ。誰だれがこんな凶きよう暴ぼうな女を抱きたくなったりするものか。

　透はそのまま抱きかかえると、響の頭を胸むねに押しつけて塀まで真っ直ぐに走った。僅わずか二十メートル。だが果てしなく遠い二十メートル。

──タタタタッ

　二階からと勝手口の両方から音が聞こえてきた。背せ中なかが焼けたように熱くなる。

　事じ態たいを悟さとった響が「離はなして」と怒ど鳴なる。だけど透は離さない。「お願いだから離して」と響が絶ぜつ叫きようする。だけど透は決して離さない。

──他人を犠ぎ牲せいにしてでも、自分だけは生き残る

……それで正せい解かいだよ

　塀の向こうには総一郎と薫が控えている。あの二人に任まかせればまだ何とかなる。

「うおおおおぉぉっっ!!」

　透は壁かべに取りつくと力任せに響を放ほうり投げた。二メートルの壁を越こえて響は反対側に落ちた。

「透っっっ!!」

　壁の向こうからの絶叫。

「椎名と薫ちゃんを連れて逃げろ……。これは……命令だからな」

　響は呆ぼう然ぜんと塀を見つめている。真っ直ぐに顔を上げて、まるでその顔を透にだけ見せるように……。

「……薫ちゃんと仲直りしろよ……」

　小さく呟つぶやいた。目が霞かすむ。膝から力が抜ぬけていく。

──タタタタッ

　再び衝しよう撃げきが背中を襲おそう。響の姿を見ながら、響の姿を目に焼きつけて、透は目を閉とじた。膝をつくと前のめりに倒たおれ込んだ。額ひたいを壁に強打したが、もう痛みなど感じない。
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　銃声が響ひびき渡わたり、むせ返るほどの血と硝しよう煙えんの臭においが塀の向こうから漂ただよってくる。桃が塀を飛び越えていってから、事態は急きゆう激げきに進しん展てんしていたが、薫はただ待つことしか出来ない。

「うおおおおぉぉっっ!!」

……え？

　透の叫び声が、塀のすぐ向こう側から聞こえてきたと思ったら、響が空から落ちてきた。

「透っっっ!!」

　響の絶叫が夜空にこだまする。

　立て続けに炸さく裂れつする銃じゆう弾だんが、左から塀に当たり、一いつ瞬しゆん鈍にぶい音がして、再び塀の右側にパラパラと当たった。

「う……そでしょ……」

　何が起きたのかわからなかった。頭では本当は理り解かいしていた。だけど心がそれを拒きよ絶ぜつする。この目で実じつ際さいに見るまでは信じない。薫は大使館の正門に向かって走り出した。だけどすかさず響が薫を羽は交がい締じめにしてそれを止めた。

「離してっ、離してーっ!!」

　全力で暴あばれたが、薫の力では響を振ふり払はらえない。いつの間にか薫は涙なみだを流していた。

「逃にげるのよっ!!　薫っ、しっかりしてっ!!」

　その言葉が薫を一番激はげしく憤いきどおらせた。たとえ相手が響であっても認みとめられないことがある。身体からだを捻ねじって響に向き直った。

「しっかりしてないのは響ちゃんでしょっ!!　何で透さんを置いてきたのよっっ!!」

　響に対してこれほどまでに怒いかりを感じたことはなかった。昼間の学食で見せた演えん技ぎとは違ちがう。これは本気の怒りだった。

　響は言葉に詰つまって、今までに見たことがないほどの苦く悶もんの表ひよう情じようで、服の上から胸むねの辺りをぎゅっと摑つかんだ。今にも泣きそうに響の唇くちびるがわなわなと震ふるえている。

「響ちゃん、自分が助かりたいからって透さんを犠ぎ牲せいにしたんでしょっっ!!」

　薫は泣きながら言葉のナイフで切り刻きざむ。響の中で言葉には出来ないほどの想おもいが膨ふくれ上がったのが、全身から伝わってきた。それが溢あふれ出そうになる瞬間、響は意志の力でそれを捻ねじ伏ふせていた。

「……そうよ。それがエクサーの決まりなの……」

　静かな口調で告げる響の中で、様々な思いが暴れ狂くるっているのが匂においでわかる。それなのに表面上はそんな素そ振ぶりを一切見せない。だけど薫はその冷静さすら、今は許ゆるせなかった。

「違うよっ。それは響ちゃんの鉄てつ則そくじゃないっ。だって透さんは響ちゃんをかばってっ……」

「今はそんなこと言い争ってる場合じゃないのっっ」

　響ははっとした表情でビルの前の道路に耳を向けると、薫の腕うでを引っ張ぱって反対側に走り出した。薫はそれを振りほどいて、再ふたたび大使館の正門に向かおうとした。

　だけど同じように響に止められた。肩かたを力任せに摑まれて、響の方に引っ張られた瞬間、頰ほおを張られた。じんじんと熱を持ったように左頰が痛いたむ。

「いい加か減げんにしなさいっっ!!　私だって出来ることなら助けたいわよっっっ!!」

　場を圧あつする怒号が、薫の鼓こ膜まくを打ちのめす。ビリビリと響の全身から電流が迸ほとばしったような気がした。全力で感情をぶつけていた薫でさえ、その迫はく力りよくに押されて足が一歩後ずさる。

「椎名っ、そっち持ってっ」

　響はそう言って薫の右みぎ脇わきを取って持ち上げた。総一郎は薫の左脇を持ち上げる。問答無用で両脇を抱かかえ上げられて、そのままビルの敷しき地ちの奥おくへと運ばれた。

「離はなしてーっ」

　悪あく夢むだった。ただ待っているだけの無力な自分。何も出来ない無力な自分。追つい跡せき能のう力りよくに秀ひいでているからといって何になるのだろう。いざというときに役に立てないのは、単たん純じゆんに力が足りないからだ。







　Interlude 4







　湖の底のようなひんやりとした空間──。ここは地じ獄ごくだろうか。幼おさない頃ころからの素そ行こうを考えれば、天国に行けるなどとは思ってもいないし、そもそも死後の世界など信じていない。

　幼い頃の透とおるは、なぜあれほどまでに養よう護ご施し設せつから執しつ拗ように逃にげようとしたのか、今思い返しても自分でもよくわからない。別に嫌きらいな奴やつがいたわけでもない。最後の脱だつ走そうは、院長に寝しん室しつに連れ込こまれそうになったからだが、それがなくても遅おそかれ早かれ、飛び出していただろう。

　何かを探さがし求めていたのだろうか。あそこは自分の本当の居い場ば所しよではないと思い込んでいたのか。多分本当の理由は、古ふる和泉いずみ村を命からがら脱出した後、透が施設に預あずけられるときに、能力を封ふうじる催さい眠みん暗あん示じをかけられると同時に、敵てきに捕つかまってはいけないとでも刷すり込まれたからだろう。あのときの脱出行も、逃げなくてはならないという強きよう迫はく観念を形成するのに、一役買っていたに違ちがいない。

　確かに透は、いつも心のどこかで違い和わ感を感じ続けていた。誰にも心を開かなかったし、誰の力にも縋すがろうとしなかった。自分の内なる感覚をじっと研とぎ澄すませて、いつの日かそれを解かい放ほうするときが来るのを待ち続けていた。

　三年前のあの夏、能力が発はつ現げんした透は、ついにそのときが来たのだと悟さとった。学校を転校して、住所を変えて、希き薄はくだったとはいえ人間関係も変えた。透の周囲のもの全すべてを変えた。捨すてたと言ってもいい。

　そうやって得た新しい生活は、確かに透にある程てい度どの安らぎを与あたえた。狂くるおしいまでの焦しよう燥そう感かんは消えた。だがそれでも身元を隠かくすのはやめられなかったし、いつでも逃げ出せるように、生活の拠きよ点てんにはＰＣ以外、必要最さい小しよう限げんの物しか置かなかった。学校での人間関係も付かず離はなれずの浅いものに終始した。

　それなのに、響ひびきと出会い、薫かおるが隣となりの部屋に転がり込んできたとき、なぜ透は逃げ出さなかったのだろうか。

……なぜ、逃げなかったのか……

──ふふん、本当はわかってるくせに

　わからない。わからない振ふりをしている。わかりたくない。わかる必要などない。わかったところで何が変わる？

──じゃあ、私が答えを教えてあげる。感かん謝しやしなさいよ

　いつもいつも偉えらそうで高飛車な女。凶きよう暴ぼうで手が早くて自分以外は道具としか思っていないような女。髪かみが長くて胸むねが薄うすくて吸すい込まれるような大きな瞳ひとみを持つ女。

──あんたはこの生活に安らぎを感じていたのよ

　危き険けんに満ちていて、実じつ際さいに何度も大おお怪け我がを負い、貧びん乏ぼうくじを引かされ続けた四か月。

……安らぎ？　冗じよう談だんじゃない

　命がいくつあっても足りないような場面に何度遭そう遇ぐうしたことか。だけど何かから逃げなければという衝しよう動どうは、確かにいつの間にか消えていた。それはなぜだ？　出生の秘ひ密みつが明らかにされたからか？　血の繫つながった兄が現あらわれたからか？　それもあるかもしれない。だけど本当に一番大きな理由は、そんなことではない。

　胸の中心にいつの間にか居い座すわってしまい、段だん々だんと大きくなっていくその存そん在ざい。

　隣の部屋で一いつ緒しよに暮くらすようになってからの四か月、腹はらの立つことも多かったが、今までの透の人生において、最も充じゆう実じつした瞬しゆん間かんだったのは紛まぎれもない事実だ。

　決して穏おだやかとは言えない。だけどとても居い心地ごこちのよい空気。刺し激げきに満ちたドキドキの緊きん張ちよう感。ようやく辿たどりついたところは、三年前のあの夏には予想もしていない場所だった。

──ほらね。認みとめちゃいなさいよ

　得意気な顔が目に浮うかぶ。

──いつまで寝ねているの、早く起きなさいよ

　怒おこっている顔も目に浮かぶ。背せ中なかが異い常じようなほどに熱を帯び始めた。次し第だいにその場所が爆ばく発はつしそうなほどに痛いたみ出す。目に焼きつけたはずのその姿すがたは、早くも揺ゆらぎ始めてしまっていた。

　きっと、もう一度その目で見て、確かめろということなのだろう。







　第五章　代だい償しようとなる覚かく悟ご
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──ぴちょん、ぴちょん

　水の滴したたる音が聞こえた。雨あま漏もりでもしているような、そんな涼すずしげな音。だがこの数日というもの、一滴てきも雨は降ふっていない。

「さあ、始めましょう。目は覚めていますか？」

　抑よく揚ようのない感かん情じようの乏とぼしい声が遠く頭上から降ってきた。どこかで聞いたことがあるような、ないような存そん在ざい感の希き薄はくな声。だが心しん臓ぞうをぎゅっと鷲わし摑づかみされたような気持ち悪さが、透とおるの身体からだに絡からみつく。

　身体を串くし刺ざしにされたような激げき痛つうが背中を走り抜ぬけた。朦もう朧ろうとしていた意い識しきが、一瞬にして明めい瞭りようになる。

「あの状じよう態たいで生きているとは思いませんでした。驚おどろくべき生命力です」

「ぐはっ」

　ぐりぐりと銃じゆう創そうに指を突つっ込まれた。引き抜かれた指が透の目の前に晒さらされる。第二関節まで真っ赤に染そまったザハトの人差し指だった。

「だからあなたのこと、研究所に運んでもらいました」

　透は霊れい安あん室しつのようなところにうつ伏ぶせで横たえられていた。銀色に鈍にぶく光るステンレスの台が、ひんやりと冷たい感かん触しよくを頰ほおに伝えてくる。水の滴る音は、透の背中から流れ出た血けつ液えきが床ゆかに滴り落ちる音だった。台を透すかして大きな血の池が出来ているのが見えた。

　透の手足は真っ直ぐ大の字に拘こう束そくされていた。サブマシンガンで撃うたれた背中が激はげしく痛む。だが死んでいた方がよかったかもしれない。死ぬよりも辛つらい地じ獄ごくは確たしかにこの世に存在する。

　これから何が始まるのか不安で仕方がない。ザハトのガラス玉のような濁にごった瞳ひとみが不気味だった。否いや応おうなく恐きよう怖ふ心を煽あおられて、透はパニックに陥おちいりそうになるのを必死に押おさえ込む。

「こ、ここはどこだ？」

「霧生きりゆうさんの研究所です。あの猫ねこを研究するところですよ」

　ということは桃ももはまだ無事ということだ。冷静になれと何度も自分に言い聞かせる。

　手足の拘束は革かわベルトで頑がん強きように固定されている。引き千切る以前にびくともしない。部屋の外はなぜか真っ暗で透とう視しが利きかなかった。いや違ちがう。恐おそらくここは地下なのだ。

「あの太った猫と少女を捕つかまえて解かい体たいすることが私の目的でしたが、気が変わりました。あなたの方が面おも白しろい身体しています。とても興きよう味みが湧わきました。中には何があるのでしょうか」

　ザハトは透の髪かみに触ふれた。血で汚よごれた透のべとつく髪をザハトは指先で弄もてあそぶ。

「あなたたちが来ることはわかっていましたが、あんなに手て際ぎわよくやられるとは思いませんでした。どうやって侵しん入にゆうしたのですか？」

　霧生はザハトに透たちの能力までは教えていないということだ。恐らく何のために桃を捕まえようとしていたのかすら、知らされていないに違いない。

「何も答えてくれないのですね。……では私の好きにさせてもらいますよ。霧生さんには猫以外には手を出すなと言われていましたが、あなたはとても不思議な身体をしていますからね。少々無む茶ちやをしても大だい丈じよう夫ぶでしょう。こんな玩具おもちやは普ふ通つう手に入らないからとても楽しみです」

　どこが楽しみなのか全く感じさせない単調な発声のリズムは、昆こん虫ちゆうのような無む慈じ悲ひさをこれ以上ないほどに醸かもし出した。

　誘ゆう拐かいされたペットの辿たどった道がどのようなものだったか、考えまいとするのに、吊つり橋で吊るされていた猫の死し骸がいがフラッシュバックのように脳のう裏りに蘇よみがえる。溺でき死ししたシェパード犬の苦く悶もんの表情が蘇る。カタカタと歯の根が打ち鳴らされるのを透は止めることが出来ない。

「とてもいい表情ですね」

　ザハトは透の頰を薄うすく撫なでた。能面のような顔からは一いつ切さいの感情が窺うかがえない。無む機き質しつな瞳が、標本でも見ているようで恐ろしい。

「……これが何かわかりますか？」

　ザハトは透の正面に立つと、大きなハサミのような器具を目の前に差し出した。ギラリと鈍く光を反はん射しやする銀色の凶きよう器きが、一体何に使われるのか、恐ろしい想そう像ぞうだけが膨ふくらんでいく。

「メッツェンバウムと言います。私の好きな解体道具です。これでたくさんたくさん分解しました。肉を切り取るときは、ナイフよりもハサミの方が便利です。あなたの肉はとても硬かたい」

　ザハトはハサミの刃はの部分で、透の右みぎ腕うでの皮ひ膚ふの上を撫でるように滑すべらせた。くすぐったさなど感じない。恐怖のあまり鳥とり肌はだがぼこぼこに立つ。ザハトはハサミを開いたり閉とじたりを繰くり返した。そしてゆっくりと透の背はい後ごに回っていく。

「や、やめろ……」

　革のベルトがギシギシと軋きしんだが、やはりびくともしない。

──シャキシャキ

　ハサミでツナギとシャツを切る音が聞こえてくる。必死に背後を窺おうとしたが、拘束されているため首が曲げられない。あまりの恐怖感に涙なみだまでが出てくる。見えないということが、これほどまでに恐怖を生むとは思わなかった。

「銃じゆう弾だんは中に取り残されたままです。このままだと鉛なまり中毒になりますね」

　それは突とつ然ぜんだった。目の裏うらで一いつ斉せいに火花が散る。

「うぐうああああぁぁっ!!」

　意識がショートしそうなほどの激げき痛つうが、左ひだり腰こしに近い背せ中なかを中心に透の神しん経けいを切り裂さいた。あの巨きよ大だいなハサミが、銃創に突つき込まれたらしい。ザハトはそれをぐりぐりと捻ひねり回している。

「銃弾は貫かん通つうせずに全すべて体内にとどまってます。火薬量を減へらしていたのでしょうか。それともホローポイント弾を使用したのでしょうか」

「ぎいいいいっっ!!」

　苦く悶もんの叫さけびが喉のどの奥おくから搾しぼり出される。透は口から血の泡あわを噴ふき出してビクンビクンと全身を痙けい攣れんさせた。

「前者のようですね。サイレンサーと合わせて威い力りよくが落ちたようです」

　ようやくハサミが引き抜ぬかれて、カランと硬い何かが床ゆかに落ちる音がした。

「さあ、これが後何回続くと思いますか？　麻ま酔すいなしでどこまで耐たえられるか楽しみですね。気き絶ぜつしないで下さいよ。意い識しきを失ったら殺しますからね」

　初めてザハトの声にリズムのようなものが生まれていた。恍こう惚こつ感に満ちた酔よったような調子で、声が楽しそうに踊おどっている。

「も、もう、やめてくれっっ!!」

　透は悲鳴を上げた。死んだ方がマシだと真しん剣けんに思った。
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　薫かおるはビジネスホテルの一室で、呆ぼう然ぜんと窓まどの外を眺ながめていた。響ひびきは透の単車に乗ってどこかに行ってしまった。総そう一いち郎ろうは部屋の外で忙いそがしそうに電話をかけている。

　大使館から逃にげ出した薫たちだったが、霧生の配下と思われる男たちもＡ国の警けい備び兵も、それほど深追いはしてこなかった。理由はわからない。

　あの後、響は大だい斗とを捕つかまえて警察に身み柄がらを引き渡わたした。総一郎と透にかけられたペット誘拐事じ件けんの濡ぬれ衣ぎぬはこれで晴らせるだろうが、薫たちはそれ以上に大事なものを失った。

　薫は無力感に押し潰つぶされて、もう何もする気力が湧わいてこなかった。透は死んでしまったのだろうか。いくら回かい復ふく力に優すぐれていると言っても、当たりどころが悪ければどうしようもない。

　もし生きていたのだとしても、透を助けるにはどうすればいいのかわからない。相手が大使館では警察には頼たよれないし、自分で何とかしようにも、手持ちの武ぶ器きは総一郎が持っている拳けん銃じゆう一丁とナイフが数本、たったそれだけだ。サブマシンガンで武ぶ装そうしている警備兵を相手に、どう戦えばいいのかわからない。

「適てき材ざい適所って言ったじゃない……」

　透は潜せん入にゆう工作活動は任まかせておけと言っていた。それなのに帰ってきたのは響だけ。助けに行った桃は捕とらえられてしまった。

　また涙がこぼれ落ちてきた。拭ぬぐっても拭っても後から後から溢あふれ出る。

「落ち着いた？」

　携けい帯たいを手に、総一郎が部屋に入ってきた。

「まだみたいだな……」

　総一郎はベッドに腰かけると、ごろんと寝ね転ころがった。

「なあ、薫ちゃん。……霧きり元もとの奴やつは、命を懸かけて水みな瀬せ先せん輩ぱいを守った。水瀬先輩は、俺おれたちを守るために敢あえて霧元を見み捨すてた。あいつらは何かを守るために何かを捨てる決けつ断だんを瞬しゆん時じに下したんだ。そのときの覚かく悟ごってどれくらいのもんなんだろうな。俺はあの二人を尊そん敬けいするよ。俺には咄とつ嗟さにはあんな覚悟は出来ない」

「響ちゃんは自分が助かりたかっただけよ」

「本当にそう思ってんの？」

　総一郎が起き上がって薫の顔を覗のぞき込こんだ。

　透が響に惹ひかれているのは、見ていればわかる。響が透のことを気にしているのも知っている。お互たがい口では色々言っているけど、心の底では信しん頼らいし合っているのは、十分に伝わってくる。薫の付け入る隙すきなんて最初からなかったのかもしれない。

　でもだからこそ、薫は響があっさりと透を見捨てたことが許ゆるせなかった。響は透を救うことよりも、薫と総一郎の安全を確かく保ほする方が大事だと判はん断だんしたのだ。対等にすらなれない薫。

「水瀬先輩は信じてるよ。霧元は絶ぜつ対たいに生きてるし、俺たちの助けを待っているってな。霧元の居い場ば所しよがわかった。あの後、大使館から三み浦うら半島にある研究施し設せつに移うつされたらしい。多分、桃ちんも一いつ緒しよだ」
















　総一郎の携帯が鳴った。

「言ってるそばから来たな」

　総一郎は立ち上がると、今からそちらに向かうと携帯に告げながら部屋のドアを開けた。

「私も連れてってっっ!!　お願い、足手纏まといにはならないからっ」

　薫は総一郎を追って部屋を出た。

「それ、本当？」

「響ちゃんっっ!?」

　部屋の外には響が壁かべに寄よりかかって立っていた。ツナギの右みぎ腕うでと右みぎ膝ひざが破やぶれ、そこから覗のぞく肘ひじと膝は大きく擦すり剝むけて血が滴したたっている。栗くり色の長い髪かみにもべっとりと黒い血が付着して汚よごれていた。

「せんぱーい、何やってんすかー」

　総一郎が慌あわてて駆かけつけて傷きずを見た。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっと転んだだけ。見た目ほど酷ひどくはないから。大部分は私の血じゃないし」

　透を乗せたワゴンを追っていたのだが、もう一台のバンに阻はばまれた挙あげ句くに接せつ触しよく転てん倒とうしたらしい。ただしバンに乗っていた男たちもガードレールに接触して停止。相当な無む茶ちやをやったのだろう。中に乗っていた男を引きずり出して、ワゴンの行き先を問い詰つめたということだった。

「それより薫……、今度はちゃんと冷静に行動してよ」

　響の雰ふん囲い気きがいつもと違ちがう。凄すごみというか、氷の刃やいばのような怜れい悧りな気配が漂ただよっている。

「わ、わかってるっ」

　足手纏いになってはいけない。響に冷静になれと言われるのも何だか変な感じがしたが、薫が知らないだけで、これも響の一面なのだろう。いつもは透がフォローしてくれるから、本ほん能のうの赴おもむくままに好き勝手に行動していただけなのかもしれない。

「やあ、お待たせ」

　ロビーに下りたところで、表玄げん関かんの自動ドアから慶けい介すけが姿すがたを現あらわした。

「どうしてこの人が？」

「仲間になってくれるって言うからな。俺も一ひと肌はだ脱ぬぐことにしたのさ」

　薫の問いに、響の代わりに慶介が答えた。

「響ちゃん……」

　つまり響は、自分たちだけでは透を助けることが出来ないと判断したということだった。ただ逆ぎやく上じようして透を助けに行ったのでは返り討うちにあう。これは失敗が許ゆるされない作戦なのだ。だからあの響が里さと美みに頭を下げて、仲間になることを代だい償しように透を助けてくれと頼たのんだ。

「別に大したことじゃないわよ。今までと生活が変わるわけじゃないしね」

「でも……」

　これからはやりたくない仕事でもこなさなくてはならない。きっとどうしようもないほどの汚きたない仕事もあるはずだ。時間も自由にはならない。そういうのは嫌いやだと響は常つね々づね言っていた。透も勢せい力りよく争いに巻まき込まれるのは嫌だと言っていた。だから決して里美の傘さん下かには入ろうとしなかったというのに……。響は透のために自由を捨すてた。

「いつもいつもあいつに助けられてばかりってのも癪しやくだしね。今度は私たちがあいつを助ける番よ」

「響ちゃん……」

「じゃあ行くわよ」

「あ、ちょっと待ってくれ」

　総一郎が呼よび止めると、シルバーのメルセデスが滑すべるようにロータリーに入ってきた。そして総一郎の前で停とまると、中から壮そう年ねんの厳いかつい顔をした男が、紙かみ袋ぶくろを提さげて降おりてきた。

「総一郎坊ぼつちゃん、これでよろしいですか？」

　総一郎は紙袋を受け取って中を確かく認にんした。薫が横から覗のぞき込むと、油紙に包まれた黒光りする拳けん銃じゆうが何丁も入っていた。小さな箱は銃じゆう弾だんだろう。

「これ、前は？」

「大だい丈じよう夫ぶです。素す性じようはきれいですから、好きに使って頂いただいて構かまいません」

「ありがとう。助かるよ」

「いえ、坊ちゃんこそ、どうされたのですか？　今まで決して会長の手を借りようとはなさらなかったというのに、頭まで下げられて……」

「意地張はるよりも大切なものがあったってことだよ」

「そうですか。そういうことでしたら何も聞きますまい。いつか坊ちゃんが会長の跡あとを継つがれることをお待ちしております」

　響も総一郎も、自分に出来ることを最さい大だい限げんに利用して透のために動いていた。落ち込んで呆ぼう然ぜんとしていただけの薫とは違う。

　薫に何が出来るのか。それを真しん剣けんに考えなくてはならない。でなければいつまでたっても、薫のことを一人前として扱あつかってはくれないだろう。
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　出血のし過すぎだからか、苦しみを和やわらげるために脳のう内ない麻ま薬やくが過か剰じよう分ぶん泌ぴつされているからか、もう痛いたみはあまり感じなかった。意い識しきは朦もう朧ろうとして、今にも気を失いそうだった。ザハトはそれが面おも白しろくないようで、いかにして透に苦く悶もんの叫さけびを上げさせるかに注力している。

　だがここで意識を失ったら、それこそ終わりだった。多分本当にザハトは透にとどめを刺さすだろう。そうしたら、もう二度とあいつの憎にくたらしい挑ちよう戦せん的な笑えみを見ることは出来ない。薫とも総一郎とも会えない。

　両手足の拘こう束そくを一いつ旦たん解とかれ、今度は仰あお向むけにひっくり返された。ただし拘束はされない。透にはもう抵てい抗こうする力が残っていなかったからだ。

　透は残り僅わずかな気力を限界まで振ふり絞しぼって口を開いた。既すでに声を発することすら億おつ劫くうだった。

「もも……は、どうした？」

「あの猫ねこですか？　どこかで解かい剖ぼうされているのではないですか。何のためにあの猫を捕つかまえようとしていたのか、私は知りません。でも霧生さんたちは、最初からあの猫が狙ねらいでした」

　透は片かた眉まゆを上げて、どういう意味か続きを話すように促うながした。

「霧生さんが最初に私に声をかけてきたのは、一か月ほど前のことです。自分も組そ織しきの人間も、今は表立っては身動きが出来ないから、私に動いて欲ほしいというものでした。そして紹しよう介かいされたのが、あの愚ぐ鈍どんな藤ふじ倉くら親子です。あの親子を手足として使えということでした」

　薫たちが藤倉に聞かされた話は、やはり薫の推すい測そく通りデタラメだったのだ。

「藤倉親子は私の家の向かいにあるアパートに引っ越こしてきました。そして最初の要よう請せいは、中なか野の駅周辺の野の良ら猫と野良犬を捕まえてくることでした」

……中野駅？

　桃がかつて住んでいた場所だった。

「次に言われたのは、ある飼かい猫を盗ぬすんでこいという命令でした。無差別に狙っていたわけではないようです。あなた方の猫とそっくりの白黒のブチ猫です」

……そっくり？

　段だん々だん読めてきた。つまり霧生は桃の親兄弟を捜さがしていたのではないか。その理由はウィルス。桃の体内に潜せん伏ぷくしていて人の感覚器官を狂くるわす致ち死し性せいの高いウィルス。そして当然のことながら、桃もそのウィルスにどこかで感かん染せんしてきたはずなのだ。

　そして逆に桃から感染した猫がいてもおかしくはない。中野駅周辺で狩かりを行った理由は、桃と接せつ触しよくして感染している犬猫がいないか確たしかめるためだったのではないか。

　つまり霧生は桃の身近にいた猫や犬を集めていた。猫については首都圏けん全ぜん域いきにまで手を広げていたということは、把は握あく出来る限かぎりの桃の血けつ縁えんを追っていたのかもしれない。それがペット誘ゆう拐かいの本来の目的だったのだ。いずれは桃も捕とらえるつもりだったが、透たちが首を突つっ込んできたお陰かげで、その予定を前まえ倒だおしにしたのだろう。

　身みの代しろ金きん要求は、藤倉親子とザハトの暴ぼう走そうに過ぎず、霧生とは何の関係もない。

　そして霧生がここまで桃に拘こだわるということは、もしかしたら桃の体内にいるウィルスは、かなり特とく殊しゆな変へん異いを遂とげているのかもしれない。

　頭を働かせているうちにだんだんと意識がクリアになってきた。透は傷きずが痛んで苦しんでいる振りをして、周囲に目を走らせた。痛みは本物なので完全に演えん技ぎというわけでもない。

　建物自体かなり大きく、地上六階、地下三階建てのビルで、周囲からは隔かく絶ぜつされているのか人家が見当たらない。明かりもなく真っ暗なので、時じ刻こくは深夜未明といったところだろうか。こんな時刻だというのに、白衣を着た大おお勢ぜいの研究員が詰つめている。

　透は桃の姿すがたを捜さがした。この建物のどこかにいるはずだ。それにしても多くの動物が檻おりに入れられて飼し育いくされていた。犬や猫だけでなく、サルやヘビ、ワニなどまでが実験対象なのだろう。もちろんあのウィルスだけではなく、他の研究も行っているはずだ。

　そしてここにいるのは動物だけではない。隣となりの部屋には、女の子が一人捕らえられていた。怯おびえたようにきつく目を閉とじて耳を塞ふさいでいる。その顔にどことなく見覚えがあった。大斗とどこか顔立ちが似にている。

　桃はすぐ上の階で、他の動物たちとは完全に隔かく離りされた一室に閉じ込められていた。強化ガラスで覆おおわれた無む菌きん室のようなところで、大人しく眠ねむっている。
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「ん？」

　ザハトが頭上から響ひびいてくる振しん動どうに首を捻ひねって天てん井じようを見上げた。その直後に照明が一いつ瞬しゆん全すべて消えると、数秒後に蛍けい光こう灯とうがチカチカと明めい滅めつして再さい点てん灯とうした。

　一階の給湯室付近で大規き模ぼな爆ばく発はつがあったようで、もうもうと黒こく煙えんが立ち込めており、真っ黒に煤すすで汚よごれた壁かべが崩くずれている。今の振動はそれだろう。蛍光灯は蓄ちく電でん池ちで動いているが、ビル全体に停電が起きているところを見ると、配はい電でん盤ばんを吹ふき飛ばすのが目的だったとみていい。

　そして研究所の正面玄げん関かん付近で、なぜか慶介が武ぶ装そうした男たちを相手に派は手でに銃じゆう撃げき戦を繰くり広げていた。

　すぐに透は響の姿を捜した。もしこれが透と桃の救出作戦だったなら、あの大おお騒さわぎは陽動だ。騒ぎに乗じて侵しん入にゆうしようとする別働隊がどこかにいる。あの響が透を救出しにくるかは多少疑ぎ問もんだったが、来ないなら来ないでもいい。響や薫が危き険けんに晒さらされるのでは、命を賭として助けた意味がなくなる。

……どこだろう？

　建物内にはまだいない。敷しき地ちの周囲は、街灯から離はなれてしまうと暗くてよく見えない。

「どこだ？」

　透が呟つぶやいて一呼こ吸きゆうのち、裏うら門もんのすぐ内側に停とまっていたワゴンの中で、青白い光が二つ浮うかび上がった。ぐっと目の焦しよう点てんが引き伸のばされる。

『お待たせー。元気してた？』

『透さん無事ですか？　今助けに行きます』

　携けい帯たいディスプレイに打ち込まれた文字だった。地面に向けて携帯を翳かざしているところを見ると、既すでに透の居い場ば所しよは把は握あくしているようだ。

『あんたはそこで待ってて。何もしなくていいから』

　続けてメッセージが表ひよう示じされた。他人は自分の道具と考えているような響が、わざわざ透に何もするなと言ってくるということは、透の状じよう態たいを正せい確かくに把握しているということだろう。

　だがこの状じよう況きようだと、透はザハトの人ひと質じちになっているようなものだ。このまま響たちが突とつ入にゆうしてきても、透を殺すと脅きよう迫はくされたら、響たちは手出し出来なくなるのではないだろうか。

『いいから大人しくしてて。いざというときだけ情じよう報ほうを送ってくれればいいから』

　透の考えを先読みしていたように、響からの次のメッセージが表示された。相変わらず、透の考えなどお見通しと言いたいのだろう。当たっているだけに腹はら立だたしい。

「んなこと言ったって……」

『自分を犠牲にして誰かを助けるのは二流のやることだって以前言ってたよね。だからあんたは超ちよう一流のあたしの言うことに反論するのは禁止。わかった？』

「わかんねーよ」

　するとディスプレイの光が消えたと思ったら、今度は文字が拡かく大だいされて地面に突つき出された。

『わかった？』

　デジタル文字を見たに過すぎないのに、響に耳元で怒ど鳴なられたような気がした。

『それからこれだけははっきり言っておくわ。あんなことはもう二度としないで。感かん謝しやしてるなんて思ったら大おお間ま違ちがいよ。絶ぜつ対たいに許ゆるさないんだから。……でも』

「でも？」

　透の問いかけに、なかなか返事は返ってこなかった。長い長い間があって、それが見えたのはほんの一瞬のことだった。だが透の目がそれを見み逃のがすはずはない。そこに書かれていたのは、短い一言だけだった。

『ありがと』

　淡あわい光に彩いろどられたそっけない四文字。たったそれだけなのに、透の目に焼きついていつまでも消えなかった。なぜか身体からだの奥おく底そこから力が湧わいてくる気がした。
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　ザハトは室内電話でどこかと連れん絡らくを取って状況を確かく認にんすると、透を革かわベルトで拘こう束そくしてから部屋を出ていった。幸いだったのは仰あお向むけに拘束されたので、階上の様子がわかったことだ。

　響と薫、そして総一郎の三人は、白衣を着て裏門通用口から建物内に侵入していた。首しゆ尾びよく何人かの研究員を片かたづけてＩＤカードを入手すると、自分の顔写真を上から貼はりつけて素そ知しらぬ顔で地下まで降おりてきた。建物内が大だい混こん乱らんに陥おちいっているのと、伊だ達て眼鏡めがねにマスクで最さい低てい限げんの変へん装そうをしているので、すれ違った研究員も響たちだとは気がつかない。それだけ陽動が派は手でで苛か烈れつなものだということでもある。慶介は捜そう索さく活動や隠おん密みつ行動だけでなく、戦せん闘とう員いんとしても相当に優ゆう秀しゆうのようだった。里美が自じ慢まんするだけのことはある。

　総一郎は途と中ちゆうで響たちと分かれ、桃のいる部屋に辿たどりついていた。総一郎は気を失っている桃の身体を揺すっているが、桃はまだ目を覚さまさない。

　透の指し示じと響のソナー、薫の分ぶん析せき能のう力りよくを駆く使しして、敵てきをやり過すごすときは人のいない部屋に一いつ旦たん隠かくれて、見つかった場合も薫が悪意を感じなかった場合はそのままやり過ごし、侵入者だとばれて悪意を感じた場合は先手必勝で制せい圧あつした。

　そうやって順調に地下三階まで下りてきたのだが、そこで問題に突き当たった。非ひ常じよう階かい段だんの扉とびらに鍵かぎがかけられていたのだ。シリンダー錠じようなので反対側からは簡かん単たんに開けることが出来るが、響たちのいる側からは鍵がないと無理だった。

「その銃じゆうは使うな」

　透は響を制した。どこから入手したのか響は銃を取り出していた。だが金きん属ぞく製せいの耐たい火か扉なのだ。口こう径けいの小さな豆鉄でつ砲ぽうをいくら撃うち込こんでも鍵が壊こわれるとは思えないし、跳ちよう弾だんの心配もある。騒さわぎに気づかれてしまうだけだった。

　陽動が始まって五分、研究員の携けい帯たいから一一〇番通つう報ほうがなされていれば、そろそろパトカーが到とう着ちやくしてもおかしくない頃ころだ。慶介もいつまでも時間を稼かせいではいられない。

　透も動けたらいいのだが、あいにくと革拘束はびくともしない。それに頭は大分クリアになったとはいえ、やはり身体には上う手まく力が入らない。

　このままだと最悪の場合、侵しん入にゆうした響たちも捕つかまってしまう可か能のう性せいがあった。それだけは何としても避さけたい。ザハトもまだまだこの身体で遊ぶつもりらしく、今すぐ透を殺すつもりはないはずだ。でなければ突つき刺ささった銃じゆう弾だんを抉えぐり出したりはしない。いざとなったら出直してもいいのだ。無理をする必要はないから引き返せと言ったのだが、響は何も返事をしなかった。出直すつもりなどさらさらないらしい。

　そのとき隣となりの部屋に通じるドアが開いた。女の子が恐おそる恐る透を見つめていた。女の子はつい先ほどまで、透の悲鳴や苦く悶もんの叫さけびに怯おびえて部屋の隅すみで丸くなっていた。ショートカットで見た目は活発そうだが、今は水色の手しゆ術じゆつ着ぎのようなものを一枚まい纏まとっただけで、開いたドアから半分だけ顔を覗のぞかせている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　蚊かが鳴くような小ささだったが、意外と透すき通ったようなきれいな声だった。

「君は……舞ま衣いちゃん？」

　女の子はこっくりと頷うなずいた。小学五、六年生といったところだろうか。

「これ外して……」

　最後まで言い終わらないうちに、舞衣は小走りで駆かけ寄よってくると、固く絞しぼられた革ベルトにてこずりながらも、何とか外してくれた。手首をさすりながら透が身体を起こそうとすると、めまいがしてバランスを崩くずした。危あやうく銀色の台から転げ落ちそうになり、舞衣が慌あわてて支ささえてくれた。優やさしい子のようだ。桃はこの子のために、事じ件けんに首を突っ込んだらしい。

「お兄ちゃんの匂においがする。それに……これ、桃の匂い？」

「匂い？」

　一いつ瞬しゆん、薫のようなことを言うと不思議に思った透だったが、すぐにぴんと来た。なぜこの少女がここに捕とらえられていたのか。色々聞きたいことが出てきて質しつ問もんしようとしたのだが、あいにくと時間は限かぎられている。

　出血多量で透はまともに動けない。出来ることは、この頭を働かせることだけだ。そして透とう視し能力。これを最大限に使うしかない。

「ここから逃にげたいか？」

　舞衣はこっくりと頷いた。

「部屋の外の様子は知っているか？」

　舞衣は首を振ふった。ずっと隣の部屋に閉じ込められていたようだ。

「じゃあ、今から言うことをよく聞いて、その通りに動いてくれ」

　もう一度舞衣は頷いた。目が真しん剣けんなので、本当に逃げ出したいのだろう。透は非ひ常じよう階かい段だんまでのルートを透視で確かく認にんした。それを口頭で伝えようとしたのだが、結けつ構こう通路は複ふく雑ざつで、すぐに覚えられそうにない。適てき当とうにうろちょろしたのではすぐに捕まってしまう。

　透は部屋の中を見回して書くものと用紙がないか探さがした。だがそんな都合のいいものは見当たらない。

「仕方ない。ちょっとしゃがんで」

　透は床ゆかに溜たまっていた自分の血に指をひたすと、舞衣が着ている薄うすい手術着のようなものに擦こすりつけた。ざっと見取り図を描えがいていく。

「ここが俺おれたちのいる部屋だ。これからこの場所に行って扉とびらの鍵かぎを開けて欲ほしいんだ」

　舞衣は飲み込みよく頷いている。ついでに無人の部屋など隠かくれられる場所も描き込んでいく。研究員のいる部屋には近づかないようにルートを示しめした。

　すると舞衣ははっとしたように顔を部屋の外に向けた。つられて透も顔を上げた。いつの間にかエレベーターを降おりてザハトがこちらに向かってきていた。

「まずいな……」

　今部屋を出たのでは鉢はち合あわせになる。メスやハサミなど武器になりそうなものはそこらじゅうにあるので、舞衣にそれらを使わせてザハトに立ち向かわせるか、それとも透が立ち向かうか。武器を使い慣なれていない舞衣に、ろくに動けない透では、どちらも成功率りつは低いだろう。それよりは出し抜ぬけを図はかった方がいい。

「舞衣ちゃん、あれ外して」

　透は天てん井じようの蛍けい光こう灯とうを指差した。銀色の台に乗れば舞衣でも十分手が届とどく。意図を理り解かいした舞衣はすぐに飛び乗った。頭の回転も速い。二本の蛍光灯を回して外すと室内が真っ暗になった。

「この下に隠れて」

　そう言い置くと、透は貧ひん血けつで倒たおれそうになるのを堪こらえながら、隣の部屋に這はっていった。

　隣の部屋のドアを越こえたところで、ザハトが部屋に入ってきた。明かりの消えた部屋に驚おどろいて、ドア脇わきのスイッチをカチャカチャ動かしている。

　透はわざと物音を立てた。ザハトが慎しん重ちような足取りでやってくる。

……今だっ

　透が叫さけぶ前に、舞衣は台の下から這い出て部屋を飛び出した。手術着を確認しながら廊ろう下かを一目散に走っていく。後はザハトが舞衣を追っていけばいい。どうせ追いつけないし、非常階段の扉さえ開けてしまえば、響がザハトを片かたづけてくれる。そう思ったのだが、ザハトは舞衣を追いかけようとはしなかった。逆ぎやくに無む表ひよう情じようのまま透にメスを突きつけた。

「くっ」

　まずい。人ひと質じちになることだけは避さけなければならなかったのだが、ザハトは冷静だった。

　舞衣は迷まようことなく非常階段の扉まで辿たどりつくと、シリンダ錠じようを回した。そして響と薫を連れて戻もどってきた。

「馬ば鹿か、来るなっ。その子連れて逃にげろって」

　透は小さく叫さけんだが、響は足を止めようとはしない。

　響と薫が勢いきおいよく部屋に飛び込んできた。ザハトは特に驚くわけでもなく、透の背はい後ごに回って喉のど元もとにメスを突きつけると、隣の部屋の中央まで引き摺ずっていった。切っ先が僅わずかに食い込んで、新たな傷きずで血が一滴てき流れた。さすがに透でもここを切り裂さかれては、怪け我がの回かい復ふくの前に窒ちつ息そく死するだろう。

「透さん、だいじょ……」

　薫はそう言いかけたまま、透の変わり果てた姿すがたを見て、あまりの凄せい惨さんさに息を吞のんだ。

「ゆ、許ゆるさないっ、絶ぜつ対たいにあなたを許さないっっ!!」

　薫が絶ぜつ叫きようした。あの薫が両目に暗い憎ぞう悪おの光を湛たたえて、かっとザハトを見み据すえた。

「薫、落ち着きなさい。私たちの目的は何？　復ふく讐しゆうすることじゃないわよ」

　静かに語りかける響に、薫ははっとしたように我われに返ると、もう一度ザハトを睨にらみつけた。

「銃じゆうを捨すてて下さい」

　ザハトが響に向かって言った。

「いつかの逆だな」

　あのときと違ちがうのは、悪玉の持っている得物が銃ではなく手しゆ術じゆつ用ようのメスだということだ。脅きよう迫はくするときには、その方が都合がいい。そしてこの脅迫者は躊躇ためらいなどしない。

「早く捨てて下さい」

　ザハトは淡たん々たんとした口調でそう言うと、いきなり透の右みぎ腕うでにすうっとメスを走らせた。脳のう天てんに突つき抜ぬけるような激げき痛つうが迸ほとばしって、喉の奥おくから短い悲鳴が漏もれる。まだ残っていたのか思うほどにドクドクと血が噴ふき出た。

「透っっ!!」

「透さんっっ」

　薫が泣きそうな声で悲鳴を上げた。

「薫は舞衣ちゃんを連れて先に逃げて」

「そうはいきません。もし逃げたら次は右目を抉えぐりますよ。さあ、早く銃を捨てて下さい」

　薄うす暗ぐらい地下室にザハトの陰いん惨さんな声だけが滔とう々とうと流れる。響は唇くちびるを嚙かんで銃を床に放ほうり投げた。

　予想通りとはいえ、結局透が人質に取られ、響たちは手も足も出せなくなっていた。こうなることくらいわかっていたはずなのに、なぜこんな強ごう引いんに押おしかけてきたのか。それだけ頭に血が上っていたということだろうか。

「では今度はあなたたちで殺し合いをしなさい。武ぶ器きは銃以外なら何を使ってもいいです」

　ぎくりと響の動きが固まった。

「さあ早く。さもないと本当にこの少年の右目抉りますよ」

　ザハトの持つメスが、透の右の眼がん球きゆうの僅か五ミリ手前のところで真まっ直すぐで止まっている。

　透はカラカラに渇かわいた口の中に無理やり唾つばを溜ためて飲み込んだ。ゴクリと喉が鳴って頭が僅かに揺ゆれる。顔を仰のけ反ぞらせてメスから逃のがれようとするが、正せい確かくに透の眼球を追いかけてくる。

「仕方ないですね」

……来るっ

　透は覚かく悟ごした。メスから逃れようにも、身体からだに力が入らないのでどうにもならない。

「ま、待ってっっ!!　やります」

　薫が叫さけんでいた。今にも突き刺さしそうだったザハトの手が下ろされた。

　薫は思いつめた表ひよう情じようで何やら呟つぶやきながら、自分のリュックから小こ振ぶりのナイフを取り出した。響が与あたえたもののようで、鍔つばと持ち手には見たこともないデザインがあしらわれている。

「……じゃあ私もやるしかないわね。ごめんね、透。こんなことになっちゃって……」

　響もバッグの背せに忍しのばせた大型のサバイバルナイフを取り出した。

……響と薫ちゃんが？

「何やってんだ？　お前さっき自分のこと、超ちよう一流って言ったじゃないか。そんなことしたって金になんかならないぞ」

「響ちゃん、透さん、あんなこと言ってるよ」

「あのね、薫。私がこんなこと言うのも変かもしれないけど、人間ってお金のためには命を懸かけたりしないものよ。お金っていうのは命があってこそのものだからね。でも人は、人の想おもいとか自分の信念とかいうもののためには平気で命を懸けるの。不思議でしょ、お金で動く人間は世の中にいっぱいいるのに」

「響ちゃんも？」

「そうでありたいと思ってる。身近なところにあっさり命懸けちゃう奴やつがいるからね。私もそれに応こたえたいって思うわけよ」

「おいっ、お前さっきと言ってること矛む盾じゆんしてるぞっ。止やめろって言ってるだろ」

　それでも二人とも構かまえを解とかない。だけどこの勝負は目に見えている。ガチで戦えば薫が響に敵かなうはずがないのだ。

　先に薫が飛びかかった。演えん技ぎなんかではない本気の一いち撃げきだったが、響は軽かろやかにかわした。

「やめろっ」

　透が言っても二人は動きを止めようとしない。薫が本気で切りかかり、響は何かを悟さとったような清すが々すがしい顔で、それをよけ続けた。




　地じ獄ごくのような苦く痛つうと大量出血で、透の神しん経けいは参っていた。身体の内側から何かが流れ出してしまったような喪そう失しつ感かん。生なま臭ぐさい血の臭においに、嫌けん悪お感が胃の底からせり上がってくる。

　ありえない風景、そしてありえない出来事。決して起きるはずのない、起きてはならない状じよう況きよう。透を助けるために二人が命を懸けて殺し合いをしていた。

　妹のように思っている、まだ表情にあどけなさの残る薫が、銀色に鈍にぶく光るナイフを構えて肩かたで息をしながら立っていた。以前、超高こう層そうビルの最上階で操あやつられていたときのような虚うつろな視し線せんはしていない。理り性せいを保たもった強い光を湛えたまま、響を見み据すえていた。

　響は猫ねこのようにしなやかな動きで、前ぜん傾けい姿し勢せいのまま様子を窺うかがっている。覚悟を決めてしまった者のような深い色をした瞳ひとみで薫を見つめていた。

　どちらも透にとって大切な存そん在ざいだった。命を懸けてもいいとさえ思えるかけがえのない存在。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。止めに入ろうにも、身体は思うように動かないし、ザハトに背はい後ごから抱かかえられたままメスを突きつけられている。

「やっぱり響ちゃんって凄すごいんだね。全然当たらない。でもそろそろ終わりにしなきゃ……」

「薫……」

　響の表情がふっと柔やわらかくなった。響は張はり詰つめていた力を抜ぬくと、前傾姿勢をやめてゆっくりと身体からだを起こした。

　だけど薫はナイフを胸むねの前に構えたまま、攻こう撃げきの姿勢を崩くずさない。

「透、薫をお願いね。私はもう降おりるわ」

　響は僅わずかに両手を広げると、まるで飛び込んできなさいとでも言うように頷うなずいた。

「薫ちゃん、やめろっ!!」

　透は響が何をするつもりなのかわかってしまった。いや、何もしないということがわかってしまった。たとえ自分の身体に何か鋭えい利りなものが迫せまってこようとも、避よけることすらしない。

　優やさしく促うながされるように、薫は響に向かって駆かけ出した。

　透はこの光景を知っていた。いつか見た夢ゆめの内ない容ようとそっくり同じだった。この後どうなるのかも知っている。

「響っ、逃にげてくれっ!!」

　薫は両手で握にぎり締しめたナイフを真まっ直すぐ構えたまま、響にぶつかっていった。

　銀色の刃はが響の薄うすい胸に吸すい込まれていくのが、やけにはっきりと見えた。一ミリ一ミリ致ち命めい的な箇か所しよにめり込んでいく様子が、網もう膜まくに焼きつけられる。

「うわああああぁぁぁっ!!」

　透は叫さけぶことしか出来ない。響は透と違ちがって驚きよう異い的な回かい復ふく力は持っていないのだ。何のために響をかばって銃じゆう弾だんを受けたのか。

「かお……る……」

「ごめん、ごめんね、響ちゃん……」

　薫は泣きながら更さらにナイフを響の胸に押し込んだ。切っ先が背せ中なかから突つき抜けるのではないかと思うくらい、深く深く抉えぐった。

　響は両手を薫の顔に添そえると、そっと両頰ほおを撫なでた。そして親指でその涙なみだを拭ぬぐった。

「か……お……る……」

　ありえない風景、そしてありえない出来事──。

　心が音を立てて砕くだけ散る。視界がぼやけて、世界が滲にじんだように溶とけていく。




──バ──ン

　頭上からその音が炸さく裂れつした。それが何なのか理り解かいする暇ひまもなく、何かが透とザハトの上に落ちてきた。ザハトの持つメスが翻ひるがえって、透の頰を僅かに切り裂さいたが、今までのものと比くらべれば大した傷きずではない。

　落ちてきた何かは、床ゆかをのた打ち回っている。それが何なのか咄とつ嗟さに頭が働かない。なぜか何十匹ぴきという鰯いわしがピチピチと跳はね回っていた。呆ぼう然ぜんとしているところへ、今度は何匹もの猫が飛び降りてきた。白黒のブチ猫から、三毛猫、トラ毛の猫まで十数匹といる。それが一いつ斉せいにザハトに飛びかかった。

（透、大だい丈じよう夫ぶかっ）

「桃っ!!」

　天てん井じようの通風孔こうから桃がドスンと飛び降りると、身を翻してザハトに一いち撃げきを加えた。ザハトの顔に爪つめで引っ搔かかれた大きな傷がついた。そこから血が滴したたっている。

　透は我われに返った。血ち塗まみれの鰯がバケツとともにそこらじゅうに転がっているというシュールな状じよう況きように現げん実じつ感が伴ともなわない。だが間違いなく信じたくない現実がそこにはあった。

「響っっ!!　しっかりしろっ　死ぬなっっ!!」

　血の気の失うせた顔で響が倒たおれており、その上に薫が覆おおい被かぶさっている。ナイフは響の薄い左胸に突き刺ささったままだ。よほど鋭するどいナイフなのか、血は一滴てきも流れ出ていない。

……一滴も？

（いつまで演えん技ぎしている。時間はないぞ）

「…………は？」

「大丈夫よ。ちゃんと退たい路ろは確かく保ほしてあるんでしょ」

　呆あつ気けに取られている透の目の前で、響の顔がにいっと意地が悪そうに歪ゆがんだ。薫がよっこいしょと言いながら身体からだを起こすと、響も一いつ緒しよに起き上がる。胸のナイフは刺さったままだ。

「あんたこんな単たん純じゆんなトリック、すぐに気がつきなさいよ」

「透さん、ごめんなさい～」

　薫はナイフを引き抜いた。刃ははちゃんとそこにある。だけど血は一滴も付着していないし、響の白衣の下のシャツにも切れ目はない。薫はその切っ先に人差し指を当てると、ぐいっと押した。刃が鍔つばの中に押し込まれる。

「へっ？」

　精せい巧こうに出来た玩具おもちやだった。何でそんなものを持っているのかと問えば、透への誕たん生じよう日びプレゼントの一つだったらしい。一昨日おととい、美み幸ゆきと一緒にハンズで見つけて衝しよう動どう買いしたまま、リュックに入れっ放しだったものだそうだ。

　桃が通風孔を辿たどってここに来るまでの時間稼かせぎをしたかったから、響と薫は一芝しば居い打つことにしたらしい。薫のあの独ひとり言ごとはその打ち合わせだったのだ。

　安あん堵ど感と腹はら立だたしさから、透はもう何が何だかわからなくなる。泣きたいのか笑いたいのか怒りたいのか……。

「酷ひどい怪け我が……」

　薫は目に涙なみだを溜ためて透の背せ中なかの切り傷を眺ながめた。

「でもこれでわかったでしょ。私たちがどんな気持ちであんたに助けられたのか」

「……ああ。…………悪かった」

「ほら涙拭ふきなさいよ。いい男が台無しじゃない」

　透はいつの間にか泣いていたようだ。透は心底反省した。あんな思いは二度としたくない。

「でも、ほんとよく頑がん張ばったわね……」

　響は透の裸の胸にそっと手を伸のばして言った。響の指先が温かい。激はげしい出血で透の体温が低下しているのだろう。

「全くお前と会ってから、災さい難なんばっかりだよ、俺は」

「ほんと疫やく病びよう神がみだね、私」

　軽い冗じよう談だんのつもりで言ったのに、響はぽつりと呟つぶやいて俯うつむいた。そのらしくない態たい度どに、透は胸むねが苦しくなった。

　きっと響は、透が拷ごう問もんを受けている間、ずっとその様子を聞いていたのだろう。もし逆ぎやくの立場だったらと考えると、それはとても耐たえられそうになかった。

「そんなのお互たがい様だろ。気にすることじゃない」

「そうね……」

　透と響と薫の間で微び妙みような空気が流れた。響と薫の間でもまだ少しだけわだかまりが残っているようだ。三人とも次の一言が出てこない。お互いのことを本当に強く想おもっているというのに、透と響と薫を頂ちよう点てんとした三角形は、大きく形を崩くずしていた。何が悪いというわけでも、誰だれが悪いというわけでもない。空気は重く、両肩かたにのしかかってくる。

　その沈ちん黙もくを破やぶったのは舞衣だった。

「桃？　もしかして桃なの？」

　舞衣は桃を見て驚おどろいた。

「にゃあ～」

　桃は舞衣のもとに駆かけ寄よって、その頰ほおを舞衣の足に擦こすりつけた。透は桃の仕草に目を丸くした。まるで本物の猫ねこのようだった。ぐっと空気が柔やわらかくなる。

「あいつはどうする？　でも仕返ししてる時間はあんまりないわよ」

　響が部屋の隅すみでもがいているザハトを顎あごで示しめした。口元を真っ赤に滴したたらせた猫に、全身を食われかかっていた。

「あれで十分さ。運がよければ死ぬことはないだろ」

　動物を散々玩具にしてきたのだ。その動物に生死を決めてもらえばいい。

「霧元っ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　総一郎が部屋に飛び込んできた。そして薫と同じように透の姿すがたを見て絶ぜつ句くしている。

「はいっ、じゃあ逃にげるわよ」

　響は総一郎が透を背せ負おったのを確かく認にんして号令をかけると、みんな一いつ斉せいに走り出した。







　Interlude 5







　ブラインドから沈しずみかけた夕日が細く差し込んでくる。

　髪かみの長い女が、無む機き質しつなデスクの前で頰ほお杖づえをして話を聞いていた。気のなさそうな様子だが、氷のように冷ややかな視し線せんは変わらない。

　全身に包帯を巻まいた金きん髪ぱつの男が、ソファに腰こしかけて無む表ひよう情じようながらぼそぼそと言い訳わけを口にしていた。実験動物たちに食われかけたということだったが、何とか逃げ切ったそうだ。

「運がいいのね」

　女は金髪の男に研究施し設せつを自由に使っていいとは許きよ可かしていたが、ここまでの失しつ態たいをもたらすとは思っていなかった。エクサーに襲しゆう撃げきされた挙あげ句くに、ようやく捕とらえた貴き重ちような猫のサンプルまで失い、更さらに新型のウィルスを投とう与よした人体実験用の娘むすめにまで逃げられてしまったのだ。その原げん因いんは、この男が余よ計けいなものを施設に持ち込んだからだというのは明白だった。

　女が一睨にらみすると、金髪の男は口を噤つぐんで、激はげしく咳せき込んだ。

「ターゲットの猫以外には手は出すなって言っておいたはずだけど？」

　生き物を甚いた振ぶるのが趣しゆ味みという危き険けんな人物だったが、Ａ国とのコネクションが欲ほしくて協力を申し出たのは裏うら目めだったかもしれない。

「あの少年は普ふ通つうではないです。もっと調べれば面おも白しろいことになりますよ」

「そんなことはどうでもいいの」

「どうでもいいって……ごほっ、ごほっ」

　男は再び咳き込んだ。その様子に髪の長い女は、目をすいっと細めた。

「まあいいわ。猫の遺い伝でん子しとウィルスは手に入ったし、クローンでも何とかなるでしょう」

　女はそこで話を打ち切って、引き下がるように言った。金髪の男はしばらくその場にとどまって、女の全身をガラス玉のような目でじっと観察していた。表情からは何も窺うかがえない。濃のう密みつな空気が二人の間に紡つむぎ出されていく。だがそれ以上は何も起きなかった。金髪の男は風か邪ぜでも引いたのか、重い咳せきをしながら部屋を出ていった。

　再び室内にゆったりとした時間が戻もどってくる。

「殺しに行くの？」

　無人の室内で、女が誰かに語りかけるように呟つぶやいた。すると金髪の男が座すわっていた向かいのソファに、男がすうっと姿すがたを現あらわした。椅い子すに深くもたれたまま、天てん井じようを見上げている。

「弟を甚振った憎にくい相手でしょ？　歯向かう者には制せい裁さいするのがあなたの流りゆう儀ぎではなくて？」

「あいつはもう死んでいる。わざわざ俺おれが手を下すまでもない」

　女は死にゆく者のあの姿を、今までに何度も見てきた。女の父親も祖そ父ふ母ぼもそうだった。崩ほう壊かいが始まるほんの少し手前の症しよう状じよう。この後に壮そう絶ぜつな苦しみが待っている。

「あなたはこれからどうするの？」

「借りは返したからな。そろそろまた自由な家業に戻るさ」

　会長亡なき後、組そ織しき内での勢せい力りよく争いは苛か烈れつを極きわめた。長身の男は女を護ご衛えいし、敵てき対たい者たちを排はい除じよして、ようやく女がトップに位置する緩ゆるやかなピラミッド構こう造ぞうを作り出したところだった。

「今度は敵かしら？　あの子たち、今回の件でエクスプローラー側についたみたいだし」

「……俺がエクサーを辞やめた理由をお前は知ってるはずだ。本当はこんな状じよう況きようを望んでいたんじゃないんだけどな」

　長身の男は組んでいた足を解ほどくと、その場にゆっくりと立ち上がった。

「もう無理よ。あの頃ころには戻れないわ」

　女はどこか寂さびしそうに呟いた。周囲を威い圧あつする空気が、ふっと一いつ瞬しゆんだけ柔やわらかくなる。

「全く、似にたもの姉妹しまいだな」

「そうかもね。……でもそろそろ決着はつけないとね」

　再び女の眼がん光こうに、鋭するどいものが戻ってきた。

「仕事を依い頼らいするときは呼よんでくれ。金さえ出せばたいていのことはやってやるさ」

　男はドアまで歩いていくと、振り返りもせずにそのまま出ていった。

　夕日は完全に落ちて、窓まどの外は紫むらさき色いろに染そまっている。梅つ雨ゆは完全に明けたらしい。







　エピローグ







「やっと退たい院いんですね」

「ああ、もうこりごりだよ。ずっと寝ねてるだけで退たい屈くつだし、クーラーはないしで最悪だった」

　透とおるは心底うんざりしたとばかりに肩かたを竦すくめた。薫かおるはそんな透を見て苦く笑しようしている。

　病院を出ると駅に向かって歩き出した。昨日ようやく梅雨明け宣せん言げんが出されたようで、病やみ上がりにはきつい直ちよく射しや日光が、容よう赦しやなく降ふり注いでいる。まだ午前中だというのに、早くも真夏日を記録し、今日は今年一番の暑さになるということだった。




　透は里さと美みの息がかかった例の病院に入院した。銀行強ごう盗とう事じ件けんのときに霧生きりゆうに狙そ撃げきされて、そのときに治ち療りようをしてもらったあの病院だった。借りを作るのは嫌いやだったのだが、透の体たい質しつを変に思わずに治療してくれる医者はここにしかいないので仕方がない。

　入院していたのはほんの数日のことで、怪け我が自体はすぐに治ったのだが、傷きず口ぐちから雑ざつ菌きんが入って炎えん症しようを起こしてしまい、そちらの方が大変だった。数日間にわたって高熱に魘うなされ、連日連夜悪あく夢むばかり見た。特にザハトに抉えぐられた背せ中なかの記き憶おくは、身体からだに嫌というほど沁しみついており、そのときの夢を見て、絶ぜつ叫きようとともに何度も飛び起きた。トラウマとなる前にカウンセリングなどで適てき切せつな処しよ置ちを受けた方がいいかもしれない。
















　その間、薫は毎日学校帰りにお見み舞まいに来てくれた。総そう一いち郎ろうは初日に来ただけで、後はたまにメールが入るくらいだ。響ひびきに至いたっては一度も顔を見せなかった。薄はく情じような奴やつらだと毒づいたが、悪夢に魘されて泣き言を言っている姿すがたを見られるよりはマシだったかもしれない。




　結局、ペット誘ゆう拐かい事件は大だい斗とが自首した形となり、総一郎と透の嫌けん疑ぎは一いち応おう晴れたことになっている。ただしＡ国大使館で起きた出来事について、公安部の外事第一課の課員と思われる男から簡かん単たんな事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けた。大使館の敷しき地ち内とはいえ、街中で銃じゆう撃げき戦を繰くり広げたとあっては隠かくし通せるものではない。課員には終始嫌な目つきで観察するように見られ、薫が酷ひどい悪意を感じると憤いきどおっていた。

　もっともこの件は公には出来ず、大斗と舞ま衣いの父親である藤ふじ倉くら嘉よし治はるが殺害された件も、外交問題にするわけにはいかず、秘ひ密みつ裏りに処しよ理りされるようだった。透たちも国の暗部にまで立ち入るつもりは全くないので、大使館への不法侵しん入にゆうを見み逃のがしてもらえるのならそれでいい。

　地下鉄構こう内ないでの銃撃事件は、池いけ尻じり大おお橋はし駅での乱らん闘とうで捕とらえたあの男を、慶けい介すけが警けい察さつに引き渡わたしたそうで、こちらも一応の落着をみた。総一郎は駒こま沢ざわ公園駅で銃を構かまえているところを幾いく人にんかの乗客に見られていたが、あれはモデルガンだと言い張はって難なんを逃れた。逃にげたのはなぜかと問われたが、逃げたのではなく犯はん人にんを追ったのだと主しゆ張ちようして、その言い分は一応通った。すんなりそれが通ったのは、裏うらで里美の口くち添ぞえもあったからに違ちがいない。

　もちろん、あの研究所を襲おそった男の正体は不明ということになっている。なぜ慶介が透の救出に協力してくれたのかはよくわからないが、これはいずれ借りを返さねばならない。

　それから研究所で保ほ護ごした舞衣の身み柄がらは里美に預けてある。長野の実家に帰ってしまった母親とは連れん絡らくがつかず、他ほかに適てき任にん者しやも見当たらないので、妥だ当とうなところだろう。

　舞衣は一か月ほど前からあの研究所で人体実験に使われていたようだ。どんな実験だったのかは定かではない。

　話によると、舞衣は桃ももと離はなれ離れになった直後に原げん因いん不明の病気に罹かかり、それはすぐに回復したそうだが、その後は何かと不思議な現げん象しように見舞われたそうで、学校も休みがちになってずっとカウンセリングを受けていたらしい。

　だがそれを霧生に嗅かぎつけられたのだろう。このままではいずれ死ぬとでもデタラメを吹ふき込こまれて、舞衣を助けるためには命令に従したがえと、藤倉は脅おどしつけられたのではないだろうか。もしかしたら治療に必要だから、ザハトと一いつ緒しよに猫ねこを攫さらってこいとでも言われていたのかもしれない。なぜ藤倉なのかというのが透の疑ぎ問もんだったのだが、これなら納なつ得とくがいく。ただしこれはただの推すい測そくに過すぎず、藤倉亡なき今、真相は闇やみの中だ。

　舞衣が罹ったという原因不明の病気というのは、桃から感かん染せんしたあの病気に違いない。何日か寝込んだと言っていたが、確たしか感染初期は風か邪ぜに似にた症しよう状じようを引き起こすと、前に里美が言っていた。重症化しなかったのは、単に運がよかったからなのか、それとも桃との長年の接せつ触しよくの間に免めん疫えきが出来ていたからか、それは定かではない。

　そして例によって、舞衣は感覚器官が鋭するどくなっていたそうだ。普ふ通つうは突とつ然ぜんおかしなものが見えたり聞こえたりしたら、精せい神しん的に混こん乱らんする。カウンセリングはその治療だったようだ。

　透は相変わらず透とう視し能のう力りよくを使い過すぎると激はげしい頭ず痛つうに見舞われたが、むしろ感度は上がっているほどで、能力が消え去る心配はしていない。逆ぎやくに能力の発現があまりに強過ぎて、透の脳のうや肉体に多大な負ふ担たんがかかっているのは間違いなく、それに対しての不安は日ごとに大きくなるばかりだった。




　マンションまで戻もどってきた。外からざっと透と響の部屋を覗のぞいてみたが、響は外出中のようで中にはいない。今日は土曜なので学校に行っているわけではないが、少し腑ふに落ちない。透も響も、休日の午前中は寝ていることが多い。エクサーは夜が活動の主体となるからだ。

「あいつ今、何の仕事やってんの？」

「えっと……」

「ん？」

　口くち籠ごもって俯うつむいてしまった薫を怪け訝げんに思ったが、別に無理に聞き出すことでもない。響の秘密の行動はよくあることなので、気にしてもしょうがない。

　透たちはエレベーターで最上階まで上がり、部屋に入った。数日空けていただけなのに、中は熱気が籠って息苦しい。空気を入れ替かえるために窓まどを全開にして、エアコンも入れた。

　違い和わ感に気がついたのはそのときだ。

「あれ？」

　取り外して隣となりと自由に行き来出来るようにしていたはずのベランダの壁かべが、なぜか元に戻されていた。不思議に思い、コンコンと叩たたいてみたが、しっかりネジで固定されていた。

　微かすかな頭痛を覚えながら隣の部屋を覗くと、ようやく何が起きているのか悟さとった。

「薫ちゃんっっ!!」

　透が呼よぶと、薫はすっと目を伏ふせて俯いてしまった。

……何だ？

　響のいた部屋には、タンスやベッド、机つくえ以外には、物がほとんどなくなっていた。壁に張はられていた外国の男だん性せい俳はい優ゆうのポスターや、目覚まし時計だとかステレオコンポだとか、そういった私し物ぶつがきれいさっぱりなくなっていた。

……何がどうなってる？

　壁に押おしピンで小さなメモが貼はりつけられているのが目に留とまった。響には似に合あわないピンク色の可愛かわいいキャラクターの絵がプリントされたメモ用紙だった。


『この生活も飽あきちゃったし、出ていくことにするわ

　今までありがと

　薫を大事にしてね』



　呆あつ気けないそのメッセージの意味を理り解かいするのに、かなりの時間を要した。受け入れを拒きよ否ひしているかのようで、何度読み返しても頭の中に入ってこない。

「はあぁ？　何言ってんだ、こいつ？」

　透は壁を指差して薫に聞いた。薫はやはり俯いたまま答えない。ちりちりと背せ筋すじが粟あわ立だった。

「俯くなよっ。何がどうなってんだよっ!!」

　透は薫に怒ど鳴なっていた。クーラーから排はい出しゆつされる冷たい風と、窓から流れ込んでくる茹ゆで上がった空気が入り混まじって、胸むねの辺りが気持ち悪くなる。

「ご、ごめんなさい……」

　そう言って薫はぽろぽろと泣き始めた。お下げが肩かたの上で力なく揺ゆれている。

「泣くなよ。何なんだよ。わかんねーってっ」

「私が……、私が響ちゃんを追い詰つめちゃったの……。きっと、きっとそう。だから黙だまって出ていっちゃったんです」

「何がだ？　追い詰めたって何のことだっ？」

　透は薫の肩を揺さぶって問い詰めた。こうなる前兆などどこかにあっただろうか。透が気がつかなかっただけで、響は以前から出ていくつもりだったのか。

──あんたと近過ぎるからかな。……意外と……この生活は続かないのかもね

──仕方ないわね。好かれるのはあんたに任まかせるわ

──透、薫をお願いね。私はもう降おりるわ

　唐とう突とつに響の声が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　単車の後ろで、透の腰こしに手を回しながら言った響。あのとき響の体温を背中に感じて、透は心しん臓ぞうが高鳴った。

　眉まゆ根ねを寄よせて苦しそうな表ひよう情じようを見せた後、意味深に透を見つめた響。あのとき響は何を考えていた？

　ナイフを構かまえる薫に、両手を広げて受け入れようとした響。あれは本当に演えん技ぎだったのか？

　透はずっと考えないようにしてきた。バランスを壊こわすことを恐おそれて、気づかない振ふりをしてきた。響は危あぶなっかしい姉で、薫は可愛い妹で、そういう家族ごっこでいたかったというのは、透の我わがままなのだろうか。見たくないことから目を逸そらし続けてきた結果がこれなのか。

「あいつはどこにいるんだ？」

　薫は首を振るだけだ。

「じゃあ今は何してる？」

「……エクスプローラー……だと思います」

「エクスプローラー？　仕事か？」

「……はい」

「ただの仕事じゃないんだな？」

「わかりません」

　薫はもう一度首を振った。

　そのときようやくそのことに思い至いたった。なぜ慶介は透の救出に協力してくれたのか。ボランティアで危き険けんを顧かえりみずに陽動を引き受けてくれたはずがない。まだ出会ってから数時間しか経たっていないような相手なのだ。いくら透たちが里美と知った間あいだ柄がらだといってもそれはない。

「あいつ、里美のもとに行ったのか？」

　薫はこくりと頷うなずいた。あれほど里美のことを避さけていたのに、なぜこんな身を売るような真ま似ねをするのか。普ふ段だんは約束など破やぶってばかりのくせに……。

「くそっ、勝手に決めやがって」

　そんなこと一言も透に言わなかった。きっと薫と総一郎にも口止めしていたのだろう。透は猛もう烈れつに腹はらが立ってきた。携けい帯たいを取り出して響に電話をかけたが着信拒否された。

「あの馬ば鹿か……」

「私が望んでたのはこんなのじゃないんです。こんなことされたって全然嬉うれしくないのに」

「くそっ。なあ、腹が立たないか？　いつもいつも勝手な奴やつだったけど、さすがにこれはないよな？　本当に飽きたんなら、面と向かって言えばいいんだ。いつものあいつならそれくらい言うだろっ」

　響が何を考えて出ていったのかは、はっきりとはわからない。いや本当はわかっている。いやわかっていない。透との共同生活に飽きたのか、それとももっと別の理由があるのか。もしかしたらそれは透の聞きたくない言葉かもしれない。薫の小さな背中が震ふるえている。

　黙だまっていても想おもいが伝わることはある。けれどそれは常つねに一いつ緒しよにいてこそだ。離はなれてしまった相手に伝える気持ちは、はっきりと言葉で表すしかない。ならばその口から聞き出すまでだ。

「とっ捕つかまえて、あの耳を思いっきり引っ張ぱり上げて、大声で文もん句く言ってやるっ」

「私も……まだ響ちゃんとは勝負してませんっ」

「よおし、じゃあ早さつ速そく捕まえに行くかっ」

「はいっ」

　透と薫はそのまま部屋を飛び出した。

　抜ぬけるような青空の向こう、巨きよ大だいな入道雲がもくもくと湧わき上がって大地を覆おおう。透たちの夏は、こうして始まったのだ。きっと一生忘わすれられない夏になる。そんな予感がして、マンションの廊ろう下かを駆かけ抜けた。







　あとがき







　皆みな様さま、こんにちは。北山大詩です。

　早くも三冊目を出版させていただくことが出来ました。これもひとえに読者の皆様のお陰かげです。どうもありがとうございます。

　ファンレターもどうもありがとう。面おも白しろかったと書かれていると、涙なみだが出るほど嬉うれしいのです。

　でも早すぎです。早すぎて自分でも何がどうなっているのか、よくわかっていません。気がつけば、昨年末から正月休みもゴールデンウィークもどこにも行かずに、ひたすら書き続けてきました。この半年というもの、体感的に自分の人生の中で一番時間が経たつのが早かった半年かもしれません。このままだとあっという間に一年が終わっていそうです。ほんと来年の今頃何をやっているのか考えると恐おそろしい。

　恐ろしいといえば、飲みすぎでスタミナドリンクが全まつたく効きかない体質になってしまったのも恐ろしい。肩かた凝こりが酷ひどくて偏へん頭ず痛つうに悩なやまされるのも恐ろしい。ＰＣの熱ねつ暴ぼう走そうも恐ろしい。

　何より、つまんねえって言われるのが一番恐ろしい。ブルブル。

　ところで、今作を書き上げて編集様や友人に読んでもらったところ、皆一様に第一声が「グロい」という感想でした。自分としてはそれでもかなり抑おさえたつもりだったのですが、吐はき気けがするとまで言われては、さすがに僕ぼくの感かん覚かくがおかしいのでしょう。

　ノリにノって書いていた部分なのでとても残念ですけど、確かに大部分の人はそんな描びよう写しやは読みたくないだろうと思い直して、グロい箇か所しよは修正してしまいました。

　当初はそれはもう、○○が××になって、中から△△が□□けられてたりと、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくのような描写のオンパレードでえらい事になっていました。

　ちなみに僕はスプラッタな映画は全く見ることが出来ない小しよう心しん者ものです。血を見るのも勘かん弁べんしてくれという怖こわがりさんです。




　あと今作に限らず毎度のことなのですが、予定よりも枚数を遙はるかにオーバーしてしまったこと。何でいつもいつも予定通りにいかないのか不ふ思し議ぎです。

　プロットの段階では、原稿用紙で三百五十枚のつもりで書いていたのに、あれも書こう、これも書こうってやってるうちに、ボリュームが膨ふくれ上がって、書き上がってみたら四百九十枚って、やっぱどこかがおかしいに違いない。

　一度くらい、緻ち密みつにプロットを組み立てて、完かん璧ぺきに計算しながらやってみたいのですが、実じつ際さいにやってみるとどうなんでしょうね。うーん……。

　最後にいつものようにお世せ話わになった方かた々がたに謝しや辞じを──。

　担当Ｙ様、今作でも大変お世話になりました。今後ともなるべく温あたたかいご指し導どうのほど、よろしくお願いいたします。締め切りだけは守れるように頑がん張ばりたいと思います。というか他の作家さんと比くらべて、僕ぼくだけ締め切りが早いような気がするんですけど、気のせいですか？

　石田あきら様、いつも素す敵てきなイラストを書いてくださって本当にありがとうございます。文庫が送られてきたときの一番の楽しみは、イラストを見ることなのです。

　友人Ｍ君、今作でも真まっ先さきに読んでくれて貴き重ちような意見をありがとう。マジ感かん謝しやしてます。ようやく他の友人たちも読んでくれたようで、前巻のあとがきでの脅きよう迫はくが効きいたようです。よかった、よかった。

　それから妹も辛から口くちの批ひ評ひようありがとう。かなり参考にさせてもらった。現地の取材というか、確認の散さん策さくにも付き合ってもらって助かったよ。あと、透とおるや響ひびきたちの衣い装しようのモデルパターンもありがとう。早さつ速そく使わせてもらった。次もよろしく～。

　そして読者様、最後までお付き合いいただきありがとうございます。

「エクスプローラー３　白黒乱舞」お楽しみいただけたでしょうか？　次巻ではもっと楽しんでいただけるように、精しよう進じんしたいと思います。

　今後ともご声せい援えんのほどよろしくお願いいたします。


２００６年７月　北山　大詩
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